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一章　どうして？





「あー……暑い……」

　とある町の片隅にひっそりと佇たたずむ一軒のおんぼろアパート。そこの二階。表札に「桃もも井い」と記されている部屋から、切ない呻うめき声ごえが響く。

　季節は六月中旬。今年は梅雨入りが遅く、例年に比べて過ごしやすい日々が続いているのだが……

「ああぁぁぁ………あっづいぃぃ……」

　風通しが極めて悪く、これでもかというぐらいに湿しつ気けの充満したその部屋からは何度となく呻き声が聞こえてくる。

　声の主は、畳の上で寝そべっている若い男だ。

　タレているのに妙な鋭さのある目と、気難しそうな上向きの唇。まずまず整ってはいるけど、好き嫌いのはっきり分かれそうなクセのある顔立ちをしている。

　名前は、桃井巧たくみ。

　そして。

「巧たくみくぅん……」

　と、この部屋のもう一人の住人である少女が、巧と同じように畳の上に横たわりながら呼びかけた。

　艶つややかな黒色のミディアムヘアーと白く透き通るようなモチ肌。そして、大きな大きなタレ目。１５０センチに満たない小さな体も相まって、子供のパンダみたい、と言われることの多いとても愛らしい容よう貌ぼうをしている。

　名前は、桃もも井いヒナ。

　桃井巧と桃井ヒナ。

　二人は兄妹である。

　色々と訳ありの貧乏兄妹、である。

「うぅ……ヒナ、暑くてとろけそうだよぅ……」

「言うな。言うとますます暑くなるぞ」

「でも巧くんはさっきから何度も――」

「喋しやべるな。心しん頭とう滅めつ却きやくすればなんとやらだ。とにかく心と頭を滅却するんだ」

「わかった。ヒナ、超滅却する」

　巧とヒナはよく似たタレ目を閉じ、唇も結んだ。

「………」

「………」

　もはぁ。

　思い出したかのように入ってきた風が、熱風となって二人に直撃した。

「やっぱムリだよぅ……暑いものは暑いもん、そもそも滅却なんてできないもん、ヒナの心と頭は巧くんへの愛に支配されているもん」

　とんでもない発言をさらりと言ってのけるヒナは、重度のブラコンである。兄・巧は、こういった妹の言動に常々、悩まされているのだが、今はツッコむ気にもなれない。

　暑い。とにかく暑い。

　畳張りできっちり十畳のこの部屋には必要最低限の家具しかなく、温暖化の進む現代において必要不可欠な冷房器具もない。去年までは扇風機でどうにか暑さをしのいでいたのだが、それも壊れてしまった。

　巧は妹からのラブコールをさらりと流し、一つの決断を下した。

「――もう限界だ。クーラーを買おう」

「そんなことより、今はヒナと巧くんの燃えさかる愛について熱く語ろうよ」

「思いきってクーラー買っちゃおう」

「だから、その前にとりあえず服を脱いで――」

「クーラー買うぞおお！」

「むぅ……」

　話が危険な方向に進む前に、どうにか巧たくみが押し切った。

「意気込むのはいいけど、うちにはそんなお金ないよ」

「あはは。冗談キツいぜ、ヒナ。前の給料がまだまだ残っ――」

「こんだけしか残ってない」

　桃もも井い家けの財務大臣であるヒナが財布の中身（全財産）を巧に見せた。

「なっ……」

　巧はその瞬間だけ暑さを忘れた。全身が凍るかと思った。巧が前回「仕事」をしたのは約一ヶ月前のこと。その時、稼いできた給料は、諸々の必要経費を差し引いても一ヶ月で底をつくような少ない額ではなかった……はずなのに。

　財布には、あと数日で底をつきそうな額しか入っていなかった。クーラーなんてもってのほかである。

「ど、どーしてこんなに金がないんだ……？」

「アレのせいだよ」

「アレ？」

「バイク」

　アパートの駐輪場（という名の空きスペース）に一台のバイクが止まっている。赤色の塗装が施されたヤマハのＸＪＲ。巧の愛車である。大好きな俳優の名前を付けるほど溺でき愛あいしている。

「おいおい、変な言いがかりはやめろよ。レッドフォードに罪はねぇだろ」

「アレの修理代に10万円もかかったんだよ？」

「修理代じゃねぇ。治療費だ。レッドフォードは桃井家の一員なんだ。歴れつきとした家族だ。その家族が怪我や病気をしたら治してやるのが当然――」

「よいしょっと」

　巧の意味不明な言い分を断ち切り、ヒナが玄関へと歩き出した。

「……ヒナ？　どこ行くんだ？」

「ちょっとバイク売ってくるねっ」

「ダメ！　笑顔で家族を売ろうとしちゃダメ！」

　巧が慌ててヒナの前に立ちはだかり、行く手を阻はばむ。

「巧くん、落ち着いて。ヒナが今にもドロドロのスライムさんになりそうだというのに、あの鉄塊はツヤツヤのピンピンなんだよ？　こんな不条理が許されると思う？」

「お前こそ落ち着け。つーか、鉄塊とか言うな。レッドフォード兄さんと呼びなさい」

「巧くんはヒナとバイクどっちが大切なの？」

「もちろんレッド――」

「よっこらしょっと」

　巧たくみの答えを遮り、ヒナが押し入れから工具用品一式を取り出した。

「……ヒナ？　なんとなく予想がつくけど、なにをする気だ？」

「れっつスクラップ」

「ダメ！　それはもう本当にダメ！」

「どいてっ！　あのバイクがある限り桃もも井い家けは貧乏から抜け出せないの！」

「どかねぇよ！　どーしても行きたけりゃオレの屍しかばねを越えて――」

「えい！」

　ヒナが微み塵じんの迷いもなく巧に体当たりをした。どすーん、と頭がエグイ角度で下腹部に突き刺さり、巧の体がくの字に折れる。

「ぐっ……マ、マジか妹よ……」

「ごめんね、巧くん。でも、平和には多少の犠牲も必要なんだよ」

「違うぞ。誰だれかの犠牲の上に成り立つ平和なんて本当の平和じゃない」

　なかなかに深い意見の応酬だが、単なる兄妹ゲンカである。というか、もはやコントである。しかし、当人たちは真剣そのもの。妙な緊張感を漂わせて、互いの呼吸と間合いを読む。傍目はためにはカバディをしているようにも映る。

　さすがにガチバトルはまずい、と思ったのかどうか、巧は言葉で反撃をした。

「レッドフォードのことばかり責めるけど、ヒナにも問題はあるだろ」

「どこに？」

「そこに」

　と、巧はヒナが着ている服を指さした。それはギラつくようなピンク色で、でかでかとトラの絵（劇画タッチ）がプリントされているタンクトップだ。お世辞にもカワイイとは言えないデザインなのだが、ヒナの美的感覚には……

「えへへ。激カワイイでしょ～」

「いいや。激ダサだ」

「これは、たそがれタイガーだよ。さすらいラビットの永遠のライバルなの」

「キャラ設定は心底どーでもいい。んなことより、それ、いくらしたんだ？」

「２万円」

「……な、何着、買った？」

「お揃そろいで三つずつ」

　ヒナが得意気にタンスの中からタンクトップを取り出し、巧に見せつけた。デザインは同じで色違いのものが六着。つまり、合計12万円（税抜き）。

　巧は鼻血が出そうになった。

「ど、どど、どーしてそんな残念な布きれに諭吉さんが十二人も……」

「そんなこと言って、ホントは気に入ってるくせにぃ。巧たくみくんってばツンデレ～」

「一瞬たりともデレてねぇよ！」

「でも、毎日さすラビＴシャツ着てるじゃん」

　ヒナは巧が着ている服を指さした。それはウサギの絵（劇画タッチ）がプリントされたロングＴシャツだ。

「あ、いや、これは……」

　散々ダサいだの暑いだの言っておきながらロングＴシャツを着ているのには、ちょっとした理由がある。

　巧の右腕には「タトゥー」が入っている。それを隠すため、とろけそうになりながらも頑張ってロンＴを着ているのだ。

「照れなくてもいいんだよ？　恋人同士が同じ価値観を持つってウルトラ素晴らしいことなんだから」

「照れてない恋人じゃない価値観も同じじゃない。ウサギの方は……まあいいとしても、そのダメトラだけはムリだ。きっと袖そでを通した瞬間にオレの青春は終わる」

「たそタイのことを悪く言わないで！」

「略すな！　てか、言いにくいだろ逆に！」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんなに嫌なら捨てればいいでしょ！　ヒナが巧たくみくんのために一生懸命選んだものだけどね！　それを捨てるということはヒナの愛をも――」

「飛んでけ～」

　巧が微み塵じんの迷いもなく窓から服を投げ捨てようとして、ヒナが慌てて止めた。

「んなーっ！　今のは悔い改める場面でしょ、この人でなし！」

「兄に見事なヘッドバットかます妹よりはマシだ！」

　目を血走らせ、睨にらみ合あう兄妹。十畳一間の部屋は湿しつ気けと険悪なムードに充ち満ちた。

　そこへ――。

「まーたケンカしてるの？」

　と、呆あきれ気味に言いながら、隣に住む少女が部屋に入ってきた。

　彼女の名前は、立たち花ばな栞しおり。

　この春から桃もも井い家けの隣の部屋で一人暮らしを始めた、ちょっと訳ありの女子高生。

　高めの背丈に、すらりと長い手足。ポニーテールに結い上げた長い髪。そして、大きな大きな吊つり目。あらゆる部分でヒナと対照的な容姿をした美少女である。

　そんな栞の目に飛び込んできたのは、工具を二刀流に構えているヒナと、色とりどりの服を窓から投げ捨てようとしている巧の姿。奇っ怪な光景に数秒、立ち止まってしまったが、栞は二人の間に入った。

「ヒ、ヒナちゃん、武器はダメ！　桃井くんは……何がしたいのか全然わからないけど、とにかく落ち着いて！　ブレイク！」

　突如として現れた仲ちゆう裁さい者には目もくれず、巧とヒナは依然、血走った眼で睨み合う。

「栞、悪いけど引っ込んでてくれ。これは桃井家の問題だ」

「そうだよ。立花さんは桃井家とすこぶる無関係なんだから邪魔しないでっ」

「いや、邪魔とかじゃなくて――」

「謝るなら今のうちだよ、巧くん。ヒナってば、こんなにキュートな顔してるけどわりとＳだよ？　普通にスクラップなんかしないよ？　レッドフォード兄さんに恥ずかしい格好させちゃうよ？」

「こらっ。Ｓとか、そんなハレンチな言葉を使うな。どこで覚えてくるんだ、まったく」

「巧くんが押し入れの奥に隠してるエッチな本だよ」

「………うおぅ……死にてぇ……」

　ヒナ、優勢。

　栞も仲裁を一時中断して「へーそーなんだー」と白い目で巧を見つめる。

「さあ巧くん、れっつ謝罪！」

「う、うるせぇ！　オ、オレだってそこそこのＳだぞ、服の落下地点で季節外れのたき火とかしかねない男だぞ！　どーだ参ったか！」

「むうう、そんな格好悪いことを元気よく言い切るなんて、ヒナ動揺しちゃう……」

「さあ、ごめんなさいしろ、ヒナ。今なら許してやる。自分で自分のことをキュートとか言っちゃったのも聞かなかったことにしてやる」

「やだっ！　絶対にごめんしない！」

「ああん？　いつからそんなに聞き分けの悪い子になったんだ、お前は！」

「ねえ、ケンカはダメだってば！」

「立たち花ばなさん、シャラップ！」

「栞しおりに八つ当たりするなよ、みっともねぇぞヒナ」

「あーっ！　た、立花さんをかばった……んんもう本当に怒ったよ！　今日という今日はバイクを鉄くずに――」

「上等だ！　こっちだってウサギだのトラだのに天てん誅ちゆうを――」

「もう！　二人ともいい加減にしなさ――」

　もっっはあ。

　強烈な熱風が三人を直撃。巧たくみとヒナはもちろんのこと、まだ数分しか部屋にいない栞も貧血気味に膝ひざをついた。

「……こ、興奮するの、やめようぜ……」

「あうぅ……ヒナ、バターになっちゃうよぉ……」

「ちょっとしたサウナだね、これ……」

　三人は力なく項うな垂だれ、しばらくジッとしていたが、荒い呼吸と高ぶっていたテンションが落ち着いてきたところで、ヒナがぼそりと呟つぶやいた。

「暑いなら帰ればいいのに」

　それが誰だれ宛あてのメッセージなのか、すぐにわかった栞は、

「……」

　と、とりあえず聞こえないフリをした。しかし、ヒナは逃がさない。

「立花さん」

「な、なに？」

「暑いなら自分の部屋に帰ればいいと思うよ」

「そ、そうだね。じゃあ、みんなで私の部屋に移動――」

「結構です」

「桃もも井いくんは？」

「巧くんは絶対に行きません」

「……私は桃井くんに聞いているんだけど？」

「うちの旦だん那なを誘惑しないでください」

　不穏な空気を漂わせてタレ目と吊つり目がにじり寄り、第二ラウンド開始。

「誘惑だなんて、私はそんなつもりじゃないよ。純粋に彼の体調を心配してるだけだよ」

「薄手のワンピース着て、これみよがしに生足とか出しちゃってる人が純粋とか言っても説得力に欠けるんだよねぇ」

「こ、これは、普段着だよ。私はいつもこんな感じの服装だよ」

「立たち花ばなさんが普段、イモジャージにちょんまげ頭なこと、ヒナは知ってるもん。桃もも井い家けに来る時だけオシャレさん気取ること知ってるもん」

「うっ……」

　ヒナの指摘は、おおむね当たっていた。もちろん、栞しおりには誘惑するつもりも度胸もないけれど、けっこうな勇気を振り絞って――時期尚早だと思いつつも――着た裾すその短いワンピースについて、巧たくみからの意見や褒め言葉やちょびっとだけ下心を含んだ視線が欲しいと思っていることは事実だった。

　そんな健気な乙女心を嘲あざ笑わらうかのようにヒナが畳みかける。

「でもね、巧くんは立花さんの生足なんかじゃビクともしないよ。ヒナのダーリンは手がつけられないほどの巨乳好きなんだから」

「そ、そうかなぁ？　桃井くんは生きつ粋すいの足フェチだと思うけどなぁ」

「胸がささやかな人に限って足を主張するんだよねぇ。あ、別に立花さんのこと言ってるわけじゃないよ？」

「胸にしか自信のない人に限ってやたらと強調するんだよねぇ。これみよがしに谷間とか見せつけようとするんだよねぇ。あ、ヒナちゃんのことを言ってるんだけどね」

「え？　谷間？　うわ、本当だ。ものすごーく大きな谷間ができてる。ヒナはただ普通に服を着てるだけなのに谷間ができちゃってる。ふっしぎ～。立花さんもこうなる？」

「な、なるわよ。毎日なってるわよっ」

「メガネかければ？」

「うぐぐ……」

　ヒナ、優勢。

　口下手な栞にしては善戦している方だが、やはり地力では劣おとる。

「おい、二人ともやめろよ」

　と、ようやく巧が仲ちゆう裁さいに入った。なるべく関わらないでいようと、散々なことを言われても他人のフリをしていたのだが、妹の口の悪さはさすがに看過できない。

「栞、その握りしめた拳こぶしをおさめてくれ。すげぇ怖いから。ヒナにはオレがちゃんと注意しておくから」

「……ま、まあ、キミがそう言うなら……」

　栞は我知らず構えていたファイティングポーズを解といた。

　次に、巧はヒナと向き合う。ヒナはパンダの瞳ひとみに大粒の涙を浮かべていた。

「ま、また立たち花ばなさんをかばったぁ……ヒナがいじめられてるのにぃ……」

「いや、栞しおりをかばうとかそーゆーつもりじゃなくて」

「巧たくみくんは本当にヒナのことが嫌いなの？　ヒナは桃もも井い家けにいらない子なの？」

「そ、そんなわけないだろ。あぁ、泣くなよ……」

　妹のマジ泣きに激しく狼ろう狽ばいした巧が、くるりと栞の方へ向き直って、

「栞、ヒナをいじめるな」

「んなっ、何その意志の弱さ！」

「と、とにかく！　二人ともケンカするなってことだ。わかったな？」

　巧の見事な裁きっぷりにより和平が成立……するはずがない。タレ目と吊つり目が同時に立ち上がり、ダメ奉ぶ行ぎようを睨ねめつけた。

「キミがしっかり教育しないからヒナちゃんが生意気になるんでしょ！」

「巧くんがはっきり言わないから立花さんが増長するんだよっ！」

「ちょ、ちょっと待て！　なぜ矛ほこ先さきがオレに――」

　巧の悲痛な訴えを無視して、ヒナと栞がまたまた睨にらみ合あう。

「ヒナちゃん、増長ってどういうことかな？」

「立花さんこそ、生意気って誰だれのことかな？」　

「だあああ！　いい加減にしろ、このデコボココンビ!!」

　巧が立ち上がり、声を荒らげて両方を叱しかりつけた。無論、火に油を注ぐだけである。

「だ、だだ、誰がデコボココンビよ！」

「どっちがデコでどっちがボコなの！」

「どっちでもよくね？」

「「どっち！」」

「あーもう、よくわかんねぇけど、ヒナがデコで栞がボコだ」

「はああ？　何で私がボコなの！」

「そりゃあ、おっぱい的な理由だよ、ボコ花さん」

「デコちゃんは黙ってて！　大体、デコボコなのはキミたちでしょ！　お、男の子なんだから、桃井くんがデコね！」

「おーっと。下ネタはそろそろやめようぜ、栞」

「押し入れの奥に宝物を隠してるキミには言われたくない！」

「うぐっ……べ、別にいいじゃねーか！　そーゆー本の一冊ぐらい――」

「台所の下にもあるんだよ」

「ヒナあああ！　お前どっちの味方だ！」

「女の人の裸が見たいならヒナのを見ればいいでしょ！」

「妹の裸なんて見たくねーよ！」

「じゃあ私のを………あ、いや、そうじゃなくて……と、とにかく不潔だよ！　巨乳好きだし足フェチだしシスコンだし、キミの思春期は一体どこに向かってるのよ！」

「すごいね巧たくみくん、三冠王だ」

「嬉うれしくねぇ!!」

　……とある町の片隅にひっそりと（？）佇たたずむ一軒のおんぼろアパート。その二階に住む三人の若い男女。彼らはこんな調子で、三日に一回のペースでケンカをしている。普通のマンションならば強制退去を命じられていることだろう。

　さて。

　もはや何を言い争っているのかもわからないほどカオスな状態になったケンカを止めたのは、熱風ではなく――

　プルルルル！

　という着信音だった。

　三人は口論をピタリと止めて、ちゃぶ台の上に置いてある巧の携帯電話を凝ぎよう視しする。

　この電話は会社から支給されているものであり、私用では滅多に使うことがないので、おそらくは業務連絡――「仕事の要請」だと思われる。

　仕事が入れば、給料がもらえる。給料がもらえれば部屋の環境を改善することができる。部屋の環境が整備されれば不毛な争いもなくなる……かもしれない。

　いやが上にも期待が高まり、同じくらい緊張感も増した。

「……ヒナ？」

「大丈夫。幻聴じゃないよ」

「……栞しおりは？」

「私にもちゃんと聞こえた」

「……三人とも騙だまされているってことは？」

「「いいから早く！」」

「お、おうよ」

　巧はなぜか忍び足でちゃぶ台に近寄り、爆弾処理をする時のような緊迫感を漂わせて、携帯電話を手に取った。そして、届いたメールを確認した。

　しばしの沈黙。

「仕事きたあああああああ！」

　巧が高々と拳こぶしを突き上げた。

「やったああああ！」

「よかったね！」

　ヒナと栞が手を取り合って跳はね回る。すぐにハッとなって手を放したが、もう言い争うことはしなかった。桃もも井い家けに本当の意味での平和が訪れた。

　ひととおり喜び終えた後、巧たくみは玄関へ向かう。ヒナは正座して見送りの姿勢。

「ちゃんと戸締まりするんだぞ？　誰だれか来ても居留守だぞ？」

「わかってる。ヒナ、いい子で待ってるから」

「今夜はヒナの大好きなハンバーグにしような」

「うん！」

「よし。じゃあ行ってくる」

「あ、待って」

「なんだよ？　行ってきますのチューならしない……ん？」

　巧の言うとおり、いつもならここで「行ってきますのチュー」をするだのしないだのというやりとりがあるのだが、今日のヒナは違う。ヒナの視線は巧にはでなく、

「それじゃ、私もそろそろ失礼します……」

　と小声で言いながら、コソコソと部屋から出て行こうとしている栞しおりに向けられていた。

　栞と巧は「同じ仕事」をしている。

　そのことをヒナには隠しているのだ。理由は仕事の性質上でもあり、単純に巧が知られたくないだけでもある。

「立たち花ばなさん」

　ヒナが普段より低めのトーンで呼びかけ、栞はビクッと肩をすくませた。

「……な、何でしょうか？」

「どこ行くの？　この部屋好きなんでしょ？　もう怒らないからここにいてもいいよ？」

「え、あ、その、実は、私も今から仕事で……」

「仕事？」

「ああっ、いや、それはその……」

「何のお仕事してるの？」

「えーっと……派遣の仕事、かな」

「仕事の内容は？」

「肉体労働っぽい感じの……」

「もっと詳しく」

「それはその、だからつまり、工事現場でニッカボッカを穿はいたりするような……」

　これでは自白も時間の問題だ、と焦った巧が救いの手を差し伸べる。実際に手を伸ばし、栞の腕を掴つかんで引っ張った。

「お、お互い仕事に遅れちゃまずいだろ、急ごうぜ」

「う、うん、そうだねっ」

「あああっ！　手とか掴んじゃダメええ！」

「わかってる。ほら、もう放したから。とにかくいい子で待ってろよ！」

「まだ話が終わって――」

　猛烈な勢いでドアを閉め、巧たくみと栞しおりは脱だつ兎との如くアパートの階段を駆け下りた。

「バレたかな……？」

　栞が不安げに言い、二人で桃もも井い家けを見上げる。幸い、ヒナが追いかけてくる様子はないけれど、うまく誤魔化せたかは非常に怪しいところだ。

「ごめんね。私、嘘うそが下手だから……」

「いや、いいよ。無理言って話を合わせてもらってるのはオレの方だし、オレもたいがい白々しかったし。まあ、バレたかどーかは後回しにして、とりあえず仕事に行こう」

「そう、だね」

　と、二人は気持ちを切り替え、

「でもさ、ニッカボッカはいくらなんでも下手すぎじゃね？」

「う、うるさいっ」

　などと反省もしながら、駅へと歩いていく。

　そんな様子を、ヒナが部屋の窓から眺めていた。巧と栞がバイクに二人乗りして出かけなかったことには最低限の評価はするけれど、

「ふん。バレバレなんだからっ」

　憎らしげに言い放ち、頬ほおをパンパンに膨らませた。

　さらにもう一人。

　アパートから数メートル離れた物陰に身を潜ひそめ、巧と栞をじっと眺めている男がいる。二人は男の存在に気づかず前を通り過ぎ、男の方も声をかけたりはせず、うっすらと笑いながら小さくなっていく二人の背中を無言で見つめていた。



　この日から約一週間。

　立たち花ばな栞にとって受難の日々が続くことになる。

　もちろん、栞本人はまだ知る由もない。





　巧たちの住む町には大きな川が流れていて、川沿いの道を南下していくと、やがて海にぶつかる。

　その海に埋め立て地がある。完成からまだ日の浅い人工島は、人も建物の数も少ないのだが、一つだけ高層のビルがそびえ立っている。

　ブレイン・カンパニー本社ビル。

　そこが巧と栞の「職場」だ。この会社が現在、開発中の『ある特殊なゲーム』のテストプレイヤーとして二人は雇われている。

　携帯電話にメールが届いてから一時間後、巧たくみと栞しおりは本社ビルの地下三階７号室にやって来た。

「――今回の仕事はこれよ」

　と早速、ブレイン・カンパニーの正社員である女性が、二人に一枚の用紙を手渡した。

　彼女の名前は、日くさ下か部べ小こ町まち。

　まばゆい茶色の巻き髪に、芸術的なまでに整った顔立ち。豊かな胸の膨らみ、抱きしめれば折れてしまいそうなほど華きや奢しやな腰つき、健康的な太もも、一切の無駄がない理想的なふくらはぎ……などなど。美点を数えたらキリがない絶世の美女である。

　ヒナや栞もかなりの美少女だが、小町の美しさには及ばない。彼女たちにはない色香と存在感を小町は備えている。

「小町さん、どーしたんすか？　なんか妙に顔が怖いけど」

「うっさい。さっさと読みなさい」

　巧を足あし蹴げにして黙らせた。いつもならば仕事の話をする前に他愛のない雑談をしたり、巧をいじめたり、なぶったり、泣かせたりする小町なのだが、今日は様子が違う。険けわしく真面目な仕事モードの表情を崩さない。

　巧と栞も緩い表情を引き締め、心持ち姿勢を正し、用紙に目を通す。

　その一行目には――



    

  
    
      



    

  
    
      【　地下迷宮を駆け抜けろ　】

　と、太字で記されていた。

　これが今回の『クエスト』である。

　巧たくみと栞しおりがテストプレイしているゲームのジャンルは「ＭＭＯＲＰＧ」だ。プレイヤーがクエストを達成していくことでゲームが進行する、というスタイルをとっている。

　テストプレイヤーの仕事も同じ。クエストを達成すれば報酬がもらえて、できなければ報酬をもらえない。完全歩合制となっている。

「あの……」

　栞が小さく挙手をした。

「このクエスト、何をすればいいのか、よくわからないんですけど……」

「お宝を取ってくればいいのよ」

　と、小こ町まちが説明して、巧が補足する。

「いわゆる『探索系』ってやつだな」

「探索系？」

「あ、そっか。栞はこーゆーの初めてだよな」

　栞はこれまでターゲットモンスターを倒すことを目的とした『討伐系』のクエストしかしたことがない。

「今回はアイテムを持ち帰ることが目的の『探索系』だ」

「モンスターは出てこないの？」

「出る場合もあるし、まったく出ない場合もある。こればっかりは実際にやってみないとわからねぇ。ま、出たとしても倒す必要はないんだけどな」

「ふぅーん……」

　栞はいまいち要領を得ない。

「心配すんなよ。『探索系』はオレの得意分野だ。それに、今回は目的アイテムの在処も教えてくれているから、わりと楽な仕事に――イテッ」

　小町が頭を叩たたいて、巧の言葉を遮った。

「何が得意分野よ。アンタはただ『討伐系』が苦手なだけでしょ」

「う……」

　その通りだった。

「それからね、ちっとも楽な仕事じゃないわよ」

「どーゆーことですか？」

　小町は眉まゆをひそめてから、答えた。

「呼び出しておいてアレなんだけど、正直、今回は断ってもいいかなと思ってる」

「そんなに危険なんすか？」

　小こ町まちが小さく顎あごを引く。

「これまで他のプレイヤー数名がこのクエストに挑戦したけど、全員リタイアしたわ」

「「えっ……」」

　二人の顔が強ばったのを見て、小町は少しだけ口調を柔らかくした。

「その紙に記されていること以外の情報開示は禁止されているから、私もどんなクエストなのかわからないんだけど、危険というよりは厄介といった感じね」

「厄介……？」

　巧たくみはもう一度、用紙に記されている内容を確認した。

　エリアは『洞どう窟くつ』。

　達成条件は、洞窟最深部にあるアイテムを手に入れること。

　失敗条件は、途中リタイアと制限時間オーバー。

　取り立てて目を引くような項目はないように思われたが、一点だけ、これまで巧がこなしてきた「探索系クエスト」と大きく異なる箇所があった。

「制限時間……七日？」

「そう。異例の長さでしょ？」

「どんだけ深い洞窟なんだよ……」

「それから、もう一つ」

　小町が机の引き出しから一枚の小切手を取り出し、二人に見せた。そこに記されているのはクエスト達成時の報酬。つまり、巧たちの給料だ。

　その金額は――六百万円也なり。

「破格でしょ？」

「……ですね」

　巧の顔が一層、強ばった。報酬金額の高さは、そのままクエストの難易度を意味する。

「受ける？　それとも断る？」

　小町に訊きかれた二人は、目を見合わせ、しばらく口をつぐんだ。

（断るべきだ）

　不安材料やら不確定要素が多すぎる――というのが、巧の正直な感想だ。

　が、しかし。

「やりますよ。クーラー買わなきゃマジで干からびちまう」

「私もやります」

　二人には多額の借金がある。

　ここブレイン・カンパニーから借りている。

　だから、もともと仕事を選り好みできる立場ではない。その観点からすると報酬金額の高さは魅力的でもあった。

「クーラーのためだけじゃなく、むしろヒナ祭りのためでしょ？」

　と、小こ町まちがようやく表情を緩めて言った。

「おっ。覚えてたんですか」

「そりゃ毎年強制参加させられたら、嫌でも覚えるわよ」

「あの、ヒナ祭りって……何の話？」

　栞しおりが当然の質問をした。三月三日は三ヶ月も前に過ぎている。

「七月一日がヒナの誕生日なんだ。だから、桃もも井い家けでは七月一日がヒナ祭り」

　巧たくみがやけに嬉うれしそうに答えて、小町が呆あきれ気味に付け加える。

「祭りっていっても、どこかの兄妹がキャッキャするだけよ」

「へぇ、ヒナ祭りねぇ……」

　どこかの兄妹がキャッキャしている光景が簡単に想像できてしまい、栞は苦笑した。

「はい。やると決めたんなら、さっさと準備しなさい」

　雑談を打ち切り、小町が透明のガラス戸を隔てた向かいの部屋へと二人を追い立てた。

　そこは『プレイヤーズブース』と呼ばれる部屋で、マッドサイエンティストの実験室を連想させるほど怪しく、異様な場所だ。

　壁からは無数のプラグが伸びていて、中央に置かれた黒い椅い子すに繋つながっている。

　その椅子に、巧と栞が座る。

　すると、自動的にベルトが締まる。厳密にはベルトではない。液晶画面やキーパネルが付いた特殊な装置だ。それらが腰や首、腕、足といった部位を拘束して巧たちから自由を奪う。

　ここから先は小町の仕事だ。

　各装置にコードを入力して起動させ、すでに繋がっているものとは別のプラグを椅子に接続して、不備がないか入念にチェックする。一見、簡単そうにみえる作業だが、高度な知識とＰＣスキルを必要としている。

　最後に、ヘッドフォン型のディスプレイを二人の頭に取り付ける。これで準備は完了。

『栞ちゃん、違和感はない？』

　ヘッドホンを通じて小町の声が届く。小町はすでに向かいの部屋に戻っていて、卓上のパソコンを操作している。

「問題ありません」

「オレもオッケーです」

『できれば誰だれかを誘ってから行きなさい。そして絶対に無理しちゃだめよ。リタイアすることは恥でも何でもないんだからね？』

　と、小町がキーボードを叩たたきながら注意して、「はい」という返事が聞こえたと同時にエンターキーを押した。

『――ログイン！』

　その声はもう、巧たくみと栞しおりの耳に届いていない。



　―――――――ッ！



　強烈な重力。真逆の浮遊感。焼けるような脳の痛み。それらを忘れさせるほどの快感。様々な衝撃が巧と栞の体を駆け抜けた後――

　二人の精神は肉体から離れた。

　行き先は、電脳世界。

　つまり――ゲームの中、である。





　電脳世界とは仮想空間である。だが、五感に伝わってくる情報のリアルさは現実世界のそれと何ら遜そん色しよくがなく、『広場』と呼ばれる場所も例外ではない。

　敷地は丸く、外周は木が生おい茂しげっているので出入り口がどこなのか、はっきりとしない。中央部分に大きなステージがあり、それを囲むようにして木製のベンチがいくつも並んでいる。現実世界のどこかに存在していても違和感のない、公園のような造りだ。

　ここは『集会場』や『待ち合わせ場所』とも呼ばれ、その名のとおり電脳世界に入ってきたプレイヤーたちが集う場所である。どんなクエストに出かける時も初めはこの場所を通らなければならない。

「誰だれか誘えって言ってもなぁ……」

　と、ベンチに座っている巧がしかめっ面で腕を組み、

「うーん……」

　と、巧の隣に座っている栞も難しい顔で腕を組んでいた。

　今の二人の姿は、現実世界にいる時とは異なり、仮想体アバターになっている。

　といっても、巧は赤色のメッシュが入った頭髪以外はほとんど変わりがない。

　しかし、栞は瞳ひとみの色が青く、髪が金色になっている。顔のつくりはそれほど変化していないが、そのスタイル――特に豊かな胸の膨らみは、現実世界のものとは雲泥の差。この姿を現実世界の知り合いが見ても「立たち花ばな栞」であるとは気づかないだろう。

「「うーん……」」

　二人は周囲を見渡しながら、何度も唸うなった。

　今、『広場』には巧と栞以外にも数名のプレイヤーがいる。このゲームでも、一般的なオンラインゲームのシステム同様、パーティーを編成することができる。出発前に小こ町まちが言ったのはまさしくそのことで、巧たちもできれば誰かを仲間に誘いたいのだが……

「……ダメだ。どいつもこいつも怪しく見える」

　ブレイン・カンパニーに雇われていない者たち――別勢力のプレイヤーがいる、ということを巧たくみたちは知っていた。前回のクエストで身をもって知らされた。

　その別勢力はブレイン・カンパニーと敵対関係にあり、必然的に巧たちとも相容れない立場ということになる。

　誰だれが味方で、誰が敵か？

　それが見分けられないと仲間には誘えない。だが、それを見分ける術がない。

「栞しおりはどう思う？」

　巧が問いかけると、栞は「あっ」と小さく発してから、

「私、すごいこと閃ひらめいちゃったかも……」

「どんなこと？」

　期待感から巧の腰が軽く浮きあがる。栞は、ふふっ、得意げに笑って、巧が右腕にはめている『黒い腕輪』を見つめた。

「キミの『能力』を使えばいいんじゃない？」

　巧が装備している『黒い腕輪』は『物を分裂させる』という不思議な力を与えている。その力は電脳世界だけに限らず、現実世界でも同様の力が使える。現実世界の巧の右腕にタトゥーが刻まれているのも、この腕輪の影響だ。

　ともかく、得体の知れないアイテムであり能力である。それをどのように使って仲間を見分けようというのか、巧にはわからなかった。

　というか、栞が何を言いたいのか見当もつかなかった。

「栞、もう少し分かりやすく言ってくれ」

「だから、分裂させればいいんだよ」

「だから、なにを分裂させればいいんだよ？」

「クーラーよ」

「あ、ああ……その話か……」

　巧はやるせないため息を吐いて、ゆっくりと座り直した。入れ替わるようにして、栞が興奮気味に腰を浮かせる。

「クーラーだけじゃなくて、それこそ、お金も分裂させればいいんだよ。そうすれば暑さにも飢えにも苦しまずにすむし、借金だって一瞬で返せちゃうじゃない！」

「う、うん。まあ、そうだね」

「でしょ？　うわあ、私って天才かもしれないっ」

「………」

　キラキラと輝く碧へき眼がんを見て、巧はとっても切ない気持ちになった。そして、この場合はどうするのが男としての優しさなのかを悩んでから、切り出した。

「あの、すごく言いにくいんだけど……オレも気づいてたから。ぶっちゃけ、かなり前に思いついたし、実際に試してもみた。だからその、天才とかではない、かな……」

「そう、なんだ……」

　栞しおりはどこか寂しそうに、恥ずかしそうに、座り直す。

「で、試した結果は？」

「世の中そんなに甘くはない」

「というと？」

　巧たくみはポンポンと右腕の腕輪を叩たたいた。

「分裂の力は、電脳世界では一回のアクセスで一度しか使えない。でも現実世界では回数制限はない。その代わり、時間制限があるんだ」

「もう少し分かりやすく言って」

「つまり、『分裂させた物は一定の時間内に元の状態に戻さなきゃいけない』ってこと。そうしないと二つとも消える。栞も見たことがあるだろ？」

「……あ」

　と、栞は思い出した。巧が現実世界で初めて『分裂の力』を使ったのは、学校の授業中だった。その時、分裂させたのはシャープペンシルで、それは光の粒りゆう子しとなって消滅したのだ。

「物によって個体差はあるけど、紙し幣へいの場合は三十分ぐらいで、人間の場合だと四時間ってとこだな」

「人間の場合って、自分で試したの？」

「他にいないだろ」

「もし戻れなかったりしたらどうするのよ？」

「そんなヘマはしねーよ」

「そうかもしれないけど……」

「ま、時間制限がなかったとしても、こんな力に頼るつもりはねぇけどな。人間、楽して儲もうけようとしちゃイカンよ。お金はちゃんと働いて稼がなきゃ」

「あっ、私は別に楽をしようとか儲けようとか思ったわけじゃなくて――」

「わかってるよ。んで、仲間探しの方法はなにか閃ひらめいたか？」

「そっちは全然考えてなかった」

「………」

　こうも素直に言われると怒るに怒れない。なにより巧自身も妙案は浮かんでいない。

「しょーがねぇ、二人で行こう。ここでウダウダ悩んでても始まらねーしな」

「うん」

　仲間探しに見切りをつけた二人がベンチから立ち上がった時――

「ボクも行く～」

　と、陽気な声が背後から聞こえた。

「「！」」

　二人が咄とつ嗟さに振り返ると、そこには小さな男の子が立っていた。

　ぶかぶかの三角帽子に裾すその長いローブという、いかにも「魔法使い」といった出で立ちをしていて、円らな瞳ひとみや赤みがかった頬ほおが少年っぽさを際だたせている。

　この玉のように可愛い少年魔法使いを、二人はよく知っている。

「キッドくん！」

　栞しおりが少年の名を呼び、抱きつかんばかりの勢いで駆け寄った。

　が、それよりも早く。

「テメェ……っ」

　腰に差していた剣を抜き、巧たくみがキッドに斬きりかかった。

「うわわっ」

　キッドは怯おびえながら、しかし余裕の動きで剣をかわす。

「こ、怖いよ、タクミ様……」

「黙れ、クソガキ」

　巧はもう一度、斬りかかろうと腰を沈めたが、

「ちょ、ちょっと！　何やってるのよ！」

　事態の飲み込めない栞が、ドン、と巧を突き飛ばした。

　――そう。栞は知らないのだ。

　この少年魔法使いこそが別勢力の人間であることを。

　キッドを友達だと信じている栞に、巧は真実を告げることができなかった。それは巧の優しさであり、もう二度とキッドには会いたくない、という願いの表れでもあった。

「……冗談だよ」

　と、巧は渋々、剣を鞘さやに収める。今この瞬間も真実を隠すことを選んだ。

「冗談じゃ済まされないでしょ！」

「大丈夫だよ、シオリン。ボクとタクミ様の挨あい拶さつみたいなものだから」

「そ、そうなの？」

「……栞、悪いけどちょっと外してくれ。男同士で話したいことがあるんだ」

　栞の返事を待たず、巧とキッドは数メートル先に移動した。そして小声で話す。

「どーゆーつもりだ、小僧」

「困ってたみたいだからボクが仲間になってあげようかな～と思って」

「ふざけんな。誰だれがテメェなんか――」

「じゃあシオリンと二人で行く」

「……っ！」

　キッドは懐にすっと手を忍ばせた。巧たくみも体面上、剣の柄を握ったが、それを抜くことはできない。可愛い容よう貌ぼうとは裏腹に、プレイヤーとしてのキッドの実力は巧を数段も上回るのだ。

「冗談だよ～。そんなにビビらないで。ボクたち友達でしょ？」

「くそ……目的はなんだ？　また勧誘とかなら答えは変わんねぇぞ」

「ちがうちがう。純粋にクエストをクリアしたいんだよ。ボクたちのチームからも何人か挑戦したんだけどね、みんな失敗しちゃったの。で、ボクの番ってことになったんだけど、ボク一人じゃ厳しそうだからタクミ様のお力をお借りしよ～と思って」

「……クエストの内容を知ってるのか？」

「ある程度はね。『そっち』と違ってボクらは情報を共有するから」

「どんな内容だ？」

「一緒に行くなら教えてあげる」

「教わらなくても行けばわかる」

「さっすがタクミ様、簡単にはのってこないね～」

　幼い頃ころから詐欺師に憧あこがれ、その手の映画を穴があくほど見てきた巧は、自然と駆け引き上手になっていた。ちょっとやそっとの誘い文句じゃ揺るがない。

「でも、仲間が欲しいのは本当でしょ？　しかもボクは回復系を得意とする『水魔法』の使い手。捨てるには惜しいと思うけどな～」

「調子にのるな。テメェの力を借りてまでクリアしたいとは思わねぇよ」

　これは嘘うそだ。是が非でもクリアをしたいし、何が起こるかわからない以上、回復魔法を使える人材は喉のどから手が出るほど欲しい。

　しかし、あえて強気に出ることでキッドからの譲歩案を誘ったのだ。そして、キッドもそれを承知の上で条件を提示してきた。

「じゃあ、タクミ様が知りたいことを一つだけ教えてあげる――ってのはどう？　今回のクエストに限ったことじゃなく、ボクが知っていることならな～んでもＯＫだよ？」

「……」

　巧も抜け目のない男だが、キッドも負けず劣おとらずの駆け引き上手だ。風ふう貌ぼうが幼い分だけキッドの方が知恵が回るようにも映る。

　果たして巧の心は大きく揺らいだ。なにせこの電脳世界には謎なぞが多い。いや、謎というのはやや語弊がある。正確には「巧の知らないこと」が多いのだ。

　キッドが属しているチームについても知らないことが多いし、この世界が『アズラ』と呼ばれる由縁や理由、それから黒いアイテム……と枚挙にいとまがない。

　これまで巧は不思議に思うことがあっても、あまり深くは考えずにいた。金さえもらえればそれでいい、というスタンスだ。

　だが、最近は悠長に構えていられなくもなっている。

　結局――

「……いいだろう。今回のクエストだけは一時休戦、そして共闘だ」

　と、キッドの提案にのることを決めた。栞しおりに異論はないだろう。

「そうこなくっちゃ」

「ただし、約束は守れよ。シラをきるよーなマネしやがったら、今度は栞の前でも斬きる」

　グッと眉まゆ根ねを寄せ、キッドを睨にらみつける。

「安心して。約束は守るよ」

　そこまで言って、キッドは突然、笑みを消した。

「ただし、妙なマネをしたら、今度はシオリンの前でもミンチにする」

「……っ」

　酷薄な表情から異様なまでの殺気が伝わってくる。巧たくみは唇を強く噛かむことで体の芯しんから沸き立つ震ふるえを誤魔化した。

　そしてまたキッドはあどけない笑顔に戻す。

「そんなに怖がらないでよ～。今はチームメイトなんだし、忘れてるかもしれないけど、ボクはタッチャンのファンなんだよ？」

「……その呼び方やめろ」

　手を組んだことを早くも後悔しながら、栞の元へと戻った。

　キッドと一緒に行くことを伝えると案の定、栞に異論はなく、「よかった」「嬉うれしい」とキッドの手を取って喜んだ。

「――ところで、男同士の話って何なの？」

「エロ本の隠し場所について」

「………最っ低」

　巧の腹に肘ひじ鉄てつを食らわせた栞は、キッドと仲良く中央ステージに上がり、もうちょっとマシな嘘うそをつけばよかった、と反省しながら巧もステージに上がる。

　すぐに三人の足下が白く発光し、その光が筒状になって体を包んだ――。



　三人が『広場』から転送された先は、前回のクエストで死闘の舞台となった『洋館』の前だ。今回の目的地の『洞どう窟くつ』は、洋館が建っている丘の目と鼻の先にある。

　当初の予定では一度、町に立ち寄って、アイテムを買うなどの準備をしてから来るつもりだったのだが、「その必要はない」とキッドが言い、金銭（ゲーム内での金）に余裕もなかったので、直接ここにやって来た。

「うぅ……ここに来ると嫌なこと思い出すなぁ……」

　先の戦い――担任教師が裏切り者だったことを思い出し、栞しおりの表情に影が差す。

「だよね～」

　と、キッドはどこまでも平然とした口調で栞に合わせる。さらに。

「そういえば、ディフってあれからどうなったの？」

「私も知らないの」

「ねえタクミ様、どうなったの～？」

「……知るか」

　こっちが聞きてーよ、と胸中で毒づいて巧たくみは歩き出した。栞とキッドも後に続く。

　一行は丘を降り、平地を歩くこと十分弱。早くも洞どう窟くつの入り口に到着した。山の斜面にまるで深海魚が口を開けているかのような大きな穴があいている。

「――で、どんな内容なんだ？」

　洞窟に入る前、巧がキッドに訊きいた。

　キッドは、ふふん、と小さく鼻で笑って、

「それを『質問』にする？　教えてあげてもいいけど」

「……そーだったな」

　巧はくしゃくしゃと頭を掻かき、洞窟へと歩を進めるしかなかった。



　洞窟内部は思いのほか整然としていた。足下には所々に水たまりがあったりして、舗装された道とまでは言えないが、土の壁には魔法によって火を灯された松明たいまつが等間隔で備え付けられてあり、暗くら闇やみとは無縁の状態になっている。

　加えて、一本道。

「迷宮」と銘打たれていた洞窟内は、さしずめ炭鉱内のトンネル――あるいはそれよりもシンプルな構造になっている。不安感や恐怖心を煽あおるような要素はどこにもなかった。

　それでも巧と栞は、奥に進むにつれて口数が減っていった。

（何が出てくる……？）

　と警戒を怠おこたらず、暑くもないのに額にはじんわりと汗が滲にじむ。

　やがて――

　三人は行き止まりにぶつかった。

「あれ？　道を間違えたのかな？」

　栞がきょろきょろと辺りを見回したり、少しだけ来た道を戻ったりしてみる。しかし、一本道である。間違えるような分岐点などない。

　巧は目で「どーいうことだ？」とキッドに問いかけ、

「ん」

　と、キッドが道を塞ふさいでいる壁を顎あごで指し示した。

「ん？」

　巧たくみが壁に近づき、注視する。

「……なんだこれ？」

　壁には横書きで文字が刻まれていたのだ。

　ただの文字ではない。

　きちんとした「文章」で、こう記されていた――



　問１

　次の文字はある規則性にそって並んでいる。□に入る文字を答えよ。

　ＳＭＴＷＴＦ□



「……え？　クイズ？」

　遅まきながら壁の文字に気づいた栞しおりが、ただえさえ大きな目を見開く。

　巧はゆるりと顎あごを撫なでた。

「なるほど……『キューブ』か」

　キッドは口元を緩めて小さく頷うなずいたが、栞は依然として要領を得ない。

「キューブ？？」

「そーゆー映画があるんだよ。ま、状況はさほど似てないし、あの映画はたしか高難度の数学問題だった気がするけど『問題を解とくことで先に進める』というシステムは同じ……だと思う」

「ボクもそう思う～」

　と、キッドは遠回しに巧の推測が正しいことを教えた。

「ええー……探索系って、こういうのもあるの？」

「オレも初めてのパターンだ。たしかに『迷宮』だな、これは」

　巧は試しに壁を軽く殴ってみた。当然、ビクともしない。おそらく三人がかりでも……いや、たとえドリルやショベルカーを持ってきても穴一つあけられないだろう。そういうプロテクトが施されている。

「ゴリ押しは通じない、か。他の連中が失敗したのも頷けるぜ」

「だ、だよね。いきなりこんな難しい問題――」

「いや。これは簡単だ」

「へ？」

　栞の声が可愛らしく裏返った。

「これは簡単だけど、この先は徐々に問題が難しくなるんだろう。そーなるとある意味、モンスターが出てくるよりも厄介だぞ……」

「キミ、答えわかったの？」

「うん」

「……キッドくんは？」

「あっ。ボクもわかった～」

「………」

「……栞しおり？」

「わ、わかってる！　すぐわかったよ！　すごい簡単だね！」

　栞の強がりが洞どう窟くつ内にこだました。

「そ、そっか……」

「さ、さすがだね、シオリン……」

　巧たくみとキッドはあえて触れないでおくことにした。

「ちち、ちなみに、キミたちは何だと思う？　一応、確認しておいた方がよくない？」

　巧とキッドはナイーブなところにはことさら触れず、

「「Ｓだよ」」

　と同時に答えた。

「………どうして？」

　栞の強がりは早くも限界を迎えた。

「曜日の頭文字だよ。日曜から始まって最後が土曜だから、SATURDAYのＳが答え」

　と、巧が解説をして、

「あ……あぁ、やっぱりね。私の答えと一緒で安心した」

　栞の強がりが二秒で復活。でも、コンマ五秒で撤回した。

「ごめん。嘘うそ。私、全然わからなかったよ……」

「うん。知ってる」

「素直になってくれてありがと、シオリン。いつまで付き合わなきゃいけないのかなって正直、不安だったんだ」

　巧はまだしも、キッドもけっこう容よう赦しやがない。

「はぁ……私、今回のクエストに向いてないみたいだね……」

　電脳世界での栞は、類い希な戦闘能力を持つ戦士である。前回のクエストで、巧が手も足も出なかったディフを――巧の考えた策が功を奏したとはいえ――パンチ一発で沈めたほどだ。経験を積んで装備が充実すれば間違いなく電脳世界最強になる、と巧もキッドも確信している。

　だが、未来の最強戦士もどうやら頭脳戦には不向きらしい。

「ま、解とけたんだからいいじゃねぇか」

「そうだけどさ、でもさ、なんかさぁ……」

「んで、これから先はどーすれば……」

　いいんだ？　という言葉を飲み込み、キッドに目で問いかける。

「あれは何かな～？」

　キッドが白々しく壁の右側を指さす。そこには土で出来た像があった。巧たくみの身長と同じぐらいの大きさで、優しい表情をした女性像である。

　巧はその像に近づき、触れてみた。

　すると、ピピッ、という音が鳴り、

《プレイヤーデータ認識中……》

　という女性の声が像の内部から聞こえ、次いで、

《問１の答えを口頭で述べよ》

　と聞こえてきた。

　やや戸惑いながらも巧がその指示に従い、答えを口にする。

「Ｓ」

　数秒の沈黙が流れ……

《正解》

　抑揚のない電子音が女性像の内部から聞こえて、それと同時に、ゴゴゴゴゴゴ、と音を立てて、道を塞ふさいでいた壁が崩れた。

　崩れた壁の先には、これまでとまったく同じ一本道が続いている。

「こーやって最深部まで進んでいけばいいんだな」

　この洞どう窟くつのシステムを再確認してから、巧が歩き出す。

「楽勝、楽勝～♪」

　キッドがぴょこぴょこと跳はねるような足取りで巧の隣に並び、

「うぅ……わ、私って、バカ、なの……？」

　ブツブツと呟つぶやく栞しおりが重い足取りで最後尾を歩く。そんな栞を横目に見ながら、キッドが巧に小声で話しかけた。

「やっぱりタクミ様に頼って正解だったよ。ボクとシオリンだけじゃクリアできなさそうだもん」

「浮かれんな。まだ一問解といただけだろ」

「でも、こういうの得意でしょ？」

「……苦手じゃないな」

　ぶっきらぼうに言う巧だが、言下には隠しきれない高揚があり、

「ガキの頃ころ、こーゆークイズが好きでさ、本とかテレビとか夢中になって観たり読んだりしたんだよ」

　と、聞かれてもいないことまで語り出す。

　巧たくみは栞しおりと違い、この世界では自他共に認める最弱の戦士なのだ。圧倒的に不足している腕力を知略で補う、というのが巧の電脳世界での生き方であり、それでもできることなら『討伐系』のクエストは受けたくないというのが本音だ。

　しかし今は、腕力ではなく単純な知力だけを求められている。自分は頭が良い、などと驕おごる気持ちはないが、これならば、と意気込むのは無理のないことだった。

「――でもまあ、まだ一問目だ。この先もすんなり行けるとは思えない。だから油断するなよ」

　と、己を諫いさめるように言う。

「りょ～かい」

「それから……」

　巧はちらりと振り返り、まだブツブツ言っている栞を見る。

「オレのパートナーを甘く見んな。いまはあんな感じだけど、アイツはオレたちの想像もつかないことをやってのけるヤツだぞ」

　キッドも振り返り、落ち込む栞に微笑んでから、その笑みを冷やして巧に向けた。

「知ってるよ。シオリンはいずれ、ボクのパートナーになる人だからね」

「……フン」

　鼻を鳴らして、巧は会話を打ち切った。



    

  
    
      



    

  
    
      　そこからは無言で（約一名、独り言は言ってる）三人が一本道を歩く。

　モンスターが出現することもなければ、トラップが待ち構えているわけでもない。ぼんやりとした松明たいまつの灯りが照らす道をひたすら歩く。

　そうして次の行き止まりにぶつかったのは、最初の問題を答えてから数十分が経過していた時だった。

　道を塞ふさぐ壁には例によって問題が記されていた――



　問２

　ここに三人の占い師がいます。

Ａ「私の占いは20％しか当たりません」

Ｂ「私の占いはちょうど半分の確率で的中します」

Ｃ「私の占いの的中率は70％を誇ります」

　さて、誰だれに占ってもらうのが一番良いでしょう？



「……あれ？　今度はすっごく簡単だ」

　と、栞しおりはこれまで危ないぐらいに暗かった顔をパッと輝かせた。瞳ひとみの色もダークブルーから澄みきったコバルトブルーになっているような気がしないでもない。

「おう。簡単だな」

「やったね、シオリン。やれば出来る子だと信じてたよ～」

　巧たくみとキッドもどこかホッとした様子で相づちを打った。

「へへへ。ほ、本当はさっきの問題もわかってたんだけどねっ」

　栞さん、強がりも復活。

「んじゃ、早速」

　巧が壁の横に立っている女性像に触れた。ピピッ、という音とプレイヤーデータ認識のアナウンスが流れ、

《問２の答えを口頭で述べよ》

　女性像がお決まりの文言を喋しやべった。

　そして、巧が上向きの唇を開き、答えを言い出す直前。

「Ｃだよね？」

　と、栞が言った。

　本人的にはキッドに確認しただけなのだが、理由はどうあれ、解答者の巧より先に声を出しちゃったのである。

「え!?」

　巧が驚き、

「え!?」

　キッドも驚き、

「……え？」

　栞しおりはなぜ二人が驚くのかわからなかった。

　とっても微妙な空気と沈黙が流れて………

《不正解》

　女性像の出す電子音が洞どう窟くつ内に寂しく響き渡る。

「ええーっ!?　どうして？　Ｃでしょ？」

　プチパニックに陥る栞の側で、巧たくみは頭を抱えてしゃがみ込んだ。

「マジかよ……」

「さ、さすがシオリン、想像を超えてくれるね……」

　キッドも笑えなかった。

　栞は二人の顔がなぜ引きつっているのか、まだわからない。

「ねえ、この像が間違えてるんじゃない？　あ、ひょっとしたら、実は正解ですみたいなサプライズ展開が――」

「ビックサプライズはお前だ！」

　立ち上がった巧が栞に詰め寄って声をからす。

「なんでオレより先に喋しやべったんだよ！　つーか、なんで間違えるんだよ？　すっごく簡単だって言ってたじゃん！　すごくじゃなくてすっごくだったじゃん！」

「ほ、本当にそう思ったんだもん！」

「問題をよく見ろよ！　答えはＡだろ？　それ以外にありえないだろ？」

　栞は問題をよく見てみた。

「……………あ」

　20％しか当たらないということは、80％は外れるということ。だからＡの占い師が言うことの逆を信じれば……という論理法である。

　もう正解にも己の過ちにも気づいた栞だったが、耳元でギャーギャーと怒鳴られると、むくむくと負けず嫌いの性しよう分ぶんが顔を出してくる。

「……私、占いとか信じないタイプだからなぁ」

「関係ねぇ！」

「そ、そもそも、占い師って存在自体が怪しいのよねっ」

「はああ？　なんだその言いがかり？」

「まあまあタクミ様、そんなに怒らなくても――」

　と、キッドが仲ちゆう裁さいに入った時。

　ゴゴゴゴゴゴ！

　地響きが腹の底にまで伝わってきた。

「「「ん？」」」

　三人が同時に壁を見る。

　が、先ほどのように壁は崩れていなかった。相変わらず道を塞ふさいだままである。

　音の正体に真っ先に気づいたのはキッドだった。

「――シオリン、後ろ！」

　叫びながら、キッドが栞しおりを蹴け飛とばした。蹴り飛ばされた栞の頬ほおを、ビュン、と何者かの腕がかすめていく。

　栞に殴りかかったのは、いつの間にか壁の横から三人の背後に移動していた女性像だ。女神のように優しかったその表情が、今や阿あ修しゆ羅ら像のごとく憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいる。

「不正解の罰ってことか？」

「みたいだね～」

　軽口を叩たたきながら、巧たくみとキッドは地を蹴った。巧は剣を横よこ薙なぎに払い、キッドが懐から出した杖つえで水の弾丸を放つ。

　剣けん戟げきと魔法攻撃は同時に女性像に当たった。

　が、しかし。

《愚者には死を！》

　幾分か人間味の増した電子音を発し、二人の攻撃を意にも介さず、女性像が再び殴りかかってきた。拳こぶしが空気を切り裂き、まずは近接距離にいた巧を襲う。

　ゴスン。

　鈍い打撃音。左手の盾でどうにか防いだ巧だったが、そのまま腕を振り切られ、後方に大きく弾はじき飛ばされた。

「うおっ……」

　ギリギリ壁への衝突は免れたが、盾が粉々に砕けていた。

　女性像はすぐに標的をキッドへと移し、殴りかかる。

　キッドは体の周囲に水のカーテンを張って、女性像の拳を防いだ。が、拳はカーテンを突き抜けてキッドの脇わき腹ばらにめり込む。

「うわわっ」

　巧と同様、後方に弾き飛ばされながらもキッドの口ぶりにはまだ余裕がある。しかし、それもいつものような笑顔混じりではない。

　――強い！

　プレイヤー歴の長い二人はその経験から、女性像がかなり強敵であると瞬時に理解した。

　まだプレイヤー歴が浅く、この危機的状況を招いた張本人はというと――

「やあああああ！」

　キッドが吹き飛ばされた直後に走り出し、次の瞬間には女性像の懐に潜り込んでいた。

　そして。

「んんっ！」

　と、伸び上がって、女性像の顎あごに凶悪なアッパーカットをブチ込んだ！

《○△？×□！》

　女性像が解読不能な電子音を発した時にはもう、頭が首から離れていた。グロテスクな状態になった像は、すぐに光の粒りゆう子しとなって消滅。

　それからまた、ゴゴゴゴ、と地響きがして、道を塞ふさいでいた壁が崩れた。

　先にあるのは一本道である。

「………」

「………」

　巧たくみとキッドは唖あ然ぜんとして声も出せない。彼らが出せずにいる言葉は、

　――強い。

　そのひと言だ。モンスターと化した女性像にも同じことを感じたが、その衝撃と驚きよう愕がくは倍以上。強すぎる、という表現ですら陳腐に思えてくる。

（しかも、またパンチ一発かよ……）

　という感想も、巧は声に出せない。ディフと比べれば女性像の強さは劣おとるが、それでも一撃で打倒できるようなザコモンスターではない。このパターンからクエストを失敗したプレイヤーは少なからずいるだろう。

　巧は「プレイヤー・シオリ」の評価を改めた。

　戦闘経験が浅く初期レベルの装備でしかない現時点でも最強クラスだ、と。これ以上の進化や成長は、逆に想像できない。だけど、栞しおりにはまだ伸びしろが充分にある。

（………）

　頼もしさよりも不安を感じてしまい、巧は苦い表情になった。隣に立っているキッドも珍しく眉まゆをひそめているが、何を感じているのかまでは、巧にはわからない。

　そんな二人とは対照的に、栞は晴れやかな表情で二人の方へ向き直り、誇らしげに胸を張った。ぷるん、という胸当ての内側の揺れまでも得意げだ。

「クイズを間違えても、こうやって敵を倒せば先に進めるみたいだね」

「う、うーん……」

「そう、なの、かな……」

　首をひねる巧とキッド。しかしながら、道が開けたことは事実である。

「絶対そうだよ。あー良かった。私のせいで変なことにならなくて」

「いや、変なことにはなっ――」

「何？」

「……なんでもないっす」

　思わず敬語になってしまった巧たくみを先頭にして、三人は再び一本道を歩き出した。

（こんな都合のいい話があるか？）

　将来的な不安ではなく、現状への疑問が巧の脳裏をかすめる。

　だが、洞どう窟くつ内に変化はない。女性像の仲間とかが追いかけてくることもなければ、火が消えてしまうといったペナルティを与えられるわけでもない。

　これまでと変わらず、退屈な一本道が延々と続く。

「考えても仕方ないよ」

　と、巧の考えを見抜いているかのようにキッドが言い、巧も今ばかりは「そうだな」と素直に頷うなずいた。

　やがて、三人の前に現れたのは行き止まりではなく、エメラルドグリーンの輝きを放つ光の渦だった。

「なにこれ？　ワープホール？」

　栞しおりが問いかける。

　プレイヤーがエリア間を移動する際、ワープホールと呼ばれる光の渦を使う。その渦に身を投じれば移動できるという仕組みである。

　しかし、ワープホールは白色なのだ。緑色ではない。

　栞の質問にはキッドが答えた。

「これは『セーブホール』だよ。これまでのクエストの進行状況を記録セーブして、現実世界に戻れるの」

「へぇ、便利なものがあるんだね」

「今回みたいな『探索系』クエストだと珍しくもないよ」

　キッドの解説を聞き流しながら、巧は道の先を見つめた。次の問題はまだまだ先にありそうだ。次のセーブホールがどこにあるかもわからない。

「今日はここまでにしとこう」

「そうだね」

　キッドはあっさりと首肯した。

「続きはいつにする？」

「明日……いや、明後日だな。現実世界の明後日午後六時に『広場』で待ち合わせよう」

「らじゃ～」

　栞に「またね～」と手を振りながら、キッドはセーブホールに身を投じ、現実世界へと戻っていった。

「んじゃ、オレたちも帰ろうぜ」

「うん」

　栞しおりがセーブホールに飛び込む。

　最後になった巧たくみは、もう一度、道の先を見据えた。

「絶対なにかあるよなぁ……」

　どうしても不安が拭ぬぐえない。

　そして、この不安は的中する。

　巧たち三人が再び洞どう窟くつを訪れた時、このクエストの「厄介さ」を痛感するのだ。



    

  
    
      

二章　誰だれ？





　巧と栞が現実世界に戻ったのは、午後八時を回った頃ころだった。二人はすぐに会社を出て帰路に就いた。埋め立て地からモノレールに乗り、途中で私鉄に乗り換えて最寄り駅までおよそ五十分ほどかかる。

　駅からアパートまでは徒歩で十分もかからないのだが、二人はほんの少し遠回りをして商店街に立ち寄った。リーズナブルな専門店が建ち並ぶこの商店街は、桃もも井い家けと立たち花ばな家けの御用達で、両家の生活を大いに支えている。

　まず本屋に向かい、

「予習しておく方がいいだろ」

　との理由で、巧が「クイズ本」を数冊購入した。それはもっともだ、と思った栞だが、

「私、本を読むと眠たくなっちゃうんだよね」

　という理由から購入を控えた。

　本屋の次は弁当屋。今日の仕事で給料がもらえず「今夜はハンバーグな」という約束を守れないので、同じく好物である刺身でも買ってヒナのご機嫌を伺おうと思っていたのだが、時間も時間なのでほとんどの店が閉まっており、弁当屋のハンバーグ弁当という裏技を使った。栞しおりは約束をしていなかったけど、なんとなく同じ物を購入した。

　そうして二人は商店街を抜け、人通りの少なくなったアパートまでの道を歩く。

「あー……ヒナ、これじゃ納得しないだろうな……」

「仕方ないよ。ヒナちゃんもそこまでワガママ言わないと思うけど？」

「いいや、百％言う。二百％拗すねる。ごねる。でもって無茶な要求をしてくる」

「たとえば？」

「一緒に寝ろ、とか、ごめんなさいのチューをしろ、とか」

「……そう言われてキミはどうするの？」

「チューは全力で拒否する」

「一緒には寝るんだ……」

　栞は「はぁ………」と色んな意味でため息を吐いた。ありそうで意外とない二人きりの時間なのに、巧たくみの口から出てくるのは、

（ヒナヒナヒナヒナばっかり……）

　ある程度は承知の上だけど、少しぐらいは自分の話もしてほしい。ヒナヒナヒナ栞ヒナヒナ栞……ぐらいの割合でいいから、してほしい。

（頑張ったのになぁ……。こういうの好きじゃないのかなぁ……）

　栞はしょんぼりと肩を落として、ワンピースの裾すそをキュッと掴つかんだ。

　そんな乙女心に気づきもせず、巧はクイズ本を取り出して読みはじめた。「なるほどな、こーゆーことか」などと暢のん気きに笑ったりしている。

　このままでは永遠に自分の名前など出てこない、と悟った栞は、

「ね、ねえ、このワンピースどうかな？」

　頑張って訊きいてみた。巧が本から栞のワンピースへと視線を移す。

「似合ってるよ。栞はスタイルがいいから、なにを着ても似合うよな」

「え、ええっ、そんなことないよ。やだなぁもう。桃もも井いくんってば、お上手ねぇ」

　期待以上の褒め言葉に狼ろう狽ばいした栞が、掴んでいたワンピースの裾をバタバタとさせる。下手すれば下着が見えてしまいそうなのだが、今ならいいかな、ぐらいの心境である。

　だが、巧はせっかくのチャンスをものにしようともせず、すぐに前に向き直って、

「ヒナはチビだし足も短いからさ、そこまで綺き麗れいに着こなせないよ、きっと」

「……また出た」

　栞の手がワンピースからすっと離れた。サービスタイム終了。

「出た？　なにが？」

「何でもないっ」

　いつもならここでぷいっと早歩きになったりするのだが、

（まあ、いいか）

　百点ではないけど及第点かな、とちょっと上から目線で思い直し、鈍い男を許すことにした。なんだかんだで気分は良かった。

「ところで、キミはいつまでその格好を続けるつもりなの？」

「オレだって許されるのなら今すぐにでも脱ぎてぇよ、こんな激ダサＴシャツ」

「でもさ、これからもっと暑くなるんだし、大きめの半はん袖そでとかを買ったら？」

「ムリだよ。桃もも井い家けの財布はヒナが握ってるんだ」

「キミが握らせてるんでしょ？」

「若いうちから経済観念を磨いておかないと困った大人になるからな」

「ちっとも磨かれてないと思う」

「……んまあ、いいんだよ。オレが我慢すればいいだけの話だ」

　見栄や恩着せがましさなど欠片もなく、ありのままの本心をさらっと言う。あまりにも軽く言われるので、栞しおりは逆に心配になってしまう。

「我慢なんてしなくてもいいじゃない。タトゥーのことだけじゃなく、仕事のことも隠さずに話せば？　私が口を滑らせちゃってバレるようなことになったらヒナちゃん激怒するだろうけど、キミの口から言えば絶対わかってくれるよ」

「わかってくれなくていいんだよ」

「え？」

　巧たくみは不意に立ち止まって栞を見つめ、軽かった声の調子も落とした。

「オレたちがやっている仕事はまともじゃない。短期間で数百万もの大金を稼げるけど、その代償として、知らない間にタトゥー彫られてたり、得体の知れない能力が身についていたり……どう考えてもまともじゃない。そうだろ？」

「う、うん……」

「そんなことに妹を関わらせたくない。まともじゃない世界なんて一生、知らなくていい。オレはもうどっぷり漬かっちまってるけど、ヒナにはまともな世界でごくごく普通に生きてほしいんだ」

「……」

「栞がうっかり口を滑らせちゃってバレるのは、いい。それは仕方ない。だけど、オレの口からは絶対に言わない。タトゥーとか入っちゃう前から、そう決めていたんだ」

「そう、なんだ……」

「そうなんだよ――って、真面目に語らせんなよっ」

　軽い口調に戻し、気恥ずかしそうに顔を背けて巧は再び歩きだす。栞は苦笑してから、小走りで巧の横に並んだ。

「私たちもなるべく早く、まともな世界に戻ろうねっ」

　と、笑顔で言われ、巧たくみはまたまた気恥ずかしそうに顔を背けてから頷うなずく。

「……ああ。そのためにも、まずは今回のクエストを頑張ろうぜ」

「うんっ」

「とゆーわけで、栞しおりも読め」

　巧がクイズ本を一冊、差し出した。途端、栞の笑顔が引きつり、すっ、と本を押し戻す。

「……遠慮します」

「勉強しろって」

「だ、大丈夫だよ。信じないかもしれないけど、学校の勉強は得意なんだよ？　この前の中間試験も手応えバッチリだったし」

「……」

「うわぁ、本気で信じてないね……。まあいいけどさ、私に勉強させるよりもまずはキミたち兄妹が無駄遣いを控えるのが先だと思うよ。私なんて家具や家電は全部、リサイクルショップで買ってるし、日用品もなるべくタイムセールの時に――」

「なんかケチくせぇなあ」

「ケチじゃなきゃダメなの！　なんなら私が桃もも井い家けの財布を預かろうか？」

「……遠慮します」

　そうこうしている間にアパートが見えてきた。やっぱり終始「ヒナ話」になってしまったけれど、栞は二人きりの時間をそれなりに満喫できた。

　部屋に帰った巧がヒナにハンバーグ弁当を見せると、予想通り、

「いやああっ！　これじゃなーい！」

　と怒り、ごねて、拗すねて、最終的に、

「罰として朝までヒナを抱きしめるの刑ねっ」

　という予想以上の要求をしてきた。

　そこから恒例の兄妹ゲンカが始まり、隣の部屋から仲ちゆう裁さい役が参加して、泥仕合になって、おんぼろアパートは夜中まで騒がしかった。



　だから――というわけではないが。

　巧もヒナも栞も、アパートの外にいる男の存在にまたしても気がつかなかった。

　その男は、浅黒い肌を闇やみ夜よに隠し、

「栞……」

　と呟つぶやいては、唇を横に広げていた。



　翌朝。

　太陽が東の空からようやく体半分ほど出した午前六時過ぎ、ヒナは目を覚ました。学校へは歩いて三十分ほどなので起きるには少し早いのだが、どれだけ遅くに寝ても、大体はこれぐらいの時間に目が覚めてしまう。足りない睡眠時間は授業中に大きなイビキをかくことで補っている。

　ヒナはすくっと起き上がり、布団を押し入れに仕舞ってから、まだ寝ている巧たくみの枕まくら元もとに座り、

「はぁぁ……超カッコイイ……」

　と、兄の寝顔を鑑賞して酔いしれる。これがヒナの日課である。日によっては巧の布団に潜り込んだりもするのだが、今日の寝顔から判断すると、すぐ気づかれて追い出されるだろうからやめておく。

　十五分ほどたっぷりと幸せ気分を堪能して、ヒナは台所に向かう。朝ご飯の支度も日課でありヒナの仕事だ。パンをオーブントースターに入れてタイマーをセットして仕事完了。いつもはご飯やみそ汁をつくるし、お金に余裕のある時は尾お頭かしら付きの鯛たいも焼く。しかし、今は懐事情が寂しいので仕方ない。

　朝食ができあがるまでの時間を利用して、顔を洗う。服はまだ着替えない。着替えは、巧くんが起きてから目の前で、と決めている。もっとも巧は洗面所に隠れて着替えを見てくれないのだが、そういうところも可愛いから許す。

　一連の日課をこなしたヒナは、

「………ひま」

　になった。

　となると――

「巧くん、遊ぼっ！」

　になる。当然、なってしまう。びょん、とダイブをして、ボフン、と布団の上から巧に抱きつく。抱きつかれた巧は、

「ぐふぉっ」

　と、なる。当然、なってしまう。それでもお構いなしでヒナが巧の体を揺する。

「ねえねえっ、遊ぼっ！」

「絶対やだ……てか、いま何時だよ？」

「朝！」

「いや、時間を……」

「もう朝だよ、起きて！　ご飯もできてるよっ」

　それは事実なので「……しょーがねぇな」と体を起こそうとするのだが、朝の弱い巧は動きが鈍い。瞼まぶたもなかなか開けられない。

「ねえってば～。起きてよぅ」

「ん……」

　激しく揺すっても起きないので、ヒナは布団の中に潜り込んだ。これはこれで悪くない展開である。横向きの巧たくみに後ろから両手を回して、頬ほおを背中にこすりつける。

　だが。

「くさっ！」

　叫んで、顔を離した。この部屋――このアパートには風ふ呂ろがない。いつも近所の銭せん湯とうを利用しているのだが、昨晩は帰ってくるのが遅かったしゴタゴタしていたので巧は風呂に入っていない。それはヒナも同じなのだが、ロングＴシャツの影響で毎日汗だくになっている巧は――あのヒナが抱擁を拒否するぐらい――汗臭かった。

「巧くん、くさいから起きて」

　かつてない斬ざん新しんな起こし文句を浴びて、巧はのっそり瞼まぶたを開けた。

「しょーがねぇだろ。今日の夜はちゃんと銭湯に行くから」

「ダメだよ、それじゃ夜までヒナは抱きつけないもん」

「夜からもダメだけどな」

「今からお風呂に行こっ」

「やだよ、面倒くせぇ……」

「ダーメ！　ほら、起きて用意して！」

「わかったよ……」

　巧は渋々、了承した。時間はまだ朝七時にもなっていない。銭湯に行くぐらいの余裕はある。それにハンバーグの件で多少の負い目も感じていた。

　というわけで、銭湯に行くことが決定。

　アパートから歩いて五分という近い場所に銭湯はある。桃もも井い兄妹も栞しおりもほぼ毎日ここを利用しているが、三人が一緒に来ることはない。偶然に出くわしたことも一度しかない。

　が、図らずも二度目の偶然が起きてしまった。

　といっても、遠くから桃井兄妹が歩いてくるのを見た――上下ジャージにちょんまげ頭という普段着の――栞が、巧に醜態をさらす前に音速で銭湯に駆け込み、ヒナとしか出会わなかったのだが。

　栞と出会ってしまったヒナはもちろん喜びはしないが、だからといって怒ったり皮肉を言ったりもしない。女風呂の脱衣所でポポポーンと鮮やかに服を脱ぎ、

「む」

　と、小難しい顔で唸うなりながら脱衣途中の栞をジーッと見つめる。

「そ、そんなに見ないでくれる？　今日はもう胸とか足とか言うのもなしだからね」

「えいっ」

「うひゃっ」

　ヒナが栞しおりの胸を両手で鷲わし掴づかみにした。すぐに手を放し、自分の胸にあてがう。

「むぅ……やはり、ささやか」

「ほ、ほっといてよ！」

　さすがに怒った栞がぷいっと顔を背けて浴室に入る。それでもヒナは悪びれた素振りもなく「むう～」と唸うなっては何かを思案している様子。体を洗い終えて、二人一緒に湯船につかっても、ヒナは唸り声を繰り返して自分の胸をむにゅむにゅとさわったりしている。

「……ヒナちゃん、どうしたの？　何か悩みごとでもあるの？」

「巧たくみくん、大きなおっぱい嫌いなのかなぁ」

「そ、そんなことか……」

　脱力する栞だったが、昨日、同じようなことを（ここまで過激ではないにしても）考えていたので、瞬く間に感化された。

「立たち花ばなさん的ささやかな胸が好きなのかなあ？　それとも足なのかなあ？　ヒナみたいなチビには興味をもてないのかな……」

「そんなことないんじゃない？」

「じゃあ、どんなのが好きなの？」

「わ、私に訊きかれても……うーん……押し入れの奥の本にはどんな人が載ってたの？」

「すらっとしてボンキュッボンな人ばっかり」



    

  
    
      



    

  
    
      「そう……」

「うん……」

「……」

「……」

「そ、そういう人は好きじゃないと思うな」

「だ、だよね。ヒナもそう思う」

　都合の悪い可能性はとりあえず潰つぶした。ややあって栞しおりが別の可能性を閃ひらめく。

「あっ……もしかして……」

「なあに？」

「逆に色気のない人が好きなんじゃない？」

「それ立たち花ばなさんじゃん」

「私よりもだよ。出るところが全然出てなくて、ヒナちゃんよりも小さくて幼くて……」

「つまり、ロリコンってこと？」

「そう！」

「むうう。それはヒナでも思いつかなかったけど、あるいは……」

「盲点だったよね……」

　二人は同時に自分の体を眺めた。そして、気づいた。

　成長はできるかもしれないけど退化はできない、という重大な事実に。

「そ、そんなわけないよ、巧たくみくんはノーマルだよっ」

「そ、そうだよね、シスコンにロリコンが加わったら犯罪だもんねっ」

　不都合なものは握り潰す。だが、それで悩みが解消されるわけではない。

「じゃあ、何だろう？」

「うーん……桃もも井いくん、外見にはあまりこだわりがないのかもね」

「つまり、中身ってこと？」

「うん」

「それならヒナは完かん璧ぺきだ」

「そんなことないよ。ヒナちゃん、ワガママだもん」

「むぅ……」

「まあ私は完璧だけど」

「そんなことないよ。だって立花さん、バカだもん」

「ち、違うわよっ」

「バカは言い過ぎだけどさ、ちょっと抜けているのは隠しきれないよ」

「うぅ……」

　いつもならここから罵ののしり合いが激化するところだが、二人のテンションは上がらない。

「……」

「……」

「な、中身は関係ないんじゃないかな。巧たくみくんはあきらかに見た目重視だよ」

「だ、だよね。桃もも井いくん、面食いだもんね」

「じゃあ、何だろう？」

「うーん……」

　こうして珍しく仲の良い二人によるガールズトークは二時間以上も続き、先に風ふ呂ろからあがっていた巧は（女風呂まで呼びに行くわけにもいかないので）待ちぼうけを食らい、クイズ本を読みながらコーヒー牛乳を四本も飲んだ。

　桃井兄妹＆立たち花ばな栞しおり、遅刻決定。



　二時間目開始直前に高校に着いた三人には、当然ながら教諭からの説教が待っていた。だが、栞にはそれ以上に恐ろしいものが待ち構えていた。

　中間試験の答案用紙が返却されたのである。

「はううっ」

　と、栞は答案用紙に記されていた点数を見て、奇妙な嘆き声を発した。けっこう大きな声で。授業中に。それぐらいの点数だった。

「……栞？　どーした？」

　隣の席に座っている巧が、授業中なので小声で訊たずねる。

「ううん、何でもないよ。はううって言いたい気分だったの」

「そ、そっか。まあ、そーゆー時もあるよな……」

　巧はなんとなく事情を察し、そっとしておくことにした。栞は授業なんぞそっちのけでバタンと机の上に突っ伏す。

（わ、私って、やっぱりバカなのかな……）

　ゲームと現実、両方の世界で立て続けに悲しい事実を突きつけられると、いよいよ認めざるを得ない。栞の名誉のために補足すると、ここ私立青せい嵐らん学がく園えんは県下でも有数の進学校であり、栞の成績は学年で中の下といった順位なので、そこまで悲観するほどではない。

　……まあ、決して良い成績とは言えないのだが。

「えーっと……立たち川かわさん」

　休み時間、クラスメイトの男子に声をかけられ、栞は机に突っ伏していた顔を上げた。

「は、はい……って、立花ですけど」

「あーそうだった」

　男子が、くいっ、とメガネを上げながら言う。話すのはこれが初めてだが、その秀麗な顔立ちは転校初日から覚えていた。

「えーっと、たしか……」

　顔は覚えているけど、名前が出てこない。男子はもう一度、メガネを上げて自己紹介をした。

「日くさ下か部べ尚なお之ゆきだ」

　ルックス、頭脳、運動神経と三さん拍びよう子し揃そろった学園のアイドルであり、巧たくみの親友でもある。やけに慇いん懃ぎんな話し方も彼の場合は厭いや味みに感じない。

「あーそうだった。ごめんね。私、人の名前を覚えるの苦手で」

「構わないよ。僕も姉さん以外の女性の名前は覚えられないからね」

「そう、なんだ……」

　あれ？　ちょっと変な人？　と思ったけど、栞しおりは流した。

「で、何かな？」

「授業中に『はううっ』と叫んでいたけど、何かあったのかい？」

「………」

　栞はもう一度、机に突っ伏して羞しゆう恥ちで赤く染まった顔を隠す。

「おい尚之、そこは繊細なところだ。触れんじゃねぇ」

　と、巧が下手なフォロー。

「そのようだね」

「つーか、栞をからかうために来たんじゃねーだろ？　なんか用か？」

「用というほどでもないが、いくつか聞きたいことがあってね」

「なんだよ？」

　尚之がくいっとメガネを上げて、巧の顔と栞の後頭部を交互に見やり、

「君たちが付き合っているというのは本当なのか？」

「ええっ、何それ？」

　ガバッと顔を上げ、栞が心なしか弾はずんだ声で聞き返す。

「もっぱらの噂うわさだ」

「そ、そんな、私たちはそういう関係じゃないよぉ。やだなぁもう」

　栞は、ものすごく満更でもない様子でぬるい否定をしたが、

「付き合ってるわけねぇだろ」

　と巧が斬きり捨てたので、栞の片かた眉まゆがピクッと上がった。そこまでハッキリとした言い方しなくてもいいじゃない的な角度である。

「でも、君たちはいつも一緒にいるじゃないか？」

「うん。そうだね。私と桃もも井いくんはいっつも一緒にいるね。それはもう浅はかならぬ関係だと勘違いされても仕方ないほど一緒にいるね」

　と、栞が嬉うれしそうに認めるも、

「そりゃ家が隣だし、栞しおりに友達がいないからだよ」

　巧たくみが一刀両断にしたので、栞の片かた眉まゆがビキビキッと上がった。確かにそのとおりだけど言う必要ないよね的な角度である。それをそのまま言おうとしたが、

「職場も同じなんだろう？」

　と、なにやらしたり顔の尚なお之ゆきに先を越され、栞の眉が急速に下がった。

「え……仕事のこと、何で知ってるの？」

「君のことは姉さんから色々と聞いてるよ」

「姉さん？」

「日くさ下か部べ小こ町まち」

　日下部尚之は、日下部小町の弟である。

「へぇ、知らなかった。小町さんの弟なんだ……どうりで綺き麗れいな顔してるわけだね」

　栞が素直すぎるほどの感想を述べても、尚之は謙けん遜そんもしない。

「僕は世界で一番美しい女性の弟だからね。顔立ちが整っているのは当然だよ」

「……そ、そっか」

　この人は隣に住むパンダ顔の女の子と同じ趣向を持っているんだな、と栞は理解した。幸か不幸か、最近はこのタイプの人との接し方に慣れてきている。

「君たちが一体どんな仕事をしているのか、そろそろ教えてくれないか？」

「ムーリ」

「では、立たち川かわさんに聞こう」

「私にも聞かないで。ぽろっと喋しやべっちゃいそうだから」

「それを期待していたんだけどね」

　残念そうにメガネをくいっとしたところで休み時間終了のチャイムが鳴り、尚之は自席に戻っていった。

「日下部くん、ちょっと変わってるね」

「まあな」

「なんかキミの周りには変な人が多いよねえ」

「……まあな。突然『はううっ』とか言い出す人が隣にいるしな」

「……っ！　じゃ、じゃあキミは何点だったのよ！」

「普通だよ」

「見せて！」

　と言いながら巧の机の中から答案用紙を強奪し、点数を確認した。瞬間。

「あぐうっ」

　また変な音を出して、栞は机の上に突っ伏した。巧の点数は、学年順位では中の上程度なのだが、栞から見ると雲の上のスコアである。

「うぅ……私って、私ってぇぇ……」

　栞しおりは心の声を漏らしながら、一日の授業が終わるまで机に突っ伏していた。



　そして、放課後――。

　巧たくみとヒナと栞の三人が河か川せん敷じきを歩き、下校する。いまだ精神的ダメージが抜けきらず、ふらふらとおぼつかない足取りの栞を見て、道行く他の生徒たちはわりと本気で心配しているのだが、

「ヒナ、今年の誕生日プレゼントはなにがいい？」

「愛」

「それ以外」

「巧くんの永久所有権」

「それ以外」

「巧くんとヒナしかいない世界」

「それはちょっと難しいなぁ」

　などと桃もも井い兄妹は相変わらずの会話をしていて、栞に「大丈夫か」のひと声もかけない。

（ちょっとじゃないでしょ、ちょっとじゃ！）

　栞は胸の内で吠ほえ、斜め後ろから巧の横顔を睨にらむ。それからすぐに「はぁ」とため息を吐いた。

（キッドくんだったらなぁ……）

　唯一と言ってもいい――それも仮想世界での――友達の顔を思い浮かべる。あの子ならきっと「元気出して」と励ましてくれるだろう。ニコニコと笑いかけて和なごませてくれるだろう。あぁ、無性にあの子に会いたくなってきた。

（………だけど）

　巧に優しくされたら、それはそれで物足りないような気もする。物足りないというか、あんまり嬉うれしくないような……もっとこう冷徹な視線とかの方が逆に……

（――えっ？　何これ？　私……Ｍ？）

　誰だれに突きつけられたわけでもない驚異の事実に愕がく然ぜんとして、栞がよろめく。

「そうなの？　私って、そういう子なの……？」

「栞？　なにブツブツ言ってんだ？　置いていくぞ」

「置いていくの？」

「……なんで半笑いなんだよ？」

「立たち花ばなさん、いつにも増して気持ち悪いよぉ」

「ち、ちっとも笑ってないわよっ！　どうして喜ばなきゃいけないのよ！」

　自分の中の何かを払ふつ拭しよくするため必要以上に怒鳴り、小走りで桃井兄妹を追いかけた。

　三人がアパートに辿たどり着つくと、桃もも井い家けの前に一人の少女が立っていた。

　少女は、栞しおりやヒナと同じ赤色のセーラー服を着ているので、同じ学校の生徒だとすぐにわかったが、制服を着ていなければ高校生だとはわからなかっただろう。

　その点はヒナに似ている。身長も同じか、あるいはヒナよりも低いかもしれない。でも似ているのはそれぐらいで、他はまるで似ていない。

　髪は短く、青みがかった色をしている。

　円らで大きな目をしているけれど、なぜか印象的ではなく、それよりもキュッと結んだ唇に目がいってしまう。体のラインは、ヒナはおろか栞よりも平へい坦たんだ。セーラー服を着ていなければ、男か女かも見分けにくい中性的な風ふう貌ぼうをしている。

　不思議なことに、アパートの階段を上がりきるまで三人は少女の存在に気づかなかった。それほど存在感が希薄で、巧たくみと同じように冬服を着ていることも、だいぶ後になってから気づいたほどだ。

　少女の方は三人が階段を上がってくる前から気づいていたようで、体は桃井家のドアに正対したまま、首だけを三人に向けてジーッと見つめてくる。

　だけど、喋しやべろうとはしない。

　怪しさよりも不思議さで巧たちは固まってしまい、四人はしばらく無言で見つめ合った。巧と栞が、雰囲気に飲まれたのか、喋ればいいのに「この子、誰だれ？」と目で会話をする。転校して日の浅い栞には面識がなく、巧も初対面だったので、

「……ヒナ、この子は誰だ？」

「知らない。あなた、だあれ？」

「……」

　少女はそれでも声を出さず、手に持っていた携帯電話を少しだけ掲げてみせた。

「ダメだ、意味わかんねぇ……」

「私も……」

　巧と栞は大きく首を傾かしげたが、ヒナはなんとなくわかったらしい。

「もしかして、携帯でお話ししたいの？」

「……」

　コクン。少女は深く頷うなずいた。

「でもヒナ、携帯持ってないの。ごめんね」

「オレのを使えよ」

「上手に使えないから巧くんが間に入って」

「ん。わかった」

　とりあえず少女を部屋に招き入れる。当たり前のように栞も桃井家に入る。巧と少女は赤外線通信でそれぞれのデータを交換した。



    

  
    
      



    

  
    
      　巧たくみの携帯電話に送られてきた少女の名前は――

「桜さくら井いリラ。これが君の名前？」

　少女――桜井リラは、頷うなずく動作と同じぐらいのスピードで携帯電話のボタンを叩たたいた。

　すぐさま巧の携帯にメールが届く。

『そうです』

「早っ。てか、オレもメールで返した方がいい？」

　これにもリラは高速の指ゆび捌さばきから作成されるメールで返事を送ってきた。

『できればそうしてほしいです。わたしは喋しやべるのが苦手なので』

「超早ぇ！　すげーな現代っ子。でもオレはそんなに早く打てねぇよ。栞しおり、代わってくんない？」

「わ、私もメールとかほとんどしないから……」

「ヒナも無理ぃ」

　現代的なコミュニケーションツールに不慣れな三人であった。

　またリラからメールが届く。

『では普通に喋ってください。わたしはメールで返しますけど。それから、わたしは桃もも井いヒナさんのクラスメイトです』

「おい、ヒナ……クラスメイトの顔ぐらい覚えておけよ」

「ヒナ、学校でも巧たくみくんのことしか考えてないから」

「そーゆーこと言うな。リラちゃんが誤解するだろ」

『大丈夫です。お二人の歪ゆがんだ関係は学校中の知るところですから』

「歪んでねぇから。んで、リラちゃんはなにしに来たの？」

　歪いびつな手法のわりにはスムーズに会話が進んでいる。

『これをヒナさんに渡しに来たんです。ゴミ箱に捨てられていましたから』

　と、リラは右手で携帯を操作しつつ、左手で鞄かばんの中から数枚の紙を取り出した。それを見た瞬間、

「あああっ、ダメえええっ！」

　叫びながらヒナが水平にダイブして紙を奪い取った。あまりにも突然な行動に栞しおりは目を丸くし、リラもミリ単位ではあるが目を見開いた。

　が、そこはやはり兄妹である。巧は紙の正体をすぐに見抜いた。

「ヒナ」

「な、なあに？」

「それ、中間試験の答案用紙だろ？」

「ち、違うよ。これは黒ヤギさんからのお手紙で今から読まずに食べようかと――」

「何点だったんだ？」

「はううっ」

　ヒナがビクッとなって答案用紙を背中に隠す。

　その反応。その唸うなり方。栞は我知らず口元をニンマリとさせていた。意地悪な笑みではない。ここに仲間がいたという安あん堵どの笑みである。

「ヒ～ナ。何・点・だったんだ？」

「ま、まあまあ、だったよ」

「見せなさい」

「ああっ、巧くん見て！　窓の外にＵＭＡとＵＦＯの大群が――」

「せい！」

　巧がヒナの背後に回り、答案用紙を奪い取った。すぐに点数を確認する。栞もこっそり覗のぞき見みる。

（はうあっ！）

　栞が大きくよろめいた。

　ヒナの点数は、栞の予想（期待）を遥はるかに上回るものだった。

　だが、巧はなぜか厳しい表情のままで、ヒナもなぜだかぷるぷると震ふるえている。

「な、なんだこの点数は？　むちゃくちゃ悪いじゃねーか！」

「ごめんなさいぃ……」

「……え？」

　とは、栞しおり。巧たくみが怒鳴り、ヒナが謝る意味がわからない。

「ど、どこが悪いの？　すごいじゃない、九十点台もいくつかあるし」

「百点が一つもないだろ」

「えー……そ、そんなハイレベルな……」

　ヒナがあわあわと両手を振って、弁明を始めた。

「あ、あのね巧くん、ヒナ、実は、試験の時、急性虫ちゆう垂すい炎えんと肝かん硬こう変へんになってて――」

「下手すぎる言い訳をするな。見苦しいぞ」

「あぅ……」

「桃もも井いくん、そこまで怒らなくてもいいじゃない」

　と、珍しく栞がヒナのフォローに回るも、

「栞は黙っててくれ。これは桃井家の問題だ」

　ピシャリ。巧が兄としての……いや、家長としての威厳を珍しく発揮していた。

「いいか、ヒナ。よく聞け。これからの時代は女性も賢くなきゃいけないんだぞ」

「う」

「男より教養が求められていると言っても過言じゃないだろう」

「うう」

「他に取り柄や目標があるならいい。でも、ないだろ？　それどころか、欠点の方が多いだろ？　友達だって少ないだろ？　てか、いないだろ？　クラスメイトの名前も覚えられないんだからな」

「ううう」

「だとしたら、せめて勉強ぐらいは――」

「うぐぐぐ」

「……栞、ちょっと静かにしてくんねぇかな」

　さきほどから「う」「う」と唸うなっていたのは栞だ。巧の説せつ諭ゆがズゴンズゴン胸を抉えぐり、その度に体勢が崩れ、今は畳の上に力なく横たわっている。

　ヒナも身を縮ませて厳粛に受け止めていた。

「巧くん、ごめんね。次は頑張るから」

「頑張るだけではダメだ。期末試験では必ず学年トップを取れ」

「わかった。ヒナ、頂点に立ってみせるよ」

　学業に関しては超スパルタ。それが桃井家の教育方針だった。むろん、巧には適応されない。

　説教が終わったところで、途中から存在を忘れられていたリラが立ち上がった。同時に巧の携帯電話にメールが届く。

『そろそろ失礼します』

「あぁ、ごめん。お茶も出さずに」

『いえ。お気遣いなく』

「リラちゃん、また明日ね」

　と言うヒナには、メールではなく、小さく頷うなずく。最後に『お邪魔しました』とメールを届けてから、リラは静かに帰って行った。

「わ、私も帰るね……」

　よろよろ、ふらふら。今にも倒れそうな足取りで栞しおりも部屋から出て行った。

　玄関先で二人を見送った巧たくみとヒナは、

「リラちゃん、面白い子だな」

「うん。ヒナ、お友達になりたい」

「あと……今日の栞、ちょっと変じゃね？」

「ちょっとじゃないよ。それから今日だけでもないよ」

「そっか」

　この兄妹に変と言われるのは甚だ心外だろうけど、栞も充分、変な子である。

　電脳世界の洞どう窟くつから戻ってまだ一日しか経っていないのに、栞が受けたダメージはことのほか甚大だった。

　でも、栞の受難はまだまだ続く……。





　明けて翌日の午後六時――。

　約束通り、電脳世界の『広場』で巧、栞、キッドの三人が集合した。



　緑色に発光するセーブホールから洞窟内に舞い戻った三人は、相も変わらずの一本道を進む。ひたすら進む。ちなみに、リスタートした時点でセーブデータは消滅する仕組みになっている。

　キッドと栞は、初めこそ会話を楽しんでいたけど、こうも代わり映えしない道を歩かされると、次第に口数が減っていった。何らかのアクシデントやイベントが起こって欲しいとまで思うようになっていた。

　数十分も歩き続けて、ようやく行き止まりにぶつかった時には、三人とも思わず笑顔になった。

　が、しかし。

　壁に記されていた文字が、三人から一瞬で笑顔を奪う。



　問１

　次の文字はある規則にそって並んでいる。□に入る文字を答えよ。

　ＯＴＴＦＦＳ□ＥＮＴ



「嘘うそ……」

　と、真っ先に声を出したのは栞しおりで、巧たくみとキッドはしばらく黙って壁を見つめることしかできなかった。

　しかし、どれだけ眺めても、何度見直しても……『問１』と記されてある。

「こーゆーことか……」

　巧がくしゃくしゃと頭を掻かきながら呟つぶやき、

「当然っちゃ当然だけど、厳しいね……」

　キッドも顔をしかめた。

　三人は「ふりだし」に戻されたのである。



    

  
    
      

三章　いつ？





「ごめんなさい……私のせいで……本当にごめん……」

　栞はそればかりを繰り返した。そして栞が謝る度に、

「気にしないで。シオリンのせいじゃないよ」

　とキッドが慰める。巧も同じ気持ちだ。むしろ、この洞どう窟くつの「本当の仕組み」を早めに知ることができて良かったと思っている。栞を責めるつもりなど毛ほどもない。

　だが、どれだけ慰められても、栞は沈痛な面持ちで俯うつむいていた。

「タクミ様、答えわかる？」

「数字をアルファベットにして、その頭文字を並べているんだ。だから『Ｓ』。けっこー有名な問題だよ」

「すっご～い」

　と、手を叩たたいて大おお袈げ裟さなまでに褒めた。邪心が見え隠れするけど、キッドが栞を大切に思っているのは本当で、キッドなりに場を明るくしようとしていた。

　巧たくみが壁の横に立っている女性像に触れる。電子音とデータ認識のアナウンスが流れ、

《問１の答えを口頭で述べよ》

　と、お決まりの文言。

「答えは、Ｓ」

《正解》

　ゴゴゴゴ、という地響きとともに壁が崩れた。

　それからまた数十分ほど歩き、三人は次なる行き止まりにぶつかった――。



　問２

　とある事件で、四人の容疑者がいる。四人はそれぞれこう主張している。

Ａ「私は犯人じゃない」

Ｂ「Ｄが犯人だ」

Ｃ「Ｂが犯人だ」

Ｄ「Ｂは嘘うそをついている」

　このうち、一人だけが本当のことを言っていて、残りの三人は嘘を言っている。

　犯人は一人。それは誰だれ？



「うっわぁ……面倒くさい問題だね～」

　キッドが眉まゆをひそめた。

「たしかに。でも、考えていけば答えは出る」

「ボクはパス。タクミ様、頑張って」

　巧は「Ａが本当のことを言っているとして……」といった具合に、一つ一つの可能性を検証しはじめた。

　その後ろで「えーっと……」と栞しおりも同じように検証している。汚名を返上しようという気概と熱意が痛いほど伝わってくる健気な姿だったが、

「Ａが犯人だ」

　と、巧が先に答えに到達した。栞は寂しく肩を落とす。

「本当に？　間違いない？」

「三回も確認したからな」

　それを聞いてキッドは安心したが、栞はガクンと項うな垂だれた。三回どころかまだ正解にも辿たどり着ついていないのに……。

　例によって巧が女性像に触れる。

《問２の答えを口頭で述べよ》

「Ａ」

《正解》

　壁が崩れ、道は開かれた。すぐに三人は歩き出す。

　道の途中で、基本的に栞しおりの側を離れないキッドが、ぴょこぴょこと巧たくみに歩み寄ってきた。

「タクミ様、すごいね。期待以上だよ～」

　からかうような口ぶりだが、巧は真面目に返した。

「簡単だからな」

「おお、頼もしい～」

「違う。ここまでは本当に簡単なんだ。オレじゃなくても解とける」

「ボクもシオリンも解けてないけど」

「言い方が悪かった。簡単、じゃなくて、考えればわかる、だ。さっきの問題がそのいい例で、仮説や可能性を当てはめていけば答えが出せる」

「そうかな～」

「そうなんだよ。ただ、何度も言うけどこの先もそうだとは考えにくい。一周目に比べて若じやつ干かんだけど難易度が上がってるし……」

「し？」

「クイズにも色々あるだろ。単純な知識や雑学を問われたり、計算問題とかが出てきたらはっきり言って自信ねぇぞ」

「またまた。ご謙けん遜そんを」

「謙遜じゃねぇよ」

「どっちにしてもタクミ様が頼りだからね」

「……わかったよ。その代わり、栞のことは頼んだぞ。アイツを元気づけるのはオレよりテメェの方が適役だろうから」

「それこそ謙遜だね。タクミ様が優しい言葉をかけて、そっと抱きしめてあげれば一発で元気になるよ」

「んなことできるか」

「まあ、ボクがさせないけどね～」

　皮肉たっぷりにおどけてから、キッドは栞の元へと戻っていく。それを見届けはせず、前だけを見て巧は舌打ちをした。キッドの態度だけに苛いら立だったわけではない。

（しかしまあ、マジで厄介だな……）

　と、この洞どう窟くつ――ひいては、このクエストそのものに苛立ちを覚えていた。シンプルな構造だが、それ故に搦からめ手てが通じない。家庭用ゲーム機ならば、出題される度に攻略本を見たりネットで答えを検索したりできるのだが、「体感型」なので正攻法しか通じない。たとえば、このクエストのクリアが『ゲームを進める上での必ひつ須す条件』に設定されたら、多くのプレイヤーがここで足止めを食らうだろう。

　ただ、危険ではない。不正解の際に像が暴れることも、栞しおりという強力なカードを持っているので怖くない。栞ほどでなくとも、キッドクラスのプレイヤーが数名集まっていればモンスターを撃破するのは容易いだろう。その側面だけを見れば、決して難しいクエストではない。要するに、安全なのだ。

　が、それでも厄介である。

「………」

　巧たくみは目だけを動かして、後方を見た。甲か斐い甲が斐いしく笑いかけているキッドと、浮かない顔の栞。

　栞のその表情こそが、厄介さの象徴だ。キッド曰いわく、この『洞どう窟くつ』は最近になって誕生したものらしい。まるで栞がエントリーしたのに合わせたようなタイミングだ。

（だとすれば、このクエストはきっと……）

　栞という規格外キャラにゲームバランスを壊されないための『負荷』だ。モンスターを強くしたり、同調率（電脳世界で負ったダメージが現実にフィードバックされる割合）を高く設定するだけではない、別角度からの負荷。圧力。嫌がらせ。それが悔しいほど的確に栞の弱点を捉とらえている。酷な言い方をすれば、頭の回転の鈍さと精神的な脆もろさ、だ。

（あの野郎、妙なものを作りやがって……）

　と、巧はこのゲームの「開発部長」である男の顔を浮かべ、それにむかって唾つばを吐いた。

「――って、余計なこと考えてる場合じゃねーな」

　あえて口に出し、気を取り直す。

　表面的には平穏でも胸の内では色々と忙しくさせながら一時間以上も歩き続け、やっと次なる行き止まりが現れた。



　問３

　□に入る文字を答えよ。

　江戸幕府第六代将軍の名前は、徳とく川がわ□□である。



「……きたよ、これ……」

　巧が頭を抱えて嘆く。早速、危き惧ぐしていた展開になってしまった。

「タクミ様……？」

　キッドが不安げに顔を覗のぞき込こみ、巧はきっぱりと言い切った。

「わかんねぇ」

「えー……ダメじゃん」

「んなこと言っても、わかんねぇモンはわかんねぇだろ」

「そこを頑張るのが仕事でしょ」

「テメェも頑張れよ！」

「ボク、わかんな～い」

「ちっ……」

　巧たくみはこめかみを押さえて考えた。他にも、ウロウロと歩いてみたり、寝転がってみたりしてみた。そうすれば脳が活性化するんじゃないかと期待した。

「うーんうーん……」

　と唸うなりながら栞しおりも頑張っているが、答えは出てきそうにない。

　この手の「知識を試される」問題は、頑張ってもどうにもならない部分がある。知らないものは知らない、というやつだ。ただ、幸いなことに「日本史問題」なので思考の取っ掛かりがあった。これが西洋史やアフリカ史ならば、お手上げだっただろう。

「第六代ってのが絶妙だよな……なにをしたヤツかもわかんねぇ。多分、家いえナンタラだと思うんだけどなぁ……」

「でも、名前に家が付かない人もいるじゃん。秀忠、綱吉、吉宗、それから慶喜も」

「その中に第六代はいるのか？」

「わかんな～い」

「んだよ、役に立たねぇヤツだな！」

「答えを知ってる人が見たら今のボクたちってバカ丸出しなんだろうねっ」

「なに笑ってんだよ。マジでお前も考えろよ」

　その時。

「あっ！　もしかして……」

　ポンッと栞が手を叩たたいた。表情には、そこはかとなく自信が表れている。

「もしかして……なんだ？」

「シオリン、わかったの？」

　巧とキッドは栞の顔を凝ぎよう視しした。そして期待した。不発続きのミス・サプライズが今度こそ良い意味での驚きよう愕がくを与えてくれるのではないか、と。

　栞は、おほん、と咳せき払ばらいをして、たっぷり溜ためてから、もしかしての続きを放った。

「信のぶ長ながじゃない？」

「………」

「………」

　巧とキッドはとりあえず「ん」と伸びをして、なるだけ栞を傷つけずにすむ言葉をさがした。

「……うん。ない。その発想はないわ」

　と、デリカシーに欠ける巧は良き言葉が思い浮かばず、

「シオリン、どんまい」

　というキッドの励ましもあまり相応しくはなかったので、

「うぅ……だって……」

　栞しおりはまた塞ふさぎ込こんでしまった。一生懸命に間違える人がこんなにも切ないものなのかと巧たくみは少し勉強になった。

　だが、しかし。

　栞の珍解答は意図せずして巧の海馬を揺さぶり、沈んでいた記憶をサルベージする。

「ああーっ！」

　パンッと巧が手を叩たたいて、キッドと栞が顔を凝ぎよう視しする。いやが上にも期待が高まる。

「な、なに？」

「タクミ様、わかったの？」

「いえのぶ――じゃね？」

「……さあ？」

「わかんな～いとしか言えない」

　栞とキッドの反応は巧が想像していた以上に悪かった。二人とも正解を知っているわけではないので当然といえば当然だが。

「多分、合ってる。ガキの頃ころ、語ご呂ろ合わせで覚えたんだ、将軍十五人の名前。五代綱吉の次だから……うん。いえのぶ、だ」

「じゃ、それでいこうよ」

　キッドが背中を押して、

「うん。どうせ私にはわからないし、それでいいと思う」

　栞も委ねた。

　だが、巧はすぐには動けない。視線をキッドと栞の間で往復させる。

「……いや、正直自信ねぇぞ？　もし間違ってたらまた一からやり直しだぞ？　それでもいいのか？」

「「いいよ」」

　二人はあっさり頷うなずいた。ふりだしに戻ることへの危機感を巧ほどは感じていない。実際のところ、栞とキッドの二人は歩く以外の作業をしていないに等しいからだ。

　ともあれ、三人の意志は固まった。

　巧が壁横の像に触れる。

《問３の答えを口頭で述べよ》

「……いえのぶ」

　数秒の沈黙が流れる。この時間はこれまでと変わらないのだが、答えに自信がある時とそうでない時とでは体感時間がまるで違った。

《正解》

　女性像からそう聞こえた瞬間、壁が崩れる音よりも大きく、

「よっしゃああ！」

　叫び、巧たくみは拳こぶしを握った。それから栞しおりを見つめて、

「サンキューな、栞。お前のお陰だ」

「ええ？　わ、私は別に何も……っていうか、むしろ邪魔を……」

「んなことねぇよ。栞が信のぶ長ながって言わなかったら、いえのぶは永遠に思い出せなかった。やっぱり想像を超えてくるな。良くも悪くも。九割は悪い方にだけど」

「最後のひと言が余計だよっ」

　怒る栞の唇は、上じよう弦げんの月に似たきれいな笑顔になっている。それは、キッドがどれだけ慰めても笑いかけても見せることのなかった表情である。

　だからキッドは、はしゃぐ巧と栞を、少し離れた場所から恐ろしいほど冷えた眼差しで見つめていた。

　そして、口の中で言葉を転がす。

「……それはボクのだ……」

　誰だれを指しているのかは、キッドにしかわからない。

　とにかく、無事に三問目を突破し、三人は次なる壁までまた延々と歩いた――。



　問４

　国内総生産の英語での略式名称は？



「はいっ！」

　先ほど巧に褒められたことで、ただ今絶賛有頂天中の栞が元気よく挙手をした。

「シオリン、どうぞっ！」

「ＤＤＴ！」

「残念っ！」

「栞……惜しいけど、ＤＤＴはプロレス技だぞ……」

　奇跡は二度は起きない。栞の栄光時代は刹せつ那なの速さで終わってしまった。

「うぅ……穴があったら入りたい……」

　と、顔を真っ赤にして縮こまる。今、洞どう窟くつ（穴の中）にいるので、取りようによってはユーモアに富んだ発言だが、もちろんただの天然である。

　穴蔵を探す栞はひとまず捨て置き、巧とキッドは壁を睨にらんだ。

「ＧＤＰだと思うんだけど……」

「え～？　ＧＮＰじゃなかったっけ？」

「あー、そっちかも」

「ボクもタクミ様が正解な気がしてきた」

　三人寄れば文殊の知恵というが、必ずしも利点ばかりではない。一人では起こり得ない意見の相違が生まれる。しかも、今の巧たくみとキッドはどちらも「それっぽい」ことを言っているので、一つに絞るのが難しい。

「英語の正式名称はなんなんだ？」

　と、巧が決定打を模索するが、

「それはわかんないよ～」

「……オレも」

　なんとももどかしいまま、時間だけがいたずらに過ぎた。

　最終的に、

「タクミ様に任せるよっ」

　くるっ、と壁に背を向けて、キッドが丸投げした。

「オレにばっか押しつけんなよ……」

　巧は唇をひん曲げたが、無責任に思えるキッドの行動は英断でもある。こういった状況では、あれこれと意見を出し合うよりも一人に任せる方が良い……場合もある。

　巧は考え抜いた末、自分を信じることにした。

　頼りない面持ちで像に触れる。

《問４の答えを口頭で述べよ》

「……ＧＤＰ」

　数秒の沈黙の後……

《正解》

　壁が崩れた。

「ふぅ………」

　巧が大きな息を吐く。安あん堵どと疲労の混じった息だ。壁を越えるごとに「間違えられない」というプレッシャーが増している。アバターなのに胃がキリリと痛んだ。

「さあ次に行こう、シオＴ」

　胃痛とは無縁そうな陽気さでキッドが栞しおりの手を引っ張る。

「う……ん？　シオＴ？」

「ボクそんなこと言ってないよ～」

「もうっ、いくらキッドくんでも怒るからねっ！」

　キッドがどこまで意識しての行動なのかはわからないが、こんな間の抜けたやりとりも清涼剤的な役割を果たしていて、巧は苦笑してから、ゆっくりと後に続いた。



　そしてまた退屈な一本道が続く――。



　問題正解直後は瞬間的にムードが明るくなるのだが、それも徐々に下降の一途を辿たどり、いつの間にか誰だれも喋しやべらなくなっていた。歩く速度も目に見えて落ちていく。

　一体どれほど歩いた頃ころだろうか、

「……ねえ、長くない？」

　と、栞しおりが口にした。

「オレもそう思ってた。壁と壁の間隔が長くなっている」

「やっぱり……」

「ちくしょう、とことん性格の悪い洞どう窟くつだな……」

　巧たくみたちは無意識のうちに距離（あるいは時間）を覚えていた。このぐらい歩けば着くだろう、と体が覚えていた。それを少しずつだが絶妙に裏切ってくるのだ。

「行き止まりを待ちわびるだなんて矛盾してるよな」

　巧なりに上手いこと言ったつもりだったけど、栞とキッドは返事をしてくれなかった。巧もそれを悲しいとは思わない。三人は心身ともに疲れていた。

　だから、緑色した光の渦が遠くに見えた時、まるで砂漠にオアシスを見つけた放浪者のように三人は我先にと走り出した。「どうする？」と確認する必要もなかった。

「次、いつにする？」

「前と同じ、明後日の午後六時でどうだ？」

「おっけ～」

　素早く打ち合わせて、三人はセーブホールに身を投じた――。





　巧と栞が現実世界に帰還したのは、午後十一時だった。出発から五時間、クイズに頭を痛めていた時間を除けば約四時間も歩き続けていたことになる。あくまでも電脳世界での行動なのだが、現実の肉体も相応に疲労している。

　だから、小こ町まちがヘッドフォン型ディスプレイを外してやりながら、

「お疲れさま～」

　と優しく出迎えても、

「うぃーす……」

「ただいま帰りました……」

　と、二人の返事には元気がない。疲れた体を支え合うようにして歩き、「じゃあ、また明後日」と挨あい拶さつの声をハモらせる。

　そんな二人の様子を黙って見つめていた小町は、

「……っ」

　音にならない舌打ちをして、流麗な眉び目もくをひそめた。

「た、巧たくみ！」

　言葉が勝手に飛び出したという感じで、呼び止める。

「なんすか？」

「ちょっと残って。仕事のことで色々と話があるの。栞しおりちゃん、もう遅いからタクシーで帰りなさい」

　矢継ぎ早に言って、微笑みながら栞にタクシーチケットを渡す。

「は、はい。わかりました……」

　栞は戸惑いながらも頷うなずくしかなく、まるで空気に押し出されるようにして部屋から出て行った。

「あの、話ってなんすか？」

　残された巧が、煩わしそうに訊たずねる。

「ん……ちょっとね」

　小こ町まちは答えをはぐらかし、帰り支度を整えてから、

「巧、おなかすいてない？」

　嬉うれしそうに言った。



　おなかはすいてるけど今は帰って寝たい、という巧の訴えを黙殺して、小町は埋め立て地内にあるファミリーレストランに向かった。

　店内に入って、テーブルを挟んで座る。

「ファミレスとか久しぶり。何にしようかな～？」

　小町が楽しそうにメニューを眺め、巧もメニューを開く。チーズハンバーグのセットとペペロンチーノを注文して、すぐに店員がそれぞれを運んできた。

「――で、話ってなんですか？」

「別に」

　小町がハンバーグを食べながら即答した。

「はあ？」

「じゃあ、調子はどう？」

「じゃあって……まあ、まずまずですけど、なーんか嫌な感じなんですよね」

「何が？」

「んー……」

　と、巧がパスタをもぐもぐと咀そ嚼しやくし、その時間を使って頭の中を整理する。

「多分、今回のクエストは『栞対策』として作られたものです」

「そんな感じね」

「褒めるつもりはさらさらないけど、よく出来てますよ。だけど、もっと他に開発すべきことがあると思いませんか？」

　巧たくみたちがテストプレイしているゲームは「開発中」である。もう何年もその状態が続いているのだが、あくまで開発中だ。オーバーテクノロジーと言っても過言ではない構造をしているわりには、ゲームそのものの完成度は低い。ＲＰＧなのにストーリー性が無く、新しいクエストが不定期に作成されているだけである。

「はっきり言って、栞しおりの強さは異常だ。ゲームバランスを崩す。だから、バランスを保つための対策を取った。単純な戦闘能力だけでは達成できないクエストを作った。おそらくそーゆーことだと思うし、それはわからないでも――って、聞いてます？」

　熱弁を振るう巧の目の前で、小こ町まちはメニューを見ながら「デザート何にしよっかな」と呟つぶやいていた。

「んだよ、小町さんが仕事の話って言うから……」

　と、呆あきれ気味に言われ、小町はパタンとメニューを閉じた。

「その呼び方、やめて」

「は？」

「アンタと二人きりで食事するだなんて久々なんだから、よそよそしい呼び方しないでよ」

「な、なに言ってんすか……」

「敬語もやめて」

　小町がキッと眉まゆを寄せ、射貫くような目線で巧を見つめる。

「勘弁してくださいよ」

「……」

「悪ノリしすぎですよ、小町さん」

「……」

　巧は頭をボリボリと掻かいてから、観念した。

「……………小町」

「なーに？」

　小町が破顔する。それは巧をいじめている時のような小悪魔的微笑でもなく、ひれ伏したくなるような神々しさもなく、屈託のない少女のような笑顔だ。

　顔を背けたい心情とは裏腹に、笑顔に見み惚ほれてしまった巧がもう一度、名前を呼ぶ。

「……小町」

「なーに、たっちゃん」

「その呼び方はやめろ」

　と、敬語ではなくタメ口で言う。

「いいじゃない、お互い昔の呼び方で」

「小僧の顔がちらつくんだよ」

「実は私がキッドの正体だったりして」

「……笑えねぇ」

　小こ町まちは楽しそうに笑って、ケーキを二つ追加注文した。

「てか、もうやめね？　なんか、別れた恋人みたいな感じで、すげぇこそばいんだよ」

「別れてないんだからいいじゃない」

「いや、その言い方も変だろ」

「なによ、私が恋人役じゃ不満なの？」

「そーじゃないけど……」

「恋人ごっこしてたらヒナちゃんに怒られるから？　それとも栞しおりちゃんに怒られる？」

「なんで栞の名前が出てくんだよ」

「二人が付き合ってるって噂うわさを聞いたから」

「尚なお之ゆきか……ったく、アイツが言いふらしてんじゃねーだろな……」

「弟の言うことなんて信じないけど、あながち嘘うそでもないかなとも思ってるわ」

「どっちだよ」

「どっちなの？」

「完全なるデマだよ」

「実際のところはどう思ってるの？　栞ちゃんのこと」

　笑みを消し、小町はわずかに身を乗り出した。同じだけ、巧たくみは腰を引いて深く座り直す。

「どうって……いい子だと思ってるよ」

「それだけ？」

「すごくいい子だと思ってる」

「それだけ？」

「素直で明るい子だ。一緒にいると楽しくなる。もしかしたらヒナと一緒にいる時よりも楽しいかもしれない」

「べた褒めね」

「そうでもねぇよ。お節介だし、要領悪いし、面倒くせぇと思うこともしょっちゅうだ」

「それも褒め言葉に聞こえるんだけど」

「じゃあ、なにが訊ききたいんだよっ」

　苛いら立だった巧が語気を荒らげる。それでも小町は顔色ひとつ変えずに、

「あの子のこと好きなのかって訊いてるのよ」

「……そんなことにはならねぇよ」

「答えになってない」

　巧は露骨なため息を吐き、タレ目を精一杯、尖とがらせた。

「オレと栞しおりは仕事上のパートナーだ。それ以上でもそれ以下でもない。もし、恋愛感情を抱いたとしても恋人になるつもりはない。栞だけじゃなく、誰だれともそうなるつもりはない。オレにはやらなきゃいけないことがある。それが終わるまでは誰とも、だ」

　これまで鋭かった小こ町まちの瞳ひとみに、寂しく影が差す。

「……それは、いつ終わるの？」

「さあな」

「借金を完済した時？　それともヒナちゃんがお嫁に行くまで？」

「……どっちもだ」

「……」

　追加注文したケーキが運ばれてきたが、二人とも口をつけようとはしない。

「とにかく、そーゆーこと。仕事とプライベートの区別はきっちりしようぜ、小町さん」

「……わかったわ」

　小町は席を立ち、テーブルに置かれていた伝票を取った。

「あ、いいっすよ。オレが――」

「いいのよ。これは経費で落とすから」

　言いながら、カツカツとヒールを鳴らして店を出て行く。

　巧たくみは、二つ並んだケーキをぼんやりと眺めて、

「もし、好きだったら……どーするんだよ……」

　そして、もうひと言。

「小町……」

　噛かみしめながら、付け加えた。



　翌日。私立青せい嵐らん学がく園えん二年Ｂ組。窓際最後尾の席。

「んんー……」

　巧が先日、購入したクイズ本を読みながら難しい顔で唸うなっていた。机の上にも、学校の図書室から借りてきた同様の本が平積みにされている。

「本当に好きなんだね、クイズ」

　と、隣の席から栞が声をかける。

「別に。今はもう嫌いになってるよ。でも、クイズなんてものは『わかる・わからない』よりも、問題を『知ってるか・知らないか』の方が重要だったりするから――って、これ前にも言っただろ？　サボってないで栞も予習しろよ」

「だって、難しいんだもん」

　栞の机にもクイズ本が何冊か積んであるのだが、ペラペラ～と流し読みしただけであきらめていた。というか、開き直っていた。

　巧たくみが嘆息して、頭を掻かく。

「栞しおりはさぁ、頭が悪いとか鈍いとかだけじゃなくて、なんつーか、真っ直ぐすぎるんだよ」

「悪くて鈍いことは否定しないんだ……」

「上手く言えないけど、もっとこう……グニャグニャ～っと考えてみろ」

「キミみたいに、ひねくれた考え方をしろと？」

「なんかトゲがあるけど、まあ、そーゆーことだな。たとえば……」

　巧は手にしたクイズ本をパラパラとめくる。

「いくぞ？　『今、あなたの前に二人の人がいます。一人は何を訊きかれても正直に答える正直さん、もう一人は何を訊かれても反対のことを答える嘘うそつきさん』――」

「ふふふ、そんな極端な人はいないよー」

「うん。でも、それ言いだすとクイズにならねぇから。てか、最後まで聞け」

「わ、わかった」

「えーっと……『二人の外見はまったく同じです。さて、どちらかに一つだけ質問をして、どちらが正直さんでどちらが嘘つきさんかを見分けるには、何と質問すれば良いでしょうか？』」

「………ごめん。途中から何を言ってるのか全然わからない」

「よーするに、一回の質問で二人を見分けろってこと」

「あなたは正直さんですか――って訊けばいいんじゃない？」

「それだとどっちも『はい』と答える」

「あ、そっか……んん？」

　栞は腕を組んで真剣に考え始めた。

「頑張れ。頭を柔らかく、グニャグニャ～っとさせろ」

「う……嘘発見器を――」

「柔らかい！　けど違う！」

「うう……嘘ついたらグーで殴ると――」

「脅さない！　暴力は禁止！」

「もうっ、わからないよ。正解は何なの？」

「『あなたは人間ですか？』だよ。正直さんは『はい』と答えるけど、嘘つきさんは嘘をつくんだから『いいえ』になるだろ？　他にも、性別とか方向とか方角とかでもいける」

　少し時間はかかったけど、栞は理解した。

「なるほど。でも、なんかズルイ」

「そう。そのズルイが大切なんだ」

「んー、やっぱり私には向いてないよ」

「……ま、そーかもな」

　巧たくみは微苦笑した。向いてない、というより、似合わない、だ。狡ずる賢がしこい栞しおりなんて、見たくないような気もする。

「ねえねえ、他にはないの？」

　プレッシャーやペナルティのないクイズに楽しみを覚えたらしく、栞は吊つり目を爛らん々らんと輝かせた。巧はもう一度、苦笑して、

「じゃあ応用編」

　と、次のような問題を出した。



　あなたは今、道の分岐点にいます。片方は正直村へ、もう片方は嘘うそつき村へと繋つながる道です。あなたは正直村に行きたいのですが、どちらが正しい道かわかりません。

　そこへ、正直さんと嘘つきさんの二人がやって来ました。

　先ほどと同じように、どちらかに一つだけ質問をして、正直村へ続く正しい道を教えてもらうには何と訊きけばいいでしょう？



「今日も雨だねぇ」

　栞は窓の外を眺めて言った。問題の途中で言った。ちなみに今日は快晴である。

「……ごめん。問題のチョイスが悪かったな」

「え？　何のこと？　私、クイズ遊びとかしてないよ？」

「……ホント、ごめん。オレが悪かった……」

「クイズ遊びとは懐かしいね」

　と、尚なお之ゆきが声をかけてきた。巧は、親友の登場がこんなに嬉うれしかったのは初めてだった。

「子供の頃ころ、君に随分と付き合わされた」

「そーでもないだろ。お前は全部、正解するからつまんねーんだよ」

　意識を正常な状態に戻した栞が、視線も窓の外から戻し、尚之を見る。

「日下部くさかべくんって――」

「僕は世界一美しくて知性溢あふれる日下部小こ町まちの弟だからね。優秀なのは当然だよ」

　メガネをくいっとしながら、さらりと言ってのける。

「はは……ちなみに中間試験の順位は？」

「もちろん一位だが、人類の頂点に君臨する姉さんに比べたら――」

「尚之。国内総生産の英語での略式名称は？」

「ＧＤＰ」

「江戸幕府第六代将軍の名前は？」

「徳とく川がわ家いえ宣のぶ」

「な？　つまんねーだろ？」

　巧たくみが栞しおりに同意を求め、栞はうんうんと頷うなずいた。

「ちょっと待て」

　と、尚なお之ゆきは左手でメガネを上げて、右の手のひらをすっと掲げた。奇妙なポージングも尚之がやるとなぜか絵になる。

「一番目の問題はＧＮＰでも正解になる、かもしれない」

　巧の腰がぴくっと椅い子すから浮いた。

「どーゆーことだ？」

「ＧＮＰは厳密には国民総生産だが、広義では国内総生産としても――」

「わかりやすく言え」

「答えが一つじゃないだなんて問題として美しくないということだ」

「あ。どっちが正直さんと同じだね」

「……ああ、そうだな」

　栞はのほほんと笑ったが、巧は腰を浮かせたまま数秒間、固まっていた。

「ところで。このクイズ遊びは君たちの仕事と関係しているのかい？」

「栞、今日も雨だなぁ」

「ホント、いやになるわねぇ」

　下手すぎる誤魔化し方だが、尚之が追及する前に休み時間終了のチャイムが鳴った。

　授業が始まってからも、

「んー……」

　と、巧は小声で唸うなっていた。けれど、本のクイズに頭を痛めているわけではない。今は教科書も開いていない。栞とのやりとりで別の「問題」を思い出したのだ。

　それは、キッドとの約束。いや、取り決め。

『一つだけ教えてあげる』という「難問」だ。

　質問はいくつも思い浮かぶ。だが、一つだけとなると、難しい。

（やっぱりコレか……）

　巧は自分の右腕に目をやった。制服で隠しているタトゥー。物を分裂させる能力。巧にとって最も身に迫る問題である。

　キッドは同じ『呪のろい系アイテム』を装備している『能力者』だ、自分よりもずっと事情に詳しいだろう。もしかしたらタトゥーや能力そのものを「治す方法」を知っているかもしれない。それは今の巧にとって、一番教えてほしいことである。

（けど……）

　キッドが「知らない」とか「わかんな～い」と言う可能性もある。そこを疑いだしたらキリがないけど、本当に知らないかもしれない。知っていたとしても自分が望むほどではないかもしれない。

　だとすれば、キッドが絶対に知っていることを訊きく方が有益だ。

（それは、なんだ？）

　キッドが属している「チーム」についての詳細か？

　逆に、ブレイン・カンパニーについて訊くべきか？

　あるいは、ゲームそのものの謎なぞや不明な点を問うか？

「んー……」

　どれもこれもイマイチな気がする。せっかくのチャンスを無駄にしたくないが、これという質問が思い浮かばない。

　巧たくみはぶるぶると頭を振って、一いつ旦たん、『キッドへの一つの質問』を隅に追いやった。

　もう一つ、考察すべき事柄がある。

　尚なお之ゆきが指摘したことだ。

　ＧＤＰとＧＮＰ。

　巧の意見とキッドの意見。

（どっちも正解……だったのか？）

　今となってはわからないし、無事に通過できたのだからどちらでもいい。

　が、何か引っかかる。違和感を覚える。

　その正体が掴つかめそうで掴めない。

「ああ、くそっ。頭いてぇ……」

「無理しちゃダメだよ？　私もできる限りのことはするから」

　と、栞しおりが手に持ったクイズ本を見せた。

　今はそのことで悩んでるんじゃなくて……なんて無粋なことは、言わない。

「頼りにしてるよ」

「うん。頑張る」

　五分後、栞は机に突っ伏して寝息を立てた。その気持ちよさそうな寝顔を眺めながら、

（……やばいよなぁ……）

　巧は胸中で呟つぶやき、

「本当にどーするんだよ……」

　と、遠くに見える埋め立て地に向かって言った。



　放課後、巧と栞とヒナの三人はいつものように河か川せん敷じきの通学路を並んで下校した。

　あれから一度も目覚めることなく爆睡を決め込んだ栞は足取りも軽やかで、あれからも「んー……」と悩み続けていた巧は踏み出す一歩一歩が重く、そんな巧と手を繋つないだり、腕を組んだり、抱きついたり飛びついたり、そのすべてを払いのけられたりして、ヒナがアパートまで約三十分の短いアフター・スクールをエンジョイしている。

「――あ、巧たくみくん。ヒナ、誕生日プレゼントに欲しいもの、みつけたよ」

「なんだ？」

「ヒナも携帯電話が欲しい」

「携帯？　……ああ、リラちゃんか？」

「うん。今日も一日ずーっと一緒にいたんだけどね、リラちゃんね、お昼ご飯を食べる時以外はお口を開けないんだよ。ヒナが話しかけたらちゃんと頷うなずいてくれるから別にいいんだけど、たまには会話がしたいよぉ」

　巧は「んー……」と今日で何十回目かわからない唸うなり声ごえを出してから、

「後ろ向きに検討する」

「ダメってこと？」

「本当なら即却下だけど、リラちゃんと話したいという願いは考慮に値する」

「えー、ヒナも携帯電話が欲しいぃ。買って買ってー」

　巧の制服の裾すそを掴つかみ、ブンブン振ってねだる。反対側の裾を栞しおりがくいくい引っ張って、耳打ちをした。

「携帯でいいじゃない。何でダメなの？」

「ばか。ヒナに携帯を持たせたりしたら、一日何百件とメールが来そうだろ？」

「……たしかに」

「まあ、それはいいんだけどさ」

「いいんだ……」

「近ちか頃ごろのヒナは妙に色気づいたっつーか、アダルトなことに興味を持ち始めてるだろ？」

「キミの大事な本を読んだり？」

「う、うん、まあそんな感じ。だから、携帯なんか持たせたら、その、で、で、出会い系サイトとかにハマっちまうんじゃねーかと……」

「………」

「……おい。この人ったらどこまでシスコンなのかしら、みたいな目をするな」

「わあ。さすがクイズ王。私が言おうとしたことと一言一句ぴったり」

「あのなぁ、何度も言ってるけどオレはシスコンとかじゃ――」

「ちょっと！　ヒナの巧くんにベタベタしないでよっ」

　と、ヒナが二人の間に割って入った。

「べ、別に、ベタベタなんかしてないもんっ」

「わあ。ヒナ、生でツンデレみたの初めてー。可愛くなーい」

「生意気っ……」

「あぁ～ん、巧くぅん助けてぇ。立たち花ばなさんがヒナをいじめるよぉ」

「栞、ヒナをいじめるな」

「こんの兄妹はホンッットにもうっ！」

　ぷいっと顔を背け、三歩後ろに下がることで、どうにかこうにか破壊衝動を静めた。

　巧たくみの兄バカに悩まされたり、ヒナに手玉に取られたりするのは毎度のことなのだから、別々に帰ればいいようなものだが、そこはそれ。

　こちらを振り返りもせず、ヒナと誕生日プレゼントの話に夢中になっている巧の横顔を斜め後ろから恨めしく見つめて、

（何でこんな人を……）

　と嘆いても、惚ほれた弱みというものは自分では如何ともしがたい。

　ただ、巧への感情云うん々ぬんよりも、こうして三人並んで下校することが、栞しおりは楽しかった。

　下校時だけじゃない。アパートにいる時もそうだし、もっと言えば、電脳世界にいる時だって楽しいと感じられる。

　最近は失敗が多くて落ち込む時間が長いけど、沈んだ後には必ず笑える時間が訪れてくれる。雨上がりの朝のように爽さわやかな気持ちにさせてくれる。

　そういう日々は、桃もも井い家けの隣に越してくるまで一度も味わったことがなかった。

（こんな日がずっと続けばいいなぁ）

　心から思った、その時。

　離れて歩いているのが寂しくなってきて、元の位置に戻ろうとした栞と巧の間に、

　ぬっ

　と人が入り込み、その人――男が、

「栞」

　と、呼んだ。

　瞬間。

「う、そ………」

　栞の視界は色を失った。振り向いたヒナの赤色のセーラー服も、巧の黒い制服も、目に映るすべての景色が色を失った。

「栞？　どうした？」

「…………」

　栞はガタガタと――大げさな表現ではなく、体全体をガタガタと震ふるわせ、返事もままならず、特徴である吊つり目を、命いのち乞ごいをする小動物のように潤ませている。

「立たち花ばなさん？」

　言いながらヒナが歩み寄っても、栞の眼はヒナを捉とらえない。ただ目の前に立つ男だけを見つめて動かない。唇だけをかすかに開いて、どうにかこうにかひと言だけ、吐き出す。

「お父さん……」



    

  
    
      

四章　どこで・なにを・どうする？





「お父さん……」

　今にも消え入りそうな栞しおりの声は、巧たくみとヒナの耳にしっかりと届いていた。

　そして、痩そう身しんで浅黒い肌をした中年男――立たち花ばな広ひろ和かずの耳にも。

　広和は薄い唇を横に広げて、黄ばんだ歯を晒さらす。

「久しぶりだな、栞」

「………」

　何も答えられない栞は、吊つり目を滲にじませている。

　が。

「おい、栞？　どーしたんだよ？」

　と、巧が歩み寄ろうとした途端、無理矢理に口角を上げて笑顔をつくった。

「ううん。何でもないよ」

「いや、でも……」

「ごめん。先に帰ってて」

　尚も歩み寄ろうとする巧を突き放すように、続ける。笑顔のまま、言う。

「キミには関係ないよ。これは立花家の問題だから」

「……わかった」

　巧は踵きびすを返した。

　そんな巧の制服の裾すそをヒナがきゅっと掴つかむ。

（ダメ）

　という思いを乗せて、ぷるぷると首を横に振る。その思いは十二分に伝わったが、

「……ヒナ、帰ろう」

「巧くん……」

　普段は振り払うはずのヒナの手をきつく握って、家へと歩を進めた。

　巧とヒナの背中が小さくなっていくのを確認してから、

「何しに来たの……？」

　栞が広和に言う。目を合わさず、依然、震ふるえたままで。

「そんな言い方するなよ」

　広和は品のない笑みを浮かべた。



　一足先に家に帰った巧たくみとヒナ。夕陽に照らされた部屋はひどく蒸し暑い。

　それでも二人は制服を着替えもせず、気もそぞろといった様子で栞しおりの部屋側の壁にもたれていた。

「あの人、立たち花ばなさんのお父さんなのかな？」

　張りのない声でヒナが訊たずねる。

「栞が言ったんだから、そーなんだろ」

　と、巧の声にも張りがない。どこか諦てい観かんしたようでもあり、鬱うつ屈くつがこめられているようでもある妙な声色だ。

「立花さん、なんか変だったよね」

「今日だけじゃないんだろ？」

「そうだけど、そうじゃないよ……」

「心配か？」

「まさか。ちっとも心配してないよ」

「ヒナも案外、嘘うそが下手なんだな。でも、栞は『立花家の問題だ』って言ったんだ。オレたちが首を突っ込むことじゃない」

「……巧くんこそ、嘘が下手だね」

「嘘じゃねーよ」

「どっちでもいいけどさ……ヒナ、ちょっと羨うらやましいかも……」

「……」

　妹が何を感じているのか、痛いほどわかった巧だが「何が？」とは問わない。巧が何か言ってくれるのをしばらく待ったヒナは、抱えた膝ひざに顔を埋めて、

「……ヒナたちのお父さんは、今どこで何をしてるんだろうね……」

　と、声をくぐもらせた。鼻をすする音も聞こえる。妹の涙に弱いはずなのに、巧は慰めることも狼ろう狽ばいすることもせず、冷酷な表情を浮かべた。

「生きてなけりゃ死んでる。死んでなけりゃ生きてるだろ」

「そんな言い方しないでよぉ……」

「うるせ。これでも優しく言ってるつもりだ」

「……」

　ヒナの足下、畳の上に水滴がぽとりと落ちた。巧はそれでも慰めようとしない。自らの発言を訂正もしない。だけど、声だけは優しくする。

「……ヒナ」

「なあに？」

「もし、親父が生きてたら……どうする？」

「……」

「嬉うれしいか？」

　ヒナは顔を埋めたまま、首を横に振る。否定の意味ではない。

「ヒナ、わからない」

「……そっか」

　ゴシゴシと涙を拭ぬぐって、ヒナが顔を上げた。この会話はもう終わり、という合図だ。

「立たち花ばなさん、遅いね」

「ああ。遅いな」

「……立花さんは嬉しいのかな？」

「……さあな」

　二人はどちらからともなく玄関近くに移動する。背は壁に預けたまま、ずずず、と尻しりで動く。口をつぐんで、耳を澄まし、外から階段を上がる足音やドアを開ける音が聞こえてくるのを無言で待った。

　しかし、音はいっこうに聞こえてくることなく日が暮れて、辺りが闇やみに包まれる時間になっても栞しおりが帰ってくる様子はなかった。

　待望の音が聞こえてきたのは、ヒナが疲れて寝てしまった後。夜の十二時頃ごろだった。

　巧たくみは部屋を飛び出す。

　階段の途中にいた栞は、巧の顔を見てきょとんと首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「いや……あ、暑いから涼もうと思って」

「もしかして心配してくれた？」

　ずばり言い当てられ、憎まれ口ではなく素直に言い返す。

「うん。心配した」

　栞は嬉しそうに微笑みながら、階段を上がり、巧の横に立つ。

「ちょっと気持ち悪い」

「はあ？」

「キミが優しさを全面に出すと変な感じがする。小こ馬ば鹿かにされているぐらいが丁度いい。……あれ？　私って、やっぱりＭなのかな？」

　おどける栞に、巧は安心するやら呆あきれるやらで肩の力が抜けた。

「女の子なんだから、そんなハレンチな言葉を使うなよ」

「はーい」

「ま、Ｍかどうかは知らねぇけど、栞はタフだよな。ヘコんでもすぐに立ち上がる。雑草みたいな打たれ強さだ」

「一応、女の子なんだから雑草とか言わないでよね」

「これぐらいが丁度いいんだろ？」

　小さく笑い合ってから、栞しおりは「もう寝るね。おやすみ」と自室ドアの鍵かぎを開ける。

　巧たくみも「おやすみ」と自室のドアを開けたが、

「栞」

「ん？」

「栞は……嬉うれしかったか？」

「……何が？」

「その……親父さんに会えて嬉しい、のか？」

　栞は迷うことなく即答した。

「もちろん」

「……そっか。それならいいんだ」

　二人はもう一度、おやすみと挨あい拶さつを交わして各々の部屋に入った。

　その夜は昼の暑さが嘘うそのような涼しさで、嘘の下手な栞が一世一代の嘘をついたことに気づくことなく、巧は熟睡した。

　だが、栞の嘘はこの夜だけでは終わらなかった。



　次の日、巧とヒナが学校に行くべく部屋を出ると、

「桃もも井いくん、ヒナちゃん。おっはよ」

　眩まぶしいほどの笑顔で栞が待っていた。

「お、おう。おはよう」

「立たち花ばなさん、朝からテンション高くてウザいよぉ」

「ウザくないウザくない。爽さわやか爽さわやか」

　言いながらヒナと腕を組む。

「さ、学校行こっ」

「んなっ、放してよっ。なんなの？　今日の立花さんいつもの千倍ウザいよ！」

「そう？　じゃあ、いつもはたいしたことないね」

　栞がアパートの階段をスキップで下りていく。

　面食らった巧とヒナは、その場に棒立ちになって目を見合わせた。

「……なんだ、あれ？」

「さあ？　変なキノコでも食べたんじゃない？　千倍でも足りないぐらいだよっ。昨日、心配して損したね」

　階段を下りた栞が「早く早く」と二人を手招きする。ヒナの変なキノコ説もあるいはと思わせるほどの明るさである。

（そんなに嬉しかったのか？）

　巧は疑問に思ったが、肯定的に解釈した。

　栞しおりの陽気さは学校に着いてからも勢い衰えず、授業中でも巧たくみに話しかけてくるし、休み時間には自分から尚なお之ゆきの席へ赴いて雑談をしたりもした。

　これには尚之も驚いたようで、メガネをくいっとする頻度がいつもの五倍はあった。

「君たち婚約でもしたのか？」

　と、栞のいない隙すきをうかがって尚之が巧に言った。

「するわけねぇだろ」

「彼女があれほど陽気になる理由はそれぐらいかなと思ったんだが、そうでないとすれば何があったんだ？」

「……栞にも色々あるんだよ」

「色々とは？」

「色々だよ」

「やはり君たち婚約を――」

「してねぇよ。メガネ叩たたき割るぞ」

　そんな感じのまま下校時間になった。

　いつもは「帰ろう」とわざわざ声をかけなくても自然と一緒に帰る流れになっているので、今日もそのつもりで巧が席を立つと、

「桃もも井いくん、ごめん。今日ちょっと用事があってさ、一緒に帰れないの」

　胸の前で両手を合わせ、栞がペコリと頭を下げた。

「そ、そうか。いやまあ、義務じゃないんだから、そんな……」

「でね。今日って六時でしょ？」

　キッドとの待ち合わせ時間のことである。

「遅れるかもしれないから、キッドくんにその旨を伝えておいて」

「小僧はどーでもいいけど、仕事なんだから遅刻はするなよ」

「なるべく遅れないようにするからっ」

「あ、ちょ、その用事ってのは――」

　なんなんだ、までを言わせず、栞は風のように教室から走り去った。

「……いや、べ、別に、用事とかなんでもいいし……」

　残された巧は小声で一人ツンデレをしながら教室を出る。いつもどおり校舎の玄関口でヒナを待っていると、五分と待たずにやって来た。

「巧くん！」

「ヒナ、帰るぞっ」

　巧は声のトーンが高くなっていた。

「ごめん。ヒナ、今日ちょっと用事があるの。だから一人で帰って」

「……へ？」

　巧たくみの顔面が「へ？」の形で固まった。何気ないことのようだが、妹が「一人で帰って」などと言ったのはこれが初めてのことである。

「今日、お仕事でしょ？　すれ違いになるかもしれないから今、言っとくね。行ってらっしゃい！」

「…………ウン」

　巧は「へ？」の顔のまま、ロボットのようにカクカクと頷うなずいた。半分以上、意識を失いかけていた。

「じゃあねっ」

「あ、待て！」

　意識を取り戻した巧が呼び止め、ヒナが足踏みをしながら振り返る。

「なあに？」

「あの……そ、そう、ほら、行ってらっしゃいのチューとか、そーゆーくだりが抜けてるなと思ってさ。チューはしないけど、絶対しないけど、儀式というか桃もも井い家けの伝統――」

「ヒナ急いでるの。チューはおかえりの時にまとめてしてあげるから」

　と口早に言って、ヒナは校舎を飛び出した。ヒナの走る速度は下手すれば歩いても追いつけるんじゃないかというほどの遅さなのだが、

「…………」

　抜け殻状態の巧は足がまったく動かなかった。

「男――だな」

　突然、真横から現れた尚なお之ゆきに言われ、抜け殻に魂が舞い戻る。

「な、なに言ってんだよ。ヒ、ヒナに男なんているわけなにをバカなホントお前はハハ」

「落ち着け。これこそが君の待ち望んでいた兄離れの瞬間だ」

「………これが？」

「巣立つヒナ鳥を温かい目で見守るのが兄の務めだと思うぞ」

　巧は高速で二十回も瞬きしてから「へんっ」と実際に声に出して笑った。

「あーそう。これか？　これが噂うわさのアレなんだ。あ、全然だ。全っ然、余裕だわ。もっと胸がキュンキュンくるかと思ってたけど、すごい平気。逆に物足りねぇ」

「……」

　尚之が無言でポンポンと巧の肩を叩たたき、横を通り過ぎる。

「ちょっと待てよ。た、たまには男同士で帰ろうぜ」

「すまない。用事があるんだ」

「お前もかぁぁ……」

　尚之も去っていった。玄関口で、半泣きになって立ち尽くしている巧は、考えてみれば生まれてこの方一人で下校したことがないというある意味、貴重なダメっ子だった。

　だが、捨てる神あれば拾う神あり。巧たくみの携帯電話がブルブルと震ふるえた。届いたメールを光速で確認すると……

『わたしは暇ですけど』

　巧が超光速で振り返る。桜さくら井いリラが真後ろに立っていた。

「オレもヒマ！」

　巧は破顔して叫んだ。



　学校から歩いて十五分の所に私鉄の駅がある。巧たちが住むアパートの最寄り駅からは二つ東になる。

　その駅前からさらに徒歩二分。大手コーヒーチェーン店があり、巧と心苦しい別れ方をしたヒナは、その店で、とある男と待ち合わせをしていた。

「待たせたかい？」

　と、その男がテーブルの向かい席に腰を下ろす。

「二分遅刻だよ、メガネさん」

「厳しいな、桃もも井い妹」

　ヒナと尚なお之ゆきの用事とは、つまり、これである。

「巧くんにつけられてない？」

「大丈夫だ。今いま頃ごろは一人寂しく河か川せん敷じきを歩いているだろう」

「はぁ……可哀想なことしちゃったな……」

「刺激も時には必要だよ」

「帰ったら百万回チューしてあげよう」

　それで――と、ヒナはタレ目を細めた。

「わかったの？」

「ある程度は」

　尚之が通学カバンの中から小冊子を取り出し、テーブルの上に置く。

「これが、姉さんと巧と立たち川かわさんが働いている会社だ」

　小冊子はブレイン・カンパニーのパンフレットである。

　ヒナが早速、それを読みはじめた。

「――ゲーム会社？」

「そう。親会社は日本人の九割が耳にしたことのある大企業だが、ブレイン・カンパニー自体はさほどの会社でもない。小さなゲーム制作会社だ」

「そんな、間違いじゃないの？」

　ヒナはタレ目を丸くして、読み終えたパンフレットをテーブルに置いた。

「間違いではない」

「でも巧たくみくんはしょっちゅう怪我して帰ってくるんだよ？　この前なんか顔中デコボコになってたし。それにね……」

　と、身を乗り出し、右腕をさすりながら小声で告げる。

「ここに刺青いれずみを入れてるんだよ」

　尚なお之ゆきがメガネを二度、くいっと上げた。

「刺青？　巧らしくない趣しゆ味みだが、それは仕事と関係あるのかい？」

「多分。だって、ヒナに隠そうとしてずっと長なが袖そでを着てるもん」

「ふむ……刺青の話はさておき、僕も疑問は感じている」

「どこに？」

「不ぶ躾しつけな言い方をするが、君たちは多額の債務を抱えているのだろう？」

「うん……ヒナ、金額までは知らないけど」

「具体的な額は問題じゃない。不思議なのは月に一度あるかないかの仕事で、まがりなりにも生計を立てているということだ。ごく一般的な高校生がね」

「……メガネさん。この会社は一体、何をしているの？」

「申し訳ない。そこまではリサーチできていない」

「んもう、使えないんだから。でも、会社名がわかったから許したげる」

「そう言って貰えると報むくわれる」

　ヒナはテーブルの上のパンフレットに視線を落とした。

「ブレイン・カンパニー……か。ねえ、今度ヒナと一緒に行って――」

「顔を上げるな！」

　突然、尚之がきつい口調で言い、尚之自身も顔を斜め下に俯うつむけている。

「……なに？」

「見知った顔が来店した」

「え？　もしかして――」

「巧じゃない。けど、君のよく知る人だ」

　ヒナが目玉だけを動かして店内を見渡す。

「あ、立たち花ばなさん……と」

　ヒナたちのテーブルから離れた席に栞しおりが、いた。栞の向かい席にも男が座っている。

「立花さんのお父さんだ……」

　栞は、ヒナと尚之の存在にまるで気づいていない。



「久しぶり……って、昨日も言ったな」

　栞の向かいに座る立花広ひろ和かずが、ぎこちなく笑う。一挙手一投足に落ち着きがなく、特に忙しないのは目の動きと貧乏揺すりだ。

　が、テーブルの下に隠れている足は栞しおりの方が震ふるえていた。膝ひざの上に乗せた両りよう拳こぶしは制服の裾すそを力一杯、握りしめている。

　表情は、今朝からのハイテンションが遥はるか彼方かなたまで消え失せた沈ちん鬱うつそのもの。目の前にいる父親――正確には「養父」に、ただただ怯おびえている。

　広ひろ和かずは懐からタバコを取り出した。

「この店、禁煙」

「ああ、そうか。最近はこういう店が増えたよな」

「……さあ」

「そうだよな。栞はタバコなんか吸わないもんな」

　広和はいちいち栞の機嫌を伺うように上目遣いで話しかけてくる。栞はその目を絶対に合わすまいと顔を伏せていた。

「これも昨日言ったけど、元気にしていたか？」

「…………うん」

「そうか。それならいいんだ」

「……あのね。私も、昨日言ったけど――」

「金の話か？」

　こくり、と栞が頷うなずく。

　広和の忙しかった目の動きが定まった。今度は一点だけを見つめて動かない。言い回しからも、へりくだったニュアンスが消えた。

　栞はギリッと奥歯を噛かんで、伏せていた顔を上げる。

「お金はないから」

「……」

　トン、トン、トン。広和がテーブルを指で叩たたく。

「だから、お金は貸せません」

「……」

　トン、トン、トントン、トントン……叩くスピードが徐々に速くなる。強くなる。

「それに……もう全額返したはずです」

「………」

　トントン、トントン……――がしゃん！

　テーブルの揺れでグラスが倒れた。広和が意図的に倒したわけではない。

　だが。

「ひっ」

　と、声を吸い込んで、栞は膝の上に置いていた両手を頬ほおの横まで上げた。体は椅い子すから半分以上が離れている。そして、目をギュッと瞑つぶっている。

「………ごめんなさい……」

　ガクガクと震ふるえながら、そう呟つぶやいた。

　そこから先、栞しおりには曖あい昧まいな記憶しか残っていない。

　養父が露骨に金の無心をしてきたこと。

「必ず返すから」

　と、十回ぐらい繰り返されたこと。

　金額を訊たずねると、テーブルの上にタバコを三本、並べたこと。

「家に戻ってこいよ」

　と、優しく言われたこと。

　それらを朧おぼろ気げに覚えているだけで、養父がいつ席を立ったのかは、覚えていない。

　ただ一つだけ、はっきりと覚えているのは、

「何日か後なら、都合つけられるかもしれない」

　と言った、自分の声だ。



　栞と広ひろ和かずのやりとりを一部始終見ていたヒナと尚なお之ゆきだったが、声をかけるのも忍びなく、先に店を出るぐらいしか配慮ができなかった。尚之が重々しくメガネを上げて、

「……なるほど。確かに色々、だな」



    

  
    
      



    

  
    
      　ヒナはそれに答えず、何度も店を振り返ったが、戻ることもできなかった。

　二人は本来の目的である「巧たくみたちの仕事」について触れることなく、家いえ路じに就いた。



　一方、その頃ころ。

　巧とリラは、ヒナや栞しおりたちがいる駅ではなく、おんぼろアパートからの最寄り駅の近くにある喫茶店にいた。

　窓際の席に座り、リラは携帯の液晶画面を見つめているのだが、巧はコーヒーにも口をつけず、きょろきょろと外を見ていた。

　リラが携帯電話のボタンを高速で弾はじき、巧にメールを送る。

『誰だれも通りませんね』

「え？　何が？　オレは別に誰かを探しているわけじゃ……」

　途中まで言って、あまりの白々しさに嫌気が差し、巧は素直に白状した。

「ごめんな、くだらねぇことに付き合わせちゃって」

『いいえ。放課後に通学路以外の道を歩くのは初めてなので新鮮です』

「リラちゃん、優しいねぇ」

「………」

　と、時折リラは巧を見るのだが、基本的には携帯の液晶画面しか見ていない。

『それで、目当ての人はどっちだったんですか？』

「んー……どっちなのかなぁ……」

　はぐらかすわけではなく、巧自身にもわからない。

「悪い。オレ、そろそろ時間なんだ」

『そうですか』

「今日の埋め合わせは必ずするよ」

「………」

　リラは手の動きを止めて、これまでで最長になる約七秒間ほど巧を見つめた。

「ああっ、嫌だったら断ってくれて全然ＯＫだから」

　リラは液晶画面に目を戻す。

『今度はどこに連れていってくれるのか楽しみにしています』

「うお、プレッシャー……」

『それでは』

　と、リラが先に席を立ち、

「あ」

　のひと言で巧が呼び止めた。

「前から訊ききたかったんだけど、その格好、暑くない？」

　これには「その格好」と言った瞬間にメールが届いた。

『桃もも井いさんこそ』

　立て続けに、

『そもそも、どうして長なが袖そでばかり着ているのですか？』

　意趣返しを食らった巧たくみは、ちょっと言いい淀よどんでから、

「体に見られたくねぇモンがあるんだよ」

『それを隠すため？』

「そゆこと」

『わざわざ隠すのなら、はじめからタトゥーなど入れなければいいのに』

　巧は恥ずかしそうにポリポリと頭を掻かく。

「おっしゃるとーりなんだけど、色々と事情があって」

『事情？』

「そう……って、ヤベ。マジで行くわ」

『はい』

　巧も席を立ち、二人同時に店を出た。





　電脳世界・『広場』――。

　現実世界の集合時間は午後六時だが、電脳世界の『広場』は、空の真ん中辺りに太陽が居座っている。エリアごとに「時間」や「気候」まで変わるので、錯覚しやすいのだが、この世界でも『時の流れ』は現実世界と同じ速度である。

　巧とキッドがベンチに並んで座ったのは、太陽がまだ東の方角に位置する頃ころだった。

「ごめーんっ！」

　三時間遅れで栞しおりがようやく現れた。

「んも～、遅いよシオリンっ」

　頬ほおを膨らませたりして体全体で怒りを表すキッドだが、これまで巧とは会話もなかったので、喜びの表現でもあるのだろう。

「ごめんね、現実リアルで大事な用事があって」

「しょ～がないな～。じゃ、遅れた分を取り戻しに行こう」

　キッドが栞の手を取ってステージへと引っ張る。

　引っ張られながら栞は巧を見て、

「ホントにごめん」

　と、苦笑いしながら謝った。

「……いいけど、大丈夫か？」

「何が？」

　明るく問い返されると、巧たくみもそれ以上は言えない。

「――いや。小僧の言うとおり、ペースアップしていくぞ」

「それはキミ次第なので、よろしく」

「あいよ」

　三人はステージに上がり、『洞どう窟くつ』へワープした――。



　セーブホールからの再出発となった三人が、洞窟内の一本道を歩く。

　行き止まりまでの道のりが長くなることは覚悟していたが、セーブ以前に距離を稼いでいたらしく、予想以上に早く壁まで到達することができた。



　問５

　ハワイ諸島の中で三番目の大きさを誇る島の名前は？



「オアフ島だ」

　巧が即答した。

「「本当に？」」

　栞しおりとキッドの二人が口を揃そろえる。

「地理の授業で習っただろ」

「えー……習ったかな～？」

「わ、私は習っていないと思う」

「どっちでもいいよ。ペースアップするって言っただろ」

　巧は女性像に触れ、答えを言い、見事正解した。

　そして、また一本道を進む――。



　問６

　ガラスのコップに入れることはできるのに、絶対に取り出せないものはな～んだ？



「あ、なぞなぞだ～」

「こういう問題だとホッとするね」

「おっ。シオリン、もしかして……？」

「うん。わかんな～い」

　栞とキッドのコンビが壁を見つめショート漫才をしていた時、巧はすでに女性像に触れていた。

《問６の答えを口頭で述べよ》

「ひび」

《正解》

　壁が崩れるやいなや、巧たくみが先陣を切って歩き出す。

「ぼけっとするな。さっさと行くぞ」

「ちょ、ちょっと待ってよ～」

　キッドはすぐに追いかけたが、栞しおりは惚ほうけた顔で巧の背中を眺めていた。頬ほおがほんのりと赤く染まっている。

「シオリン？　どうしたの？」

「や……今のは正直、カッコよかったなぁと思って」

　背中でこの声をきっちり聞いていた巧が、眉まゆをキリッと寄せて振り返った。

「本に載ってた」

「うわあ、台無し～！」

「……ちょっと損した気分」

「な、なんでだよ、これも知力だろ！　てか、台無しとか損したとかひどすぎじゃね？」

　また一本道を歩き、次なる壁――。



　問７

　三人の中に嘘うそつきが二人、正直者が一人います。正直者は誰だれ？

Ａ「Ｂは嘘つきだ」

Ｂ「ＡもＣも正直者だよ」

Ｃ「Ｂは正直者です」



「うぅ……これ苦手」

　と、栞が問題を読み終えた瞬間にあきらめて、

「でも、タクミ様は『考えれば解とけるタイプ』って言ってたから、えーっと……」

　と、キッドが検証し始めた時。

　二人の肩に、ぽんっ、と巧の手が乗っかった。栞とキッドが「え？」と同時に顔を見ると、巧の眉がキリキリッとなっていた。

　そして小さくＶサインをした。

「これも本に載ってた」

「おお～っ！」

「キミ、やっぱりカッコイイかも！」

「うわははは、台無しとか損したとか撤回するか？」

「「うん！」」

　との返事を受けて、ノリノリで巧たくみが女性像に触れる。

《問７の答えを口頭で述べよ》

　巧はむふっとした笑みを二人に見せつけ、幸せ気分を満喫してから、

「Ａ」

　数秒の沈黙が流れ……

《正解》

「うわーははは！　どーだ、すげぇだろ？　予習の力をなめんなよっ！」

「さ。行こうか、シオリン」

「そだね」

　栞しおりとキッドは、崩れた壁の向こうにある一本道をそそくさと歩き出す。

「……あれ？　もうちょっと余よ韻いんというか……」

「やっぱり台無しだよね～」

「ホント。褒めて損した」

「……」

　たしかにノリすぎた、と反省した巧は、静かに二人のあとを追いかけた。

　そしてまた一本道――。

　５問目と６問目、６問目と７問目、それぞれの間隔は推測したとおり長くなっていた。時間にすると一時間強、距離に（おおよそで）換算すれば五～六キロになる。

　相変わらず景色に代わり映えもない。

　これまでならば、会話が止まり、歩く速度も落ちて、ピリピリとした雰囲気が漂うのだが、今回は違った。

　三人は終始、和なごやかに洞どう窟くつ内を進んでいた。

　それは栞がずっと話をしていたからだ。栞が笑顔を絶やさなかったからだ。

　巧が先頭で、その後ろを栞とキッドが並んで歩く――というのが、三人の基本隊列で、キッドが巧と栞の間を行き来する時ぐらいしか並びが変わることはなかったのだが、そのパイプ役を栞が率先して引き受けていた。

　キッドとは他愛もない話で盛り上がり、巧がムスッと黙り込んでいるのを見るや否や、さっと近寄って話しかける。

　ケラケラと大きく口を開けて笑い、巧にからかわれては頬ほおを膨らませて怒り、キッドがそれに乗ってきたら涙目になって肩を落としてみせた。

　いつしか三人は横一列に並んで歩いていた。それは桃もも井い兄妹との登下校時に似ていて、やりとりも少し似ていた。

　そんな風に、疲れも苛いら立だちも感じず一時間弱、歩いたところでセーブホールが現れた。

「どうする？」

　キッドが巧たくみに訊たずね、

「んー……」

　と、巧は腕を組んだ。

（ここでセーブがベストだ）

　とは、悩むまでもなく答えが出ている。肉体的な疲労という意味でもさることながら、今回の三問で「予習」の威力を実感した。現実に戻って、少しでも「知識の貯金」をしておく方が有利だ。

　ただ。

　今の雰囲気のまま行きたい、という思いが、理屈を超えて訴えかけてくる。おそらくはキッドもそう感じているだろう。

　巧はしばらく考えてから、決断した。

「……よし。このまま次へ――」

「ねえ」

　巧に最後まで言わせず、栞しおりが言葉をかぶせた。

　巧とキッドのちょうど中間に立ち、手を背中の後ろで組んで、姿勢を正す。

　それから、美しい形の微笑みを浮かべて、

「私、リタイアしていい？」

　と言った。

　巧とキッドは、崩れない微笑みを呆ぼう然ぜんと見つめ「なぜ？」と問いかけるまでにかなりの時間を要した。

「ほら、私は全然、役に立てないし。というか、お荷物だし。ただ歩くだけだから正直、疲れちゃったというか、楽しくないというか……」

「そんなもん理由にならねぇだろ」

「そうだよ。シオリン、何を言ってるの？」

　栞は、ん、と唇を一回だけ噛かんだが、すぐにまた微笑んだ。

「それに……私、わかってるんだ。このクエストは私を困らせるためにあるんでしょ？　前にディフさんが言ってたの覚えてるもん。私の存在は『チートだ』って。だからこれは私への対策なんでしょ？　今回クリアしちゃうとまた今度も難しいのがきて………それを繰り返すんでしょ？　だったら、私がリタイアすればこれ以上、難しくは――」

「違う！」

　巧が一歩、詰め寄った。

「逆だよ、栞。これぐらいじゃビクともしねえってところを見せつけておかないと、弱点ばかりを狙ねらわれる。そーゆークエストばかりが増える。だから――」

「とにかく！」

　栞しおりは声高に叫び、微笑みも崩した。

「……私はリタイアしたいの」

「ダメだよ、シオリン」

　今度はキッドが一歩、詰め寄った。

「シオリン一人だけリタイアなんてできない。シオリンのリタイアは全員の失敗なんだ。そんな勝手な真似はダメだよ」

「そ、それは……本当に申し訳ないと思うけど……」

「じゃあ頑張ろうよ。ボクだって役に立ってないんだし。ね？」

「……ごめんっ」

　栞は二人に背を向け、セーブホールに飛び込もうとした。

「待て！」

　キッドが栞の腕を掴つかんで引き留める。そして――栞の前では初めて――表情を消して、冷徹な眼で睨にらみつけた。

「そんなことは許さない」

　洞どう窟くつ内に殺気が充満する。側で立っている巧たくみは、その場にしゃがみ込みたくなるほどの悪寒と恐怖を感じた。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、栞しおりは感覚が麻ま痺ひしているのか、それとも栞の強さの前では「素の」キッドですら恐怖を与えられないのか。いずれにしても、栞は申し訳なさだけで唇を噛かんでいた。

　ぶうんと大きく腕を動かして、キッドの手を払い、

「……ごめんね、キッドくん」

　と言い残して、セーブホールに飛び込んでしまった。

「あ！」

　キッドが瞬間的に杖つえを抜くも、すでに遅い。怒りと屈辱はそのまま巧たくみに向けられる。

「なにボーッと見てるんだよ？」

「……落ち着け」

「落ち着けるか！」

　キッドが杖から水の弾丸を放った。巧の頬ほおに薄い傷をつくって、壁で小爆発を起こす。一連の動作を巧は目で追うことができなかった。

「協定はクエスト終了までだよね？　それって今？　そうならこのままタクミ様を――」

「いいから落ち着け」

　巧は精一杯、平然を装いながら言って、間髪をいれずに続けた。

「栞はセーブホールに飛び込んだだけだ。今、リタイアしたわけじゃない。それにオレは栞にリタイアの仕方を教えていない」

　リタイア方法はいくつかあるのだが、今回のクエストの場合は「洞どう窟くつの入り口から外へ出ること」か、現実世界で小こ町まちにリタイアの手続きを取ってもらうか、だ。

　栞はそのどちらもしていない。

「……そうだね」

　キッドは杖を仕舞い、形相も和らげた。が、まだ納得しているわけではない。

「このままシオリンがこの世界に戻って来なければ、結局はタイムアウトで失敗になるんだよ？」

「わかってる」

「わかってるじゃなくて、どうするの？」

「連れ戻す」

「どうやって？」

「どうにかして」

「はっ。頼りないな～」

「散々、頼りにしてるって言ってたじゃねぇか」

「……じゃあ、頼りにしてあげるよ。頑張ってね」

「次の待ち合わせは？」

「明日の同じ時間。どうにかできなくてもタクミ様は来てね」

「わかった」

　キッドはセーブホールに身を投じ、現実世界へと戻った。

　残った巧たくみは、大きく大きく息を吸い込んで、吐き出す。その場にしゃがみ込むどころか、このまま消滅したいぐらいの悔恨が、息を吐いても吐いても沸き上がった。

（バカか、オレは！）

　栞しおりの嘘うそをなぜ見抜けなかったのか。

　栞の陽気さが空元気だと、なぜ気づいてやれなかったのか。

　どれだけ己を責めても、責め足りない。

　なにより。

「くそ……どーすりゃいいんだ……？」

　わからない自分が腹立たしい。



　ブレイン・カンパニー本社ビル地下三階７号室――。

　現実世界に帰還した巧を小こ町まちが出迎えた。

「厄介なことになったわね」

「もはやキーワードっすね、それ」

　各種装置を外し、巧と小町がプレイヤーズ・ブースから向かいの部屋へと移動する。

　その部屋に、先に帰還した栞の姿はない。

「栞、なにか言ってましたか？」

「言ってたわよ」

「なんて？」

「栞ちゃんのプライベートな話よ」

「だから、なにを言ってたんですか？」

　小町が冷たい目を向ける。

「聞いてどうするの？　仕事とプライベートは区別するんじゃなかった？」

「それは……」

「自分でも自覚してるだろうけど、今のアンタ、自分で思っている以上に中途半端よ」

「……」

「ごめん。すごく性格悪いね、私……」

　巧は首を横に振る。

「いいや。小町さんの言うとおりです。正直、今でもどーしたらいいのか、わからない。アイツのプライベートに立ち入っていいのか、わからない」

「……栞ちゃんは、アンタとのコンビ解消とオペレーターの変更をお願いしてきたわ」

「それらが叶かなわない場合は仕事辞めます――ですか？」

「正解」

「嬉うれしくねぇ。つーか、なに考えてんだよ、アイツは……」

「アンタに合わす顔がないってとこでしょ」

「……くそっ」

　かすかな舌打ちをして、巧たくみは部屋から出ようとしたけど、小こ町まちが目の前にＡ４サイズの封筒をすっと出して遮った。

「手ぶらで追いかけても返り討ちに遭うだけよ？」

「なんですか、それ？」

「栞しおりちゃんの超プライベート情報。ハンパな覚悟で聞ける内容じゃないけど、どうする？」

「……」

　巧は床に腰を下ろし、話を聞く体勢をとった。それでも小町はまだ本題に入らない。

「栞ちゃんの人生に覗のぞき穴をあけるのと同じことよ？　中途半端な気持ちなら止めときなさい。今なら私の胸にしまっておけるから」

「……でも、知らなきゃ栞を連れ戻せない。オレは、栞がいま、なにに困っているのかも知らない。知らなきゃなにもしてやれない」

「してやれない、ねぇ……。まあ、いいわ」

　小町は封筒から数枚の用紙を取り出し、そこに記されてある内容を語り始めた。

「――立たち花ばな広ひろ和かず。これが栞ちゃんの戸籍上の父親。といっても養父だけど」

「よーふ？」

「あとで話すから黙ってなさい」

「……」

「学歴は一流半ってとこだけど、職歴は優秀よ。商社の営業マンから独立して起業。あれこれと手を出して、ことごとく成功してる。で、二十七歳の時にモデルと結婚。いわゆる勝ち組ね」

「そんな感じには見えなかったけど」

「盛じよう者しや必ひつ衰すいってやつよ。立花夫妻は子供が出来ないことに悩み、三十歳の時、栞ちゃんを養子縁組みにした。数年後、不妊治療の甲か斐いあって念願の長男が誕生………とまあ、ここまでがピークね。ここから先は……」

　小町は不意に言葉を止めて、

「さすがにキツイわね……」

　ぼそりとこぼしてから、続ける。

「――ま、ここから先は坂を転げ落ちるだけよ。会社が倒産して、負債を抱えて、それを返済するために借金して、その金でまた起業して……の繰り返し。当然、生活も荒れて、酒に溺おぼれて、二度ほど長期入院もしているわ」

「そうそう、病弱な感じだった」

「どう？　栞しおりちゃんがどういう人生を歩んできたか、わかった？」

「……じゃあ、栞が抱えている借金は、その親父の――」

　小こ町まちが巧たくみの顔を足あし蹴げにした。

「何ですぐ金の話になるの？　だからアンタはバカなのよ、この低脳！」

「なんでそこまで――」

　顔をマジ蹴りされては巧もたまらず、怒鳴ろうとしたが、小町は尚も罵ば倒とうした。

「私が無駄なことを喋しやべると思ってんの？　ヒントを織り交ぜてるでしょ？　そこから読み取りなさいよ！　どれだけクイズが解とけたってね、想像力のない人間はクズよ！」

　小町は巧に「悟れ」と促す。なぜなら、小町自身が言葉にしたくないことだから。

　でも、巧は悟れなかった。小町は嘆息して、遠回しに続きを話す。

「栞ちゃん、力が強いでしょ？　電脳世界の話じゃなくて、現実での話。あの子のパンチ痛いでしょ？」

「ええ、まあ。格闘技でもやってたのかなってぐらいに」

「そうよ。小学生の頃ころから護身術を習ってるわ。無料のカルチャースクールでだけど」

「え……まさか？」

　巧の顔色が蒼そう白はくになった。

「栞ちゃんが前に通っていた高校の生徒は、あの子が顔にあざをつくっているのを――」

「小町さん、もういいです！」

「うっさい！　聞け！」

　小町はもう一度、巧を蹴けり飛とばした。

「人の過去を覗のぞいておいて、見たくないことは見ないだなんて都合のいいことが通るわけないでしょ！」

　威圧感と言葉の重みに気圧されて、巧は無言で頷うなずいた。

　だが、小町はまた話を少しずらして続けた。

「栞ちゃん、ずっと家を出たいと思ってたんでしょ。でも、できなかった。あの子の実の両親は経済苦を理由に、あの子を施設に預けたの。実の両親についての詳細はわからないけど、羽振りが良かった当時の立たち花ばな広ひろ和かずにも数百万円の借金をしていて――」

「その借金帳消しを条件に？」

「栞ちゃんを譲ゆずってもらった。悪い表現をすれば……金で買ったのよ、栞ちゃんを」

「………」

「墜ちた広和は、そのことを何度も栞ちゃんに言ったんでしょ。あの時、金を返してもらえばよかった――ってな調子で」

「………ひどすぎだろ……」

「だから家を出たのよ。きっちりとケジメをつけて。広ひろ和かずは、ここの系列会社にも借金があってね、まあそれ自体は完済してるんだけど、その時の情報を見て、うちの開発部長が栞しおりちゃんに声をかけた」

「横分けか……」

　巧たくみがテストプレイヤーの仕事を始めるきっかけも、その開発部長だった。ちなみに名は横山という。

「栞ちゃんは二つ返事で話にのった。この会社から借りた金をそっくりそのまま養父母に渡して、晴れて家を飛び出した。なのに、また絡みつかれた。今回だって金を無心されているんでしょう、きっと」

「あのガリガリ親父、とことん腐った野郎だな……」

「それ以上よ」

「え？」

「具体的な数字は教えないけど、栞ちゃんがこの会社から借りている額は、数百万なんて単位じゃないわ」

「……でたらめな数字を言われて、栞はそれを真に受けたってことですか？」

「あの子、いい子だから」

「そーゆーのは、人がいいっていうんだよ！」

　ドン！　と巧が拳こぶしを床に叩たたきつけた。

　ゆっくりと呼吸をして、拳から床に高ぶる感情を逃がそうと努めたが、できない。

　怒りで体を震ふるわせながら立ち上がり、小こ町まちの手から封筒を奪い取った。

　小町もそれを奪い返そうとはしない。

「どうすればいいか、わかったの？」

「いいや。全然わかんねぇ。でも……ここでジッとしてることもできない」

　巧はドアへと歩き出し、一度だけ振り返った。小町はもう巧の顔を見ていない。

「こんな詳しい情報、よく調べましたね」

「調べたんじゃないわ。開発部長の所に怒鳴り込んで聞き出したのよ。あの男、眉まゆひとつ動かさなかったけどね」

「……ありがとう、小町」

「えっ？」

　驚いた小町がドアを見ると、巧はもう部屋を飛び出していた。

　地下駐車場でバイクにまたがり、急発進させる。

　目指す先は、資料で確かめた栞の父親が住む家だ。

　時刻は深夜二時を回っているけど、関係ない。栞のためになるのかどうかも知ったことじゃない。鍵かぎを壊してでも上がり込み、殴り倒してやらなきゃ気が済まない。

　そんな怒りでアクセルを回し、フルスロットルで愛車を走らせた。

　――が。

　走行途中、ポケットの中の携帯電話が何度も振動して、最初は無視をしていたのだが、あまりにしつこく鳴り続けるのでバイクを止めて電話に出た。

『やっと繋つながったぁ』

　ヒナの声だった。

「ヒナ？　お前、こんな時間に……つーか、どこから電話を？」

『家の近くの公衆電話だよ。そんなことよりも早く帰ってきて』

「どーした？」

「立たち花ばなさんがアパートから出て行っちゃった」

　巧たくみはその場でバイクをＵターンさせ、アパートまでの道をレッドゾーンから落とさずに走った。



　桃もも井い家けの隣の部屋は、もぬけの殻だった。

　さほど多くなかった家具たちも、いざなくなってしまえば、部屋を実際の間取りよりも広く感じさせる。

　カーテンの外された窓から差し込む月明かりが、畳を煌こう々こうと照らす。

「近所の人に訊きいたらね、夕方、軽トラに荷物を積んでいる人がいて、それに立花さんも立ち会っていたんだって。多分、廃品回収かリサイクルショップの人だと思う」

「……」

　巧とヒナは部屋には入らず、廊下から、主のいなくなった隣室を眺めていた。

「でね、これがうちの新聞受けに入ってた」

　と、ヒナは茶封筒を巧に渡した。

　封筒の表に【クーラー・ヒナ祭り・ハンバーグ】と書かれてあり、中には二十枚ほどの一万円札と、一枚の便びん箋せんが入っていた。

　巧は天を仰ぎ、声を詰まらせながら、

「ヒナ、この手紙を読んだか？」

　ヒナはぷるぷると首を横に振る。

「ううん。読んでないよ」

「よし」

　巧はヒナの頭を撫なでた。そして封筒から便箋だけを取り出し、ビリビリと破った。

「どーせ、しみったれたことしか書いてねぇんだ。こんなモンは読む必要ねえ」

　ヒナが自室に入って、両りよう脇わきにヘルメットを抱えて、すぐに出てきた。

「バイクに乗るの久しぶりだなぁ」

「飛ばすから、振り落とされんなよ？」

「スピードの向こう側を見てやるぜぇ」

　二人はヘルメットをかぶりながら、アパートの階段を駆け下りた。



　住宅街にある小さな公園。

　きぃきぃ、と鎖の軋きしむブランコに座り、栞しおりはぼんやりと遠くを眺めていた。

　足下には大きなボストンバッグ。視線の先には、巧たくみとヒナが昔住んでいたという高層のマンションがある。

　約一ヶ月前、巧はそのことを聞かせてくれた。

　そして――

『貧乏人は貧乏人らしく、生々しく、小汚く、泥臭く、お金を稼ごう』

　と励まし合った。誓い合った。

　ここは、そんな場所だ。

「桃もも井いくん、あの時も泣いてたなぁ」

　くすりと思い出し笑いをする。でも、感傷に浸りたくてここに来たわけではない。かといって、他に行く場所があるわけでもない。

「どうしようかな……」

　栞はゆっくりとブランコを揺らした。

　本当はアパートを出るつもりなどなかった。それ以前に、今日、養父に会うつもりもなかった。会えば何を言われて、何と答えるか、わかっていた。

　それでも会いに行ったのは、会おうと決めたのは、あのおんぼろアパートに引っ越してからの時間を信じたかったからだ。

　もう昔のような自分じゃない。怯おびえたりもしない。絶対に屈したりはしない。そういう風に変わった自分を養父に見せつけてやりたかった。

　――栞はタフだ

　という巧の言葉に背中を押されたこともあるが、知らず知らず、電脳世界で誇る圧倒的な強さを現実世界に持ち込んでいたのかもしれない。

　だが結局、想像していたとおりの結果になった。もはや自分を情けないとも思わない。嫌悪するほど自分に価値があるとは思えない。

　空虚な心に唯一、残ったのは、申し訳ないという気持ちだけだった。身勝手極まりない理由で仕事を投げ出したこともそうだが、それよりも、クエスト達成の報酬で養父に金を渡してしまうことが申し訳なかった。何の役にも立っていないくせに金だけをもらって、しかもその金をロクでもないことに使おうとしている。手元に金があると絶対にそういう使い方をしてしまう。

　それは仕事を放棄することよりも、二人を裏切る行為だと思った。

　だから、クエストをリタイアして、部屋を出た。

「とりあえず、住み込みで働けるようなところを探さなきゃなぁ。でも、そんなとこあるかなぁ？」

　あえて声に出し、あえて軽く言ってみる。

　おんぼろアパートに越してからの約二ヶ月は宝石のような時間だったけど、それを糧にしていけるほど未来は明るくない。人生はそんなに、ぬるくない。

「あーっ！　いたーっ！」

「!!」

　元・隣人の声が栞しおりの耳と胸を貫いた。実際はバイクの排気音にかき消されていたのだが、なぜかはっきりと聞こえた。次に急ブレーキでタイヤが地面にこすれた音。エンジン音が消えて、タッタッタと駆けてくる二つの足音。

　それでも栞は、その足音の正体に顔を向けることができない。

「栞……こんな所でなにやってんだよ。もう、むちゃくちゃだな、お前は……」

　くしゃくしゃ、と彼の癖である頭を掻かく音が聞こえて、

「まあ、いいや。とにかく帰ろうぜ」

　と言われてから、ようやく顔を上げて巧たくみを見た。巧の後ろにいるヒナの顔も。



    

  
    
      



    

  
    
      「無理だよ。部屋は解約しちゃったんだから」

「そんなもん、どーにでもなるだろ」

「……ねえ、桃もも井いくん。お金って、本当に怖いよねぇ……」

「はあ？　なんだよ、突然」

「あの人もね、昔は優しかったんだよ」

「……その話は家に帰ってからゆっくり聞いてやる」

　巧たくみは噛かみ合わない会話を終えようとしたが、栞しおりは話を止めない。

「実の子が生まれても、私をちゃんと可愛がってくれた。誕生日にはプレゼントも買ってくれた。悪いことをしたら叱しかってくれて……でも、叩たたいたりはしなかった」

「……うん。わかった。わかったから、もう帰ろうぜ」

「だから、お金さえあれば、あの頃ころに戻ってくれるかな――って、思っちゃうの。今でもそう思っちゃうの。本当にバカだよね、私……」

「いや………」

　そんなことはない、栞は悪くない――と、巧は言えない。嗚お咽えつを堪えるのに精一杯で、唇を開くことができない。

「あぁ……ダメだ。ヒナ、交代」

　巧は袖そで口ぐちで目元をこすりながら後ろに下がり、ヒナとハイタッチをかわした。

　ずいい。

　栞の前に子パンダが立つ。両手を腰に当て、胸を張って、仁王立ちする。

　それからヒナは、ぽん、とボストンバッグの上に茶封筒を投げた。

「え？」

　栞が困惑してヒナを見上げる。

「ハンバーグだけでいい。他はいらない。ヒナはそれを返しに来ただけ。ヒナは立たち花ばなさんに帰って来てほしいとか一ミクロンも思わないから。じゃ、そういうことで」

　くるりと踵きびすを返し、「巧くん、帰って一緒に寝よう」と巧を引っ張る。

「待てヒナ。つーか、よく言うぜ。さっきまでぐすんぐすん泣いてたくせ――」

「えい！」

「ぬほうっ！」

　ヒナの頭突きが巧の下腹部に突き刺さった。巧はその場に膝ひざをつき、悶もん絶ぜつする。

「う、嘘うそだろ、妹よ……このドシリアスな時に……」

「巧くんがヒナをツンデレみたく言うからだよ。ヒナ、立花さんにはツンもデレもしないんだから」

「ヒ、ヒナちゃん、このお金は私からのせめてもの――」

「ええい！」

　ブランコから立ち上がり、封筒を渡そうとする栞しおりにもヒナは頭を振った。栞は辛うじてそれを避けた。

「むうぅ、生意気な……」

「生意気でも何でもいいから、受け取ってよ」

「やだ。立たち花ばなさんからなんて死んでも受け取らない」

「わ、私のことが気に食わないのはわかってるけど……」

「うん。超ウルトラ気に食わない」

　ヒナは再び仁王立ちの構えをとった。

「ヒナ、立花さんに何があったのか知らないけど、立花さんが考えていることはわかるよ。本当は待ってたんでしょ？　捜してほしかったんでしょ？　そして見つけてほしかったんでしょ？」

「そ、そんな――」

「良かったね、巧たくみくんが見つけてくれて。一生懸命、捜してくれて。この場所だ――って閃ひらめいてくれて」

「………っ」

　栞は言い返せない。ヒナの指摘するような気持ちはなかった、といえば嘘うそになる。頭で考えての行動じゃないけれど、心のどこかで願っていたかもしれない。

「可哀想な私を捜して。つかまえて。でも何も言わないで訊きかないで。私はとっても繊細だから優しくそっと包み込んで――って感じ？　ヒナ、ちっとも感動しな～い」

　両手で顔を引っ張ってあっかんべーをする。

「おいヒナ、言い過ぎだろ！」

「巧くんシャラップ。タッチしてないんだから、まだまだヒナタイムだよ」

　と、いまだ悶もん絶ぜつ中ちゆうの巧をビシッと指さして、顔は栞に向ける。

「あのね、立花さん。巧くんにそういうのは通じないんだよ？　今はテンション高いからウルウルきちゃってるけど、明日になったら『ま、しょーがねぇか』とか言って、気持ち切り替えちゃうんだよ？　巧くん、行動力はあるけど基本、受け身なんだよ？　おしりを叩たたき続けないと動かないんだよ？　自分じゃＳとか言ってるけどＭなんだよ？」

　痛みとは別のダメージを受けて涙ぐむ巧を放置したまま、ヒナの独壇場は続く。

「でも、叩いたら必ず動いてくれる。頼ったら頼った以上のことをしてくれる。巧くんはそういう人なの。だからヒナと巧くんは相性最高のミラクルカップルなの。究極のデコとボコなの」

　それなのに――と、今度は栞を指さした。

「邪魔しようとするから気に食わないの。巧くんの扱い方も知らないくせに、ヒナに対抗しようとするから気に食わないの。本当は頼って、甘えて、泣きつきたいくせに、それをしたら迷惑だとか嫌われるとか思ってるから、巧たくみくんがそんな人だと勘違いしてるから、ヒナの愛する人をなめてるから、だから、超ウルトラマックス気に食わないんだよっ」

　と、栞しおりの心をマシンガンで撃ち抜いてから。

　ヒナは赤子を愛でる母親のような声で、そっと告げた。



「ちゃんと言葉にしなきゃ、何も伝わらないよ？」



「本当はどうしたいのか言って。今回だけは特別に巧くんを貸してあげるから」

　というトドメの一撃は、やや蛇足だっただろう。

　栞の吊つり目からは、すでに大粒の涙が何滴も流れ落ちている。

　巧は頭や鼻を掻かきながら、ヒナの隣に立ち並んだ。

「大げさに言いすぎだけど、まあ、そーゆーことだよ。オレはどーすればいい？　教えてくれ、栞」

「私は……」

　この時、栞が「抱きしめて」と言ったなら、巧は迷わずその通りにしただろう。

　たとえばそれが愛の告白だったなら、巧は受け入れていたかもしれない。

　だけど栞は、そんなことは言わない。

「あのアパートに住みたい。本当は出て行きたくなんてない。キミとヒナちゃんと三人で一緒に学校行きたい。一緒に帰りたい。立たち花ばなの家には帰りたくない。もう逃げたくない。強くなりたい……っ！」

　嗚お咽えつに言葉を詰まらせながら心情を包み隠さず吐露して、涙を拭ぬぐい、ニッと意地悪な笑みをヒナに向けた。

「でも、私は誰だれかさんみたいに男に甘えるだけの女にはなりたくないの。ちゃんと自分のことは自分で解決できる女が理想なの」

「むうぅ、なんて身の程知らずな……」

　ぺろりと舌を出し、さっきの仕返しをしてから、巧に目線を戻す。

「そのためには、お金が必要なの。だから、今回の仕事だけはキミに甘えてもいい？」

「……ああ、任せろ。オレが必ず洞どう窟くつのゴールまで連れていく」

「うん。信じてる」

　栞の瞳ひとみが光を取り戻し、真夜中を切り裂いた。空が薄いグレーに色を変え、朝日が昇る前の準備を始めている。

「んじゃ、帰るか」

　巧の呼びかけに、栞とヒナは同時に「うん」と答えた。

「ところでさ、今回の仕事ってどういうこと？　洞窟って何？」

「……栞しおり、今日も雨だなぁ」

「……ホント、毎日毎日いやになるわねぇ」

「ねーえ、誤魔化さないで教えてよー」

「――あれ？　ヒナちゃん、封筒の中身が半分以上、足りてないんだけど……」

「……今日は大雨だねぇ」



　桃もも井い家けに帰った三人は、お日様が元気いっぱいに夏の日差しを届けている間も、布団を川の字に並べて眠りこけた。

　学校をサボって。夕方まで。汗だくになりながら。



    

  
    
      

終章　答え





　クエスト開始から六日目。タイムリミットまで、残り一日。

　現実世界の時刻は、六月二十二日の午後六時。

　電脳世界・『広場』では――

「ごめんなさい！」

　と、金髪碧へき眼がんで露出度の高い鉄製の防具を身にまとった美人剣士が、何度も何度も額を己の膝ひざにブチ当てていた。

「もういいってば。シオリン、おでこ真っ赤になってるよ……」

　帽子もローブも靴もツーサイズは大きいブカブカの防具を身につけた少年魔法使いが、執しつ拗ようなまでに繰り返される謝罪行為に辟へき易えきしていた。

「だって、私……」

「ひどいことをした、キッドくんを怒らせた、何度謝っても足りない――でしょ？　もう耳にタコが何十匹だよ。ボクはもう怒ってないから」

「本当？」

「本当だよ」

「ありがとう。優しいね、キッドくん。こんな優しいキッドくんに私は……」

「うわ～っ、もういいよ～。それよりタクミ様は？」

「なんか『ネタを仕込む』とか言ってたけど、もうすぐ来ると思う」

「ネタ？」

　噂うわさをすれば影のタイミングで、赤メッシュに革製の防具、それと右腕に『黒い腕輪』を装備した魔法剣士が二人の元にやって来た。

「わりぃ。待たせた……って、栞しおり、額にコブできてんじゃん。なにそれ？　そこまでしてデコちゃんと呼ばれたいのか？」

「……んしょっ！」

　一本背負いを食らった巧たくみが呼吸を再開させるまで二分ほど待ってから、三人はベンチに並んで座った。

「ねえ、タクミ様。ネタってな～に？」

「説明の前に、確認しておくぞ」

　と、巧が表情を引き締めた。

　栞とキッドの表情もそれに呼応する。

「時間は、今日を含めてあと二日しかねぇ。不正解してまた一問目に戻されると、時間的にも体力的にも問題の難易度的にもクリアは不可能になる」

「そう、なるね」

「でもさ～、残り二日でゴールまで行けるとも限らないでしょ？」

「ああ。その点に関してはオレが時間の使い方を間違えた。ただ、ゴールはそう遠くないと思う」

「根拠は？」

「ない。だから、今回からは移動は歩きじゃなくて走る。少しでもタイムロスをなくしていこう」

「うん。わかった」

「おっけ～」

「――で。とにかくもうクイズは一問も間違えられない。ノーミスが絶対条件……なんだけど、わからない問題が出てきたらどーしようもねぇ」

「それは、いわゆる『考えても解とけないタイプ』の問題のこと？」

「そゆこと」

「あ、そ～か。そのタイプへの対策が『ネタ』なんだね、タクミ様」

「そゆこと」

　巧たくみは唇を得意げに歪ゆがめて、パンッと右腕の『腕輪』を叩たたいた。

「オレの本体の分裂ダブルを現実世界に置いてきた。もし、わからない問題が出てきたらオレを殴るなり蹴けるなりして気絶させてくれ。そうすれば主導権がもう一方に移る。そして現実にいるオレが答えを調べてから戻ってくる。早い話がカンニングだ」

　栞しおりは、巧の説明に心の中で言葉を添える。もし「考えれば解とけるタイプの問題」が解けなくても――

（小こ町まちさんなら解けるから、だね）

「……にしてもまあ、よく思いつくね。私じゃ絶対に無理だよ」

「ボクも。そんな悪知恵は働かな～い」

「フン。つーか、栞の言ったことがヒントになったんだぞ」

「私？」

「栞が『私の存在はチートだ』って言っただろ？　あれで思いついた」

「そっか。チートはカンニングを意味する言葉でもあるもんね」

「そゆこと」

「あ……ああ、そうだね。うん。私、そのつもりで言った」

「………」

「………」

「ごめんなさい。嘘うそです。調子に乗りました」

「よし」

「もうやめてね、シオリン」

「うぅ……」

　巧は限界まで細めた目を元の状態に戻して、腰を上げた。

「んじゃ、マラソンしに行こうか」



　電脳世界・『洞どう窟くつ』――

　セーブホールから洞窟内に舞い戻った三人は、打ち合わせどおり、一本道を駆けた。

　が、最初の行き止まりは、走るまでもない距離で待ち構えていた。

　道を塞ふさぐ壁には問題が記されている。



　問８

　原子番号12の元素は？



　栞は問題を見た瞬間にあきらめて、巧の顔をうかがった。

「……ちっ」

　巧たくみが渋い顔で舌打ちをする。

「嘘うそ？　ダメ……なの？」

「ダメっぽいな……」

「これ、なぞなぞとか引っかけ問題じゃないよね？」

「ど真ん中ストレートの『知識問題』だ。しかも中学レベルの簡単な理科の問題。だから完全にダメってわけでもないんだけどな……」

「私も全然ダメって感じじゃないの。強がりじゃなくて、授業で習った。すいへいりーべ……ってやつだよね？」

「オレもさっきからそれを思い出しているんだけど、すいへいりーべーぼくのふね……で止まるんだよなぁ」

「……どうする？」

　と、栞しおりが拳こぶしをグーにした。ここで『カンニング』するか、という意味だ。

「いや……こんな問題で……でも、わかんねぇし……正直、超怖いし……」

　巧が栞の拳から目をそらしながら、悩む。

「マグネシウム、だよ」

　これまで一歩離れた場所から巧と栞の様子を眺めていたキッドが口にした。ニコニコとした相変わらずの表情だが、声がわずかに低い。

「キッドくん、本当？」

「うん。ボクはその語ご呂ろ合わせは知らなかったけど、百番目ぐらいまでなら暗記してる。だから、絶対にマグネシウムで正解だよ」

「百番目って……ほとんど全部じゃねえか」

「キッドくん、すごーい！」

　栞は素直に喜んだが、巧は素直には喜べない。

「小僧……お前もしかして、すげぇ頭良いんじゃねえのか？」

「ボクわかんな～い」

　いつもの調子で煙けむにまかれ、巧も眉まゆ根ねを寄せるだけにした。頭の良し悪しはともかく、キッドがここでわざと不正解を言う理由はない。

　なので巧はキッドの答えを信じて、女性像に触れた。

《問８の答えを口頭で述べよ》

「マグネシウム」

　わずかな沈黙が流れ……

《正解》

　壁が崩れた。



　次なる壁を目指して、三人が走る。

　その並びは、これまでの基本隊列とは真逆だ。栞しおりとキッドが先頭を並んで走り、数メートル遅れて巧たくみが続く。全速力なのに遅れを取っていた。この電脳世界での巧の「弱さ」は単純な体力にまで及んでいた。

「大丈夫？　頑張って」

　と、栞が振り返って励ます。巧にとってはあまり嬉うれしい気遣いではないのだが、皮肉や虚勢を張ることもできなかった。コクコクと頷うなずきだけで返す。栞には、呼吸の乱れも一切なく、並走しているキッドにすら「合わせている」ようだった。

　次の壁に到達するまでに要した時間は、二十七分と少し。距離にするとおよそ七キロの道のりだった。巧は地面に両手両りよう膝ひざをつき、息を整えてから、問題を見た。



　問９

　規則性を見つけて、最後の問題の答えを出しなさい。

　12÷５＝２

　34÷７＝６

　71÷９＝８

　99÷14＝？



「また規則性の問題だ～」

「でも、これまでとはちょっと違うね」

「こーゆー数字を使うパターンの方がポピュラーだけどな」

　三人は横一列に並んで問題を眺め、

「「「てゆーかさ」」」

　と同時に言って、三人ともが顔を見合わせた。

「ボク、わかったんだけど」

「オレも」

「私も」

「……」

「……」

「本当にわかったのよ！　割り算をして余りの数が答えになってるんだよね？　だから、答えは『１』でしょ？」

「ボクも１だと思ったんだけど、シオリンと一緒なら間違えてるのかな……」

「他に規則性があるってことか……」

「もう！　どうして信じてくれないの！」

　栞しおりが怒るのも無理はないが、巧たくみとキッドの反応もこれまでの栞の不出来さを目の当たりにしていれば致し方ない。

　だが、三人が同じ解答に辿たどり着つくということは……と、巧は判断した。

「自信を持っていこう。解とけている問題の前で足踏みなんて、それこそ時間の無駄遣いだ」

「あるいは、それが狙ねらいなのかもね～」

「だとしたら尚更、答えを信じようよ。そして私を信じてよ……」

　意見が一つにまとまったので、巧は女性像に触れた。

《問９の答えを口頭で述べよ》

「………１」

　ちょっとだけ語尾を上げてしまったが、自分とキッドと栞を信じた。

　数秒の沈黙。

《正解》

「ほらね！　私だってたまにはやるんだから！」

　鬼の首を取ったように誇る栞と「ごめんごめん」と謝るキッドはすぐに崩れた壁の先へ進もうとしたが。

「待ってくれ」

　タイムロス云うん々ぬんを言い出した本人が矛盾する行動を取った。

「タクミ様、まだ疲れてるの？」

「そうじゃない。そうじゃなくて……ちょっと変じゃないか？」

　これまでは壁を越える毎に問題の難易度も上がっていた。特に、問３からは『考えても解けないタイプ』の問題が増えた。ここまでノーミスで来られたのは運が良かっただけで、どこかで間違えていても不思議じゃない。

　ところが。

「ここにきてまた簡単になった。こう言ってはアレだけど、栞でも解けるんだからな」

「ホントにアレだけど……たしかにそうね」

「でもさ～、この問題だけが簡単に感じたのかもしれないよ」

「それもそうなんだけど……なんか引っかかるんだよ」

　巧は腕を組み、片手で顎あごを撫なで、首を傾かしげ、体も斜めに倒して、悩んだ。

「走りながら考えてよ～」

　キッドが急かすようにその場で足踏みをする。

「……ああ、そうだな」

　今度は時間にして三十六分、距離にして九キロも走り続けなければならなかった。当然、巧は走りながら考えることなどできす、壁前に着いた途端、地面に倒れ込んだ。キッドもさすがに疲れた様子で手を膝ひざの上に乗せていた。栞だけが平然としていた。

　が、問題を見た瞬間、三人とも顔面蒼そう白はくになった。



　問10

　□に入る数字を答えなさい。

　３・１４１５９２６５３５８９７９３２３８４６２６４３３８３２７９□０２８８……



「……いや、円周率だってことはボクにもわかるんだけどね……」

「……それは私もわかったけど……キミは？」

　キッドと栞しおりがかすかな期待を込めて、巧たくみを見る。

　巧は寝転び、頬ほお杖づえをついた体勢でひらひらと力なく手首を振った。

「ムーリ」

「だよね～……」

「これは仕方ないよ……」

　という口ぶりほど、栞とキッドの表情は沈んでいない。問題の答えとは別の所で意志が統一されていた。

　今こそが『カンニング』の時だ、と。

　巧もそのことは重々、承知しているのだが、表情は重く、苦く、極めて切ない。

（これ、究極の選択じゃね？）

　栞に殴らせるか、キッドに頼むか。

　栞のパンチはモンスターを一撃でＫＯするほどの威力がある。加減を間違えれば、巧は冗談抜きで死ぬだろう。でもでも、栞は世界トップクラスの不器用だ。気絶させる程度になんて器用な真似ができるはずない。

　一方、キッドはというと、上手に加減できる能力や器用さはあるけれど、根本的に信用できない。今は一時的に協力関係にあるだけで、前は本気の殺し合いをした関係だ。

（……いや、でも、やっぱ小僧か）

　キッドが今ここで自分を手にかけるメリットがない――と判断して、巧は立ち上がった。

　だが。

「よっ」

　と、キッドが懐から杖つえを取り出したまではいいけど、

「んっ、んっ」

　と、栞が準備体操をしているのには心底たまげた。ぶわっと全身から汗が噴き出た。

「……え？　なんで二人とも備えてんの？　いや、オレは小僧に頼もうと……ねえ、なぜ二人とも近づいてくるの？　ねえ、マジでそれはダメだから、ねえ、ねえってば！」

　キッドと栞は「せ～の」のかけ声とともに二人同時で巧を攻撃した。

　栞しおりは右側から脇わき腹ばらへのフックを、キッドは左側から脳天への打撃を………。



　この瞬間、スイッチが切り替わった。

　電脳世界から現実世界へ。アバターからリアルへ。主導権は移ったのだ。



　ブレイン・カンパニー本社ビル地下三階７号室――。

　プレイヤーズブースの黒い椅い子すに座る巧たくみではなく、向かいの部屋でゴロンと横たわっていた『もう一人の巧』がビクンと跳はね起きた。

「ったく、何度も見ても気持ち悪い光景よね……」

　小こ町まちが卓上のパソコンを操作をしながら言って、巧も悲しいかな同じ感想を持った。

「なんか、自分の目で自分の体とか自分の顔とか見ると自分じゃないような――」

「自分自分うっさい」

「オレも言いながら後悔してました」

「そんなことより、大丈夫なの？」

　と、小町が黒い椅子に座る方の巧に目をやった。服の上からは見えないが、脇腹に拳こぶしのアザがあることは間違いない。脳天にもコブが確実にできているだろう。こころなしか、生命的な意味でダメっぽい感じにぐったりしているようにも見える。

「……ま、まあ、大丈夫だと思い……ます？」

「私に訊きかないでよ。てゆーか、これよ」

　小町はパソコンで円周率が表記されたページを開いて、見せた。

「………あれ？　空欄はどこでしたっけ？」

「ここよ、ここ。答えは『５』よ」

　ものすごく怖い思いをして手に入れた答えが数字一文字だと拍ひよう子し抜ぬけしないでもないが、覚えやすいことは良い。

「では早速、あっちに戻ります」

「私は何もしなくていいのよね？」

「はい」

　巧が以前『現実の分裂』を使用した時は、二つの体で同時にログインをした。つまり、電脳世界に二人の巧がいる状態だ。

　しかし、今回は「二人の巧」が存在しても無意味なので、今から『現実の肉体を一つに同化』させて、電脳世界で気絶している方に主導権を戻す。

　ブースに入り、もう一人の自分に触れると、巧の二つの肉体は一つに戻った。

　意識は再び地下迷宮へと飛ばされる――。





　電脳世界・『洞どう窟くつ』――

　気絶していた巧たくみの体に精神が宿り……

「いっっでえええええ！」

　びょん、と寝たままの姿勢から数センチ浮き上がるという軽い奇跡を起こして、大絶叫した。脇わき腹ばらと脳天を左右の手でさすりながら、地面をゴロゴロと転がる。ゴロゴロ、ゴロゴロと転がり続け、栞しおりの足に頭がぶつかって思わず見上げてしまったけど、栞はちょっと内うち股またで後方に下がっただけで殴りかかったりはしなかった。

「だ、大丈夫？」

「全然！　全然大丈夫じゃない！　特に脇！　一瞬、もげたと思ったモン、これ絶対骨にいってるよ！　二～三本は確実に持ってってるよコレは！」

「……大丈夫。肋ろつ骨こつはまだたくさんあるから」

「ごめんなさいしようぜ！　嘘うそでもいいから謝ってみようぜ！」

「ね～タクミ様、答えは～？」

　と、問題の記された壁に背を預けて座っているキッド。

「テメェも少しぐらい労れ、クソガキ！」

　ぞんざいな扱いと痛みで目に涙をためながら、巧は女性像まで歩き、そして触れた。

《問10の答えを口頭で述べよ》

「５だよ！」

《正解》

　壁が音を立てて崩れた。

「頑張った！　オレすごい頑張った！　だから次までは歩いていいだろ？」

「ダメだよ。走ろうって言い出したのタクミ様じゃ～ん」

「そうだよ。自分の言葉には責任を持とうよ」

「………お、鬼どもめぇ」

　巧はわりと本気の殺意を覚えた。

　が、しかし。

　巧の切なる願いは叶かなった。

　崩れた壁の向こうには、目に見える距離に行き止まりの壁があったのだ。これまで――ある意味では最も――三人を苦しめてきた一本道の間隔が突然、短くなった。

　三人は不思議に思いつつも、壁の文字を読む。



　問11

　Ｈの後にあるものはな～んだ？



「なぞなぞだ～」

　キッドが見たまんまのことを述べた横で、栞しおりが俯うつむいて赤くなった頬ほおを隠していた。

「シオリン、わかる？」

「え？　あ、いや、それは……」

　さらに頬を染め、指を遊ばせる。

（ど、どうして急に下ネタが……Ｈの後って、そんなの……とか……とか？）

　栞なりに懸命に答えを模索したが、

「あい、だな」

　クイズ王の顔に戻った巧たくみがさらりと言った。矢先に、栞が目を尖とがらせ、巧を睨にらむ。

「……なんだよ？」

「キミってそういう人だったんだ。ちょっとショック」

「………ハア？」

「愛は、その、そういうことの前にあるものでしょ？　というか、愛がないのに、それをしちゃいけないんだよ？　お互いの気持ちを確かめ合って、でもすぐにアレをしちゃうんじゃなくて時間と段階を経てからじゃないとダメなの……キミはきっと、変な本ばっかり読んでるから脳がピンク色に――」

「栞、違う」

「今さら弁解しても遅いよ。一度、晒さらしてしまった本性は――」

「違う。その愛じゃない。アルファベットの『Ｉ』だ。意味はわかるだろ？」

「………ぁ」

　最初は恥ずかしさで、次に怒りで赤くなった頬の色は、血の気が引いて青くなった。

「面白かったから途中まで黙って聞いてたことは謝る。でも、近ちか頃ごろとみに思うんだけど、栞って脳がピンク色――」

「わーわーわー！　何も聞こえない！」

　栞は両手で耳を塞ふさいで大声を出した。アイデンティティを守る最後の手段だった。

　巧は呆あきれるやら可愛らしいやら複雑な心境で苦笑してから、真剣な顔つきに戻した。

　慣れた所作で女性像に触れる。

《問11の答えを口頭で述べよ》

「Ｉ」

《正解》

　壁が崩れ、また、すぐ先に壁が見えた。

　しかし、その壁はこれまでとはやや趣おもむきの異なる代物だった。



　最後の問題

　正解は右？

　それとも左？



　壁の文章はもはやクイズの体を成していないように思われたが、三人はこれがクイズであるということを何の疑問も持たずに受け入れた。

　なぜなら。

　一本道が左右に分岐していたのだ。

　壁は直進方向に対してだけの行き止まりであり、道の形はきれいなＴ字路になっていた。

　門番の役割を果たしていた女性像もここにはなかった。

　右か、左か。

　どちらかがゴールに繋つながる道で、もう一方はおそらくスタート地点に戻る道。

　それは、わかる。問われていることは、わかる。

　だが――

「意味わかんないよ……」

　キッドは怒りのこもった声で呟つぶやく。飄々とした雰囲気も、おどける仕草も、ない。

「運次第……ってこと？」

　栞しおりは左右の道を幾度も見比べた。道に相違点はない。高さも、幅も、壁の形もすべてが同じ。だから、勘を頼りに一か八かをするべきなのか、と考えても不自然ではなかった。確率は二分の一。数字だけを見れば、ギャンブル性は低い。

「いや、そうじゃない……と思う」

　巧たくみが歯切れ悪く否定した。それをそのままキッドが指摘する。

「曖あい昧まいな表現しないでよ」

「………」

　巧は、苛いら立だちが態度に表れ始めているキッドとは視線も言葉も交わさずに、壁を叩たたいてみる。が、硬度も前までと変わりがない。他にも隠れている仕掛けがないかと探ってみたけれど、それもなかった。

　やはり――右か、左か。それ以外に道はない。

　だけど、運、ではない。

「絶対……なにかある」

　巧は片かた膝ひざをつき、立てている膝の上に顎あごを乗せて、黙考し始めた。

　洞どう窟くつ内の空気が緊迫と沈黙で張り詰める……。

　巧の黙然とした姿は、焦れたキッドをしても口を閉ざさせ、栞は神を拝むように両手を合わせて目を瞑つぶっている。

　巧たくみの心中は、それほど穏やかでもなかった。脳を働かせようとすればするほど、栞しおりとの約束がちらつき、焦りを大きくさせる。

（オレがやらなきゃ……オレにはこれぐらいしか……！）

　という気概が逆に冷静さを妨げていた。だから巧は、とにかく情報の量を多くすることで、邪念を埋めようと試みた。

　六日前、このクエストをスタートさせた時点から今この瞬間までを脳内でリプレイした。交わした会話や問題の内容はもちろん、三人の並び、栞の表情、キッドの仕草、何気なく歩いてきた道の景色、自らの行動……とにかく覚えている限りのことを並べ尽くした。

　そうして、真の意味で問題の解明に集中できたのは、この世界ではなく、現実世界での親友の指摘を思い出した時からだった。

　ＧＤＰとＧＮＰ。どちらでも正解かもしれないという、問題としての不細工さ。

（そう。どうも釈然としないんだ……）

　違和感そのものをキーワードにすると一本のラインが見えてきた。違和感を覚えたのは何もあの時だけではない。何度か首を傾かしげた場面があった。

　特に終盤。問９からの難易度のアップダウン。栞にも解とけた数式の謎なぞ、その次は誰だれにも解けそうにない円周率のクイズ、そして最後は子供の遊びのような簡単ななぞなぞ。

　そして、壁と壁の間隔の急激な縮小。

（まるで……もうオレたちを苦しめる必要はないと言わんばかり……）

（違う。必要じゃない。意味がないんだ）

（どーして？）

　思考のパズルが徐々に速度を上げて、完成型へと近づいていく。

「どーして？　……もう、わかるから？」

　呟つぶやき、再び現実世界での記憶が天啓となって巧の体を駆け抜けた。

　それは顔面の痛みとともに思い出された小こ町まちの言葉だ。

　――私が無駄なことを喋しやべると思う？

　――ヒントを織り交ぜてるでしょ？

　――読み取りなさい！

（あ！）

　すでにパズルの外枠は完成した。

　巧は立ち上がり、後ろを振り返る。これまで歩いてきた長い長い一本道を見つめる。

「最初からか……」

　今にして思えば、最初から違和感を覚えることは可能だった。二回もチャンスがあったのに見過ごしていた。だが、二回もチャンスがあったからこそ、今、気づくことができた。

　一周目と二周目、それぞれの一問目と二問目には共通点がある。

　問題の答えだ。

（一問目はどちらも答えがＳで、二問目はどちらも答えがＡ）

　ここへ、尚なお之ゆきの指摘を重ねると、さらに絵が見えてくる。

（ＧＤＰとＧＮＰ、どっちでもいい。肝心なのは――頭文字！）

　残り数ピースになったパズルを埋めることは稚戯に等しい。

　大きなヒントはすでに与えられていたのだ。

　それは、問９の問題。



　――規則を見つけて、最後の問題の答えを出しなさい。



「そーゆーことか……」

　時間にすれば十分に満たない『洞どう窟くつ』との頭脳戦に、巧たくみは辛くも勝利した。

「桃……じゃなくて、キミ、わかったの？」

　栞しおりが訊たずねてきた。

　巧は栞に返事をする前にキッドの姿を捜した。キッドは口に手を当てて、黙々と何かを考えている様子だった。

（アイツも、もうじき解とくだろう……）

「ねえ、聞こえてる？」

　巧はゆっくり長く息を吐き、ある決断をしてから、碧あおい瞳ひとみを見据えた。

「……悪い。やっぱりわからねぇ」

「そう」

　栞は落胆した様子でもない。仕方ない、とどこか開き直った感さえ漂う。

　一方、キッドは「巧の嘘うそ」に過敏に反応を示した。口元から手を離し、その手をすっと懐に入れた。

「ちょっと待ってよ、タクミ――」

「小僧、お前は解けたか？」

　と、巧は言葉を意図的に被せる。

「……まだ、だけど」

「じゃあ多数決で決めよう。小僧はどっちが正解だと思う？」

　握った主導権を放さないよう、矢継ぎ早に言って、会話を強引に進めた。キッドは何か言いたげに目を細めたが、それをそのまま笑顔にさせた。

「ボクは右だと思う」

　と言って、とことこと歩き、右の道の前に立った。

「タクミ様は？」

「オレは………左だと思った」

　巧たくみが左の道の前に立つ。

「栞しおり、お前はどっちだ？　お前の一票で決まるぞ」

「ええっ、私にそんな重要な役割――」

「お前が決めるんだ」

「っ！」

　タレ目の奥にあるメッセージが栞の胸に届いたような気がした。いや、そんな深読みはしなくても、昨日の今日だ、巧の言わんとすることはわかる。

（今は頼っちゃいけない時――なんだね？）

　目の前にある分かれ道は、一方が「お金を手に入れられる道」で、もう一方は「お金を手に入れられない道」だ。どちらの答えに辿たどり着ついたとしても、強い心で現実世界の敵に立ち向かわなければならない。その決意を試される分岐点だ――と捉とらえた。

「わかった。私が決める」

　巧とキッドの二人は、頷うなずきもせず、栞の決断を待つ。

（きっとこの二人は正解を知っている。あの問題と一緒だ）

　それは『分岐点に立つ正直さんと嘘うそつきさん』のクイズ。これも巧の演出なのかどうかまではわからないけど、似たような状況に立たされている。

「………」

　栞は右側に立つキッドを見て、

「………」

　左側に立つ巧を見る。それを三度、繰り返した。

　どちらかが嘘つきで、どちらかが正直者。

（わからない）

　あの問題のように良い質問も思い浮かばない。

　だけど、答えは決まっている。

「ふぅ…………」

　栞は肺活量の限界まで息を吐き、二人が同時に視野に入る所まで数歩下がった。

　そして。

「右に行く」

　と、答えを言った。

　キッドが邪気のない心からの笑顔を浮かべる。

「うわあ～、すっごく嬉うれしいな～」

　スキップで栞に駆け寄り、手を引く。

「ささ、そうと決まれば早く行こうっ」

「う、うん」

　手を引かれながら、栞しおりが巧たくみを振り返る。その目線に気づいたキッドも、

「タクミ様も早く～。置いてくよ～」

　巧は、苦渋の面持ちで唇を噛かんでいた。

「……わかってる」

　と、俯うつむいた顔を上げようともせずに、二人を追いかける。

　三人はＴ字路を右に進んだ。

　よほど気分が良いのか、ハミングしながらキッドが先頭を歩き、それにやや遅れて栞、最後に暗い顔の巧が続いた。

　栞は微妙に歩幅を縮めて、巧が横に並ぶのを待った。並んだと同時に小声で話しかけたのは、巧の方からだ。

「オレが嘘うそつきさん……ってことか？」

　恨みがましい物言いに、だけど栞は頬ほおを綻ほころばせる。

「私に選ばれなかったのが相当ショックみたいだね」

「………」

「冗談。だけど、キミが嘘つきだと思ったのは本当。だってキミは詐欺師に憧あこがれているんでしょ？」

「……まあ、そーだけど」

「それを信じたの」

　栞は前方に目を向けて、巧の顔を見ずに言った。

「え？」

「キミは絶対に嘘をつくと思ったの。私がお金を持った状態でお父さんと会わないようにするために、嘘の答えを教えると思った。キミはそういう優しい嘘つきさんだよ」

「栞……」

　眉まゆをギュッと寄せた厳めしい顔をして、まだ巧の方へは向き直らない。

「な、何？　真面目なこと言っちゃって恥ずかしいんだから、あんまりジロジロみないでよねっ。あ、これは別にツンデレとかじゃななく――」

「お前、バカじゃね？」

「はああ？」

　ぐるん、と首を旋回させる。巧は眉まゆ尻じりの下げ角度をタレ目と同じにしていた。

「オレはそんなに気は回らねぇよ。綺き麗れいに解釈しすぎ」

「じゃ、じゃあ、どういうつもりで多数決なんて言い出したのよっ」

「……栞、役に立っていないとか散々言ってただろ？　オレはあの像をブン殴った時点で役目は十二分に果たしていると思ってるけど、それじゃ納得しないだろ？」

「そりゃ、だって……」

「だから最後にこのクエストにちゃんと参加したと思えるような、胸を張って報酬を受け取れるような、そーゆー見せ場というか役割というか……」

　今度は巧たくみがそっぽを向く。

　それは栞しおりにとって美化しすぎた解釈よりも嬉うれしい気遣いだった。

「……でも、それじゃ何で左と言ったの？」

「小僧が先に右って答えたから」

「もし私が左を選んでいたら、どうするつもりだったの？」

「その時は適当な理由を並べて右に行かせたよ。詐欺師志望の腕の見せ所だな」

「ふーん……。じゃあ、何で私が右を選んだら拗すねてたの？」

「す、拗ねてねぇよ！」

「不機嫌だったじゃない」

「いや……それは、あっさり小僧を選ばれると、まあ多少は……」

「……ぷ」

　栞は思わず吹き出した。この時の巧の表情を、栞は忘れられないだろう。眉まゆを寄せて、でも目め尻じりは下がっていて、唇はモゴモゴと忙しない。

　お世辞にもカッコイイとは言えない顔だけど、

（あの子も見たことないだろうな）

　と思える不思議な表情で、それが栞にはなぜだかたまらなく嬉しかった。

「私、やっぱり右を選んで正解だったかも」

「………」

　声が聞こえたのか聞こえなかったのか、巧は唇をひん曲げて返事をしなかった。

「なに話してるの～？」

　独り身だったことに気づいたキッドが、ととと、と後ろに下がってきた。

「内緒」と、栞が言う。

「え～どうして～？」

「どうしても。それより、最後の問題は何で答えが『右』なの？」

　キッドの駄々を誤魔化すようにして、栞が話題を振った。

「まだこの道が正解だとは決まってないよ？」

「それはもういいの。キミたち二人とも気づいてたんでしょ？」

　キッドが目配せをして「解答権」を巧に譲ゆずった。巧はさして面白くもないといった感じで話す。

「変則的な規則性のクイズだ。問題の答えの頭文字を……日本語や数字はローマ字表記にして、問１から順番に並べると答えが出てくる」

「へーそーなんだー」

「……やけに適当な返事だな」

「んー……答えを思い出してみたけど、途中から忘れちゃって」

　巧たくみとキッドは目を見合わせ、脱力気味に苦笑した。そこには腹の探り合いも駆け引きもない。

「シオリンといるとホッとするよ」

「え？　どういう意味？　あんまり良い意味には聞こえないんだけど……」

「ところで、栞しおり。あの『正直村へ行く一つの質問』の答え、わかったのか？」

「……今日も雨だねぇ」

「洞どう窟くつでそれはさすがにキツいだろ……」

　三人が道を進むこと約十五分。またもや行き止まりにぶつかった。

　だが、その壁にはクイズはおろか一文字も記されていなかった。

　そして、その壁の真ん前、道の中央に、銀色に煌きらめく『武器』が一つ突き刺さっていた。

　取れ、と言わんばかりに自己主張をしているその武器とは――槍やりである。

　デザインは「素槍」とでも呼ぶべき無骨さで、何の装飾もない。先端で光る刃の部分の輝きは異様なまでに眩まばゆいが、刃から柄へ行くに従って色合いが黒くなり、柄の途中からは白い布が巻かれている。

「これが、お宝？」

　キッドが槍を見つめながら二人に問うた。

「だろうな」

　と、巧が答えると、

「じゃ、ボクはダメだ。装備できない」

　悔しそうに槍から目をそらした。

　次いで、巧が槍に手を伸ばしてみる。

「――っ！」

　伸ばした手が槍に触れる三十センチほど手前で、まるで同極同士の磁石が反発しあうかのように、巧の手が「見えない力」によって槍から遠ざけられた。

「……オレもダメだ」

　自然、二人の視線は栞に注がれる。

「私？」

　戸惑いながら、栞はゆっくりと槍に手を伸ばした。

　そして、驚くほどあっけなく槍を掴つかんだ。柄の部分を右手で、きゅっ、と掴んだ。

「え？　あれ？」

「引き抜け」

　巧たくみは栞しおりの驚きを勘違いして、そう指示した。栞は言われたとおりに槍やりを引き抜く。軽く持ち上げるだけで、ぐぐぐ、と地面に刺さっていた部分が顔を出し、その全ぜん貌ぼうを現した。だが、特に代わり映えはしない。すでに見えていた部分に長さが足されたに過ぎない。全長は一メートル前後だろう。

「うわ、すごい……」

　キッドや巧から見れば、何てことのない光景だけど、栞の興奮と驚きは初めて剣以外の武器を手にしたからだけではなかった。

（なんだろう……これ？）

　手触りや重さや馴な染じむ感覚が、むず痒がゆくなりそうなほど、いい。一番近い表現をすれば、自分の体の一部みたい、になりそうだけど、それでも少し足りない気がする。

　とにかく、いい。

「私、これ……欲しい」

　思わず口からこぼれてしまった。

「欲しいもなにも、それはもうシオリンの物だよ。クエストで入手したアイテムは、そのままプレイヤーの所持品となる。ボクもタクミ様もそれを装備できない。だからその槍はシオリンの」

　と、キッドが丁寧に教えた。



    

  
    
      



    

  
    
      「嬉うれしい……」

　栞しおりはやや恍こう惚こつとした表情で槍やりを大事に抱えていた。

　そんな栞を巧たくみは険けわしい目で見ている。ただ、栞の反応に何かを感じ取ったわけではない。嬉しそうだな、ぐらいにしか思わなかった。険しい目の理由は他にある。

　以前、ぼんやりと思ったことがあったのだ。

　――栞には槍こそが相応しい、と。

　そんな軽い思いつきを読まれていたのか――とは、本気で思わないのだが、完全に否定しきれない気味の悪さが残る。弱点のようなクエストのクリア報酬が、栞にとって最適な武具だった。

（これで栞はまた一段、強くなる……）

　栞が強くなるということは、ゲームの難度も上がるということ。

「………」

　巧は、そう遠くない未来に激しい戦いが起こることを漠然と予感した。

　とはいえ、未来よりも今である。

「――で、これはどうやって出ればいいのかな～？」

　キッドが幼い風ふう貌ぼうに見合った語尾の上げ方で可愛らしく首を傾かしげた時。

　ゴゴゴゴゴゴ！

　大地が振動して、行く手を阻はばんでいた壁が崩壊した。

　崩れた壁の先に広がっていたのは――のどかな田園風景だ。

　そして、洞どう窟くつの『出口』のすぐ側、ちょうど洞窟と外の境目に白色の光の渦が出現していた。ワープホールである。これに飛び込んだ時点でクエストは終了となる。

　なんとも呆あつ気けない。

　厄介だと眉み間けんにしわを寄せ、何かあると常に身構えていたのに、結局は何も起こらず、拍ひよう子し抜ぬけするほど静かな幕切れである。

　苦労はさせられたけど、終わってみれば「楽な仕事」だった。

　しかし。

　三人の胸中に芽生えた感情は、歓喜でも安あん堵どでも落胆でもない。

　もう少し続いてもよかった――という、未練にも似た奇妙な心境だった。

　びゅうう、と激しい風が洞窟内に入り込んでくる。ややもすると体を数歩後ろによろめかせそうな強風なのだが、

「……」

「……」

「……」

　三人は頬ほおを叩たたくその風を心地よく、そして少しだけ寂しく感じていた。

「それじゃ。ボクはお先に失礼しま～す」

　キッドが風の抵抗をものともせず、小さな体をぴょこぴょことワープホールへ進ませた。その背中に、

「残念だったな」

　と、巧たくみが声をかけた。キッドが首だけで振り返る。

「何が？」

「お目当ての物がなくて」

　わざとらしく言って、わざとらしくキッドの左手付近を見つめた。ローブの内側に隠している『黒いブレスレット』を透視するかのように。

　キッドはお返しとばかりに巧の右腕にある『黒い腕輪』に目をやる。

　巧は、キッドの狙ねらいが初めから『呪のろい系のアイテム』にあると睨にらんでいた。リタイアが続出している噂うわさの探索系クエストだ、それ相当のアイテムが手に入る、と考えるのはごく自然なことだし、それがキッドたち「チーム」の人間ならば『呪い系アイテム』だと期待するだろう。

　事実、キッドの狙いはまさしくそれだったのだが。

「ま、こういうこともあるよ」

　キッドは少しの間を置いて、そう答えた。どういうわけか、その声は起伏に富んでいた。巧の露骨な挑発に怒るでもく、栞しおりと話をしている時のような軽やかさがあった。

　呆あつ気けにとられている巧に、今度はキッドから声をかける。

「そういえば、例の『質問』は考えた？」

「他がなにかと忙しくて正直、忘れてた」

「もったいない。せっかくのチャンスだったのに」

「貸しにしておいてくれ」

「考えておくよ」

　キッドは歩を進め、ワープホールに飛び込む寸前、

「シオリン。タクミ様」

　振り返りはせずに呼びかけた。巧と栞が「あん？」「なに？」と返事をすると、

「今回―――」

　続きの言葉はワープホールに入りながら喋しやべっていた。

「……キッドくん、何を言おうとしたのかな？」

　栞にはその言葉が聞こえていなかったらしい。

　だが、巧にははっきりと聞こえていた。

　――楽しかったね。

　だから巧は、今回のクエストで直面したどの問題よりも難しい顔をして顎あごを撫なでた。

「こーゆーこともある、か……」

「え？　なに？」

「……いいや。オレたちも帰ろうぜ」

「うん。そうだね」

　巧たくみと栞しおりは順番にワープホールに飛び込み、現実世界へと戻った。

　これで無事、クエスト達成――



　――なのだが。

　巧と栞も、そしてキッドさえも、まだ気づいていない。

　このクエストの報酬が『巧とキッドの予想どおり』だということに。

　彼らがそのことに気づくのは今から十日後のことなのだが、彼ら以外の数名は、気づいている。

　その中の一人。ブレイン・カンパニー本社ビル地上十八階「第四開発部」にいる男――横山という名の開発部長は、卓上のパソコンモニターで巧たちのクエストの顛てん末まつを見届けると、ブラックコーヒーをゆっくりと流し込んだ。

「予定通り。だが、まだ足りない」

　無機質な表情で呟つぶやき、机の引き出しからＡ４サイズの封筒を取り出して、机に置いた。

「やはり、彼女か……」

　封筒の中から数枚の用紙と、一枚の写真がはみ出している。

　そこに写っているのは、大きな大きなタレ目の女の子。

　桃もも井いヒナである。

　巧は――そして、栞も――また一つ、高額な報酬を手にする代償として、何かを失おうとしていた。

　しかしながら、失うばかりではない。



　現実世界に帰還した栞は、すぐに会社を出て、養父である立たち花ばな広ひろ和かずに電話をした。

　二人が待ち合わせた時刻は午後十時。場所は、前回と同じコーヒーチェーン店。

　午後十一時閉店なので、テイクアウトの客はちらほらと来たが、くつろごうとする客はおらず、店内は閑散としていた。

　三十分後。午後十時半。

　立花広和が揚々と、品のない笑みを浮かべながら店内から出て行った。

　その姿を巧が物陰から眺めていた。物陰と言うほど大層な場所ではなく、近くのガードレールに座っているだけなのだが、夜の暗さが辺りを包んでいて、そこそこな隠れ場所になっていた。

　尾行とか覗のぞき見みをするつもりではなく、もし何かあれば――携帯電話に栞しおりからヘルプの要請がかかれば――一も二もなく駆け込むつもりでいた。いや、正直なところは、ヘルプ要請など関係なく、養父の鼻っ面に拳こぶしを何発もめり込ませてやりたくてウズウズしていた。

　だが、そういった展開にはならず、平穏に時間は流れた。

「ニタニタしやがって、クズが」

　遠ざかる広ひろ和かずの背中に吐き捨て、栞が出てくるのを待つ。

　栞が店内から出てきたのは、閉店間際になってからだった。そのタイムラグと充血した吊つり目を見れば、栞が約三十分間をどのように過ごしていたのかは想像に難くない。

　栞は巧たくみの側までやって来て、開口一番、

「無事、解決しましたっ」

　と、笑顔でＶサインをした。

「本当か？」

「うん。見たでしょ、あの人の嬉うれしそうな顔」

「……よく見えなかった」

「そっか」

　栞が養父に突きつけた条件は、いたってシンプルだ。

　――金を貸すから、もう二度と会わないでくれ。

　ただそれだけ。

「何度も念を押したし、一筆も書いてもらった」

「……また絡んでくるんじゃねーのか？」

「んー……どうかな？」

　栞が多額の現金と引き替えに手にしたものは、信用のおけない口約束と法的効果があるのかも怪しい紙切れ一枚だ。価値は無いに等しい。

「――ま、何度絡んできても、返り討ちにしてやるけどな」

　巧はセリフほど剛胆な表情はつくらず、ズボンのポケットから現金の束を取り出した。

　その額は三百万円。

　栞と巧が半分ずつ出し合った金だ。

　栞が養父に貸したのと同額でもある。

　その大金が、巧の手のひらでキラキラと輝き、やがて光の粒りゆう子しとなって――消滅した。

「働きもしねぇで大金稼ごうなんて甘過ぎんだよ」

　今この瞬間、広和が持っている三百万円もこの世から消滅しているだろう。

　巧が「三百万円を分裂」させたのだ。

　厳密には「三百枚の一万円札を同時に分裂させた」である。一枚の一万円札を三百枚にしたのではない。巧の分裂は、分裂を重ねられないのだ。

「ちょっと……ううん、かなりスカッとした。人を騙だますのってクセになりそう」

　栞しおりが小鼻を膨らませる。

「危ないこと言うなよ。それに、損をしているのはこっちだ。騙しのテクニックとしては失格だよ」

　巧たくみの手のひらで消えたのは「分裂の元手」となった三百万。巧と栞の身銭である。

　対して、広ひろ和かずが手にした金はあぶく銭。もともと存在しなかった三百万円である。

「でもスカッとした。私はそれでいい。私はそれでいいけど、キミは？　キミまでお金を出してくれることなかったのに……」

「無駄遣いだとは思ってないよ。オレは、あの金で栞を買ったんだ」

　突とつ拍ぴよう子しのない発言に、栞の吊つり目が丸くなる。

「……へ？　私を……買う？」

「ああ。栞がヒナへの誕生日プレゼントだ」

「……？？」

　あまりにも突拍子のない言い回しが続き、栞の思考が追いつかない。

　それでも巧はまた理解しがたい言葉を紡ぐ。

「オレたち家族になろう」

　これが巧なりの答えだ。

　仕事だプライベートだと悩むぐらいなら、いっそ線引きできない関係になってしまえばいい。すべて「桃もも井い家けの問題」にすればいい。

　とはいっても、プロポーズではない。

「ヒナの姉ちゃんになってくれ」

「私が……お姉ちゃん……？」

「むちゃくちゃなこと言ってるのはわかってる。でも、今日から栞はヒナの姉だ。ヒナが栞の妹だ。オレたちは家族だ。だから、お前はもう一人じゃない。血の繋つながりなんて関係ねぇ、家族だと思えば家族だ。こっちは大枚はたいてんだから、文句は言わせねぇぞ」

「………」

「どれだけケンカをしても、心は傷つけない。どんなことがあっても絶対に裏切らない。それが桃井家の家訓だ。今この瞬間から栞にも適応されるからな、よーく覚えておけよ」

　黙って聞いていた栞は頭を、ちょこん、と巧の肩に乗せて、

「………うん」

　その二文字に万感の思いを込めた。

（うわ……マジでやばいっ）

　巧は熱く語った恥ずかしさと、新しい家族の可愛らしさで頬ほおを真っ赤に染めて、そっと横に移動した。肩から栞の頭を離した。

「んじゃ、今日から栞しおりはオレの姉ちゃんな」

　可愛かった栞の顔がピキッと引きつる。

「はああ？　どうして私が姉なのよ、どう考えても妹でしょ！」

「やだよ。面倒くせぇ妹は一人で充分だ」

「め、面倒くさいって何よ！」

「あーうるせ。ほら、帰るぞ」

「ちょっと待ってよ！　面倒くさいってどういうことよ！」

　巧たくみはガードレールから飛び降り、駅とは逆方向に歩き出す。栞は全身から怒気を放ちながら大おお股またで巧の隣に並ぶ。そうして二人はギャーギャーと言い争いながら歩いて帰った。

　家に着くと、昼間あれだけ眠り倒したのに、ヒナは爆睡していた。その、天使の寝顔を微笑ましく眺めてから、巧と栞はヒナを挟んで布団を敷き、川の字になって眠った。

　翌日、諸々の事情を聞かされたヒナは、頬ほおをはち切れんばかりに膨らませて、

「………よろしくね。従姉妹のお姉さん」

　そこが最大の譲歩点だったらしい。



　こうして、一週間弱の短くも濃密な栞の受難の日々は、終わった。

　そしてまた、おんぼろアパートに騒がしい声が響くのである――。

　ちなみに、押し入れ奥にあった巧の宝物は従姉妹のお姉さんの手によって処分された。





　それから十日後。七月一日。

　桃もも井いヒナ生誕十六周年記念祭――通称・ヒナ祭りの日がやって来た。

　河か川せん敷じきでバーベキューをしよう、と巧が提案したので、桃井家は朝からその準備に追われていた。

「おーい。オレ、先に行ってるからなー」

　と、部屋の外から巧が呼びかける。昨夜から……もとい、四日前からすでにテンション上がりっぱなしの兄は両手にバーベキューコンロを抱え、一足先に河川敷へ向かった。

　その兄に、部屋の中から妹が声をかける。

「ヒナ、すぐ会いに行くからね。いい子で待っててねーっ」

　続けて、もう一人。

「コンロ落とさないでよ！　あれだけダメだって言ったのに新品買ったんだから！」

　と、立たち花ばな栞が言う。

　二人は狭い台所に並んで立ち、肉や野菜などの食材を切ったり、おにぎりをつくったりと実に女性らしい仕事に勤しんでいるのだが。

　当然、雰囲気は良くない。特に今日が誕生日であるヒナは不愉快極まりない。パンダの瞳ひとみをジト目にして栞しおりを睨にらむ。

「……立たち花ばなさん」

「なに？」

　こちらは妙に陽気で下手な鼻歌なんかも歌ったりしているからヒナの機嫌がさらに悪くなっている。

「いつまでこの部屋にいるつもり？」

「……あ、お野菜は切り終わったよー」

「終わってないでしょっ、何なのこの大きさ？　怪獣にでも食べさせるの？」

「だって、ヒナちゃんこの間、ハンバーグステーキを二つも食べたから」

「三つだよ。まだまだいけたよ。そうじゃないよ、いつまで桃もも井い家けの厄介になるつもりなのかって訊きいてるんだよ。家族ってのは建前というか気持ち的な話なんだからね、そこらへんはきっちりしようよ」

「……それは、そうだけど、次の部屋が決まるまで居てもいいって桃井くんが……」

「そんなのすぐに決まるでしょ！」

「い、いや、色々と条件とかもあるし手続きも大変だし……」

　――そう。

　栞はあれ以来、桃井家に居い候そうろうしているのだ。しかも、ヒナのみるところ、出て行く気がないらしく、それは正解だった。栞は、なんだかんだと理由をつけては、居候というポジションを死守しているのだ。これはヒナにとって由々しき問題であった。

「立花さん、お願いだから出て行ってよ。光年単位で離れてよ。ここは神聖な場所なの。ヒナと巧たくみくんの愛の巣なの。立花さん立ち入り禁止のサンクチュアリなの」

「ふふふ。そんなこと言って、ヒナちゃんってホント、ツンデ――」

「ツンでもデレでもない。これもう飽きたって言ったでしょ？　立花さん、ちょっと前に面白かったこといつまでも引っ張るからしんどいんだよぉ」

「そ、そこまで言わなくても、大体ヒナちゃんが甘えて頼ってしてもいいって――」

「はぁ…………………」

　いきり立つ栞に、いつもなら三倍以上で返すのだが、今日のヒナはなぜかノリ（？）が悪く、思いきり呆あきれたため息を吐いた。

「立花さん、ちょっと座りなさい」

　ヒナはおにぎりをつくる手を止めて、畳の上に正座をした。

「……は、はい」

　神妙な展開に戸惑いつつ、栞も包丁を置いて、ヒナの前に正座をする。

「巧くんがどうしてヒナに手を出さないと思う？」

「妹だから」

「違うよ」

「違わないよ」

「じゃあ、どうして立たち花ばなさんに手を出さないと思う？」

「家族だから？」

「それは建前だって言ったでしょ」

「……たしかに。ヒナちゃんはともかく、一応、他人の私になら何かしらの反応を見せてもいいはずだよね」

「でも巧たくみくん普通でしょ？　そりゃ、お着替えとかは恥ずかしがるけど、それ以外の時はただの友達って感じでしょ？　ただの知り合いがたまたま家にいる、ぐらいのテンションでしょ？　ただの立花さんが――」

「そう言われれば、そうだね」

　ヒナは、むぐぐぐぐ、と唸うなり声ごえをあげてから、

「考えられる理由は一つ。女だよ。ヒナ以外の女がいるんだよ」

「……そ、そんな、桃もも井いくん、いつも学校と家と時々、仕事に行くぐらいしか……」

「はい、そこ」

「どこ？」

「その三拠点の中に一人、ヒナとほぼ互角のプリティ＆セクシーな人がいるぅ」

「………え？　まさか……」

「たぶん、その、まさかだよ」

「…………」

　二人はそれっきり黙り込んでしまい、十畳一間の部屋には新しく買った扇風機のブーンという旋回音だけが虚しく響いていた。



　一方、河か川せん敷じきでバーベキューコンロを組み立てていた巧は、携帯電話の振動に驚いて、慌ててポケットから電話を取り出した。

　届いたのは小こ町まちからの仕事メールではなかった。

『早いですね』

　というリラからのメールで、巧がなんとなく振り返ると真後ろにリラが立っていた。

「うおおっ、リラちゃんいつからここに？」

　すぐにメールが届く。

『四分前ぐらいです』

「すげぇな、全然気づかなかったよ。つーか、リラちゃんこそ早くね？」

『集合時間を一時間、間違えました。そもそも、わたしは来てもよかったのですか？』

『当然。ヒナ、友達いないからさ、リラちゃんのお陰で格好がつくよ』

　巧たくみはコンロを組み立てながらメールを見るという動作を器用にこなしている。

「あ、そうだ。今日、ヒナに携帯電話をあげるんだ。だから、これからはヒナともメールしてやってくれな？　アイツもリラちゃんと話したいって言ってたし」

「……」

　リラは一瞬だけ携帯画面から巧へと視線を移し、すぐにまた戻した。

『ヒナさんはわたしといて楽しいのでしょうか？』

「楽しくないなら一緒にいないんじゃねぇか？」

『そういうものですか』

「そういうもんだろ。あ、それからもう一つ――」

　と巧は、黙然と立つリラに背を向けたまま、コンロを組み立てながら、言った。



「君、キッドだろ？」



「！」

　リラは体をびくっと微動させて、携帯画面ではなく真っ直ぐに巧を見据えた。そのまま視線を元に戻さなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　それはもう答えに等しい動作だったが、巧たくみは続ける。手を止め、向かい合う。

「これがオレからの『一つの質問』だ」

「………近づきすぎたか」

　リラは喋しやべった。小鳥のさえずりのような、か細く清い音で。

「へぇ、そんな声してたのか」

「………いつわかった？」

「さて、いつでしょう？」

「………クイズはもう飽きた」

「だな」

　苦笑して、巧はコンロ組み立ての作業を再開する。

「長なが袖そでについて話した時だよ。あの時、オレの口からはひと言もタトゥーだなんて言ってない。それなのにリラちゃんは知っていた」

「………名前。キッドでいい」

「なんでだよ、『こっち』にいる時は桜さくら井いリラだろ」

「………」

　リラは目を瞬かせ、数秒間、黙ってから、

「………それで？　ボクをどうするつもり？」

「別に。どーもしねぇよ。リラちゃんは『こっち』のオレになにもしなかったからな」

「………これからするかもしれない」

「んじゃ、頼むわ」

　巧はまた手を止めて、リラを見つめた。

「ヒナには絶対に手を出すな。なにか仕掛けてくるならオレだけを狙ねらえ」

「………」

「それから『こっちの栞しおり』にも手を出すな。もうすぐしたらここに来るオレの親友にも。そして、その親友の姉―――」

　その時、また携帯電話が振動した。メールではなく、電話の着信。

　相手は――

「小こ町まちさん？　今どこです………おい、小町？」

　小町からの電話なのに、小町からの声が届いてこない。

　数秒後、小町とは思えないほど弱々しい口調で、

「……巧……助けて……」

　瞬間、巧はリラを捨て置いて、走り出した。







《桃もも井い巧たくみ＆立たち花ばな栞しおり・今回の仕事結果》

　クエスト『地下迷宮を駆け抜けろ』達成。報酬六百万円（折半し、百万円を返済）



　桃井家の借金残り総額――８１１５万円。

　立花栞、借金残り総額――１０５０万円。



　クーラーを買えないまま、暑い熱い夏がやって来る……





　ＧＯ　ＴＯ　ＴＨＥ　ＮＥＸＴ・ＧＡＭＥ



    

  
    
      


あとがき





　正解は――

『あっちの（もう一人の）人は、どちらが正直村に続く道だと答えると思いますか？』

　です。この質問の返答の反対が正しい道になります。

　あとがきから読む派の方には何のことだがわからないと思いますが、これが作中で巧たくみが栞しおりに出した応用問題の正解例です。もう一方が何と答えるか、以外にも正解となる質問があるので、興味のある方は考えてみてください。

　そんなわけで巧たちが一風変わったクエストに挑戦した『ダブルアクセス２』でした。如何だったでしょうか？

　テレビ業界では不況になるとクイズ番組が増えるらしいのですが、本書は不況とは一切関係ありません。完全に僕の趣しゆ味みです。趣味全開です。だから書いててスゲー楽しかったです……って、僕の感想はどうでもいいですね。皆様にも楽しんでページをめくってもらえたのなら幸いです。

　ちなみに、僕は作中のクイズをまったく解とけませんでした。全問正解できた人は、頭の回転が素晴らしいです。羨うらやましいです。



　さて、次巻はいよいよ小こ町まちにスポットライトが当たります。これまでサポート役に徹してきた女帝が、ぶっちゃけ出番の少なかった女王様が遂ついに本領発揮です。

　果たして小町はどう絡んでくるのか？　巧との間に何があって、何が生まれるのか？　栞の想いは儚はかなく散ってしまうのか？　ヒナは電脳世界に参戦してしまうのか？　キッドの目的は？　そして尚なお之ゆきは何者なのか？　そしてそして、こんな予告をしちゃっても大丈夫なのか？　風ふ呂ろ敷しきを広げすぎではないか？　マジで大丈夫か？　やれるのか樋ひ口ぐち？　樋口やれんのか？

　……という盛り沢山の内容でお届けする予定です。ご期待下さい。



　では、簡単に謝辞を。

　のりたまさん、いつも素敵なイラストありがとうございます！　キャラデザを頂く度に文章を書き直すという嬉うれしい逆転現象が起こっています。これからもヨロシクです。

　担当氏をはじめ、多大な迷惑をおかけした関係各位の皆様には最大級の謝罪と謝意を。

　そして、読者の皆々様へ。感謝の気持ちをキーボードにぶつけて今後もより良い作品を綴りたいと思います。

　それでは、また近いうちに逢いましょう。

樋口　司つかさ



    

  
    
      

　著者

　樋口　司（ひぐち・つかさ）

　　兵庫県在住。

　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨受賞。

　　愛犬ゴエモンと戯れつつ、執筆に勤しむ毎日。

　　好きな映画は「シャロウ・グレイブ」



　イラスト

　のりたま

　　11月27日生まれ。

　　ＰＣユーザーサポート、プログラマー、美少女ゲームメーカーのグラフィッカーを経て現在フリー。

　　雑誌「Ｅ☆２」やＴＣＧ「アクエリアンエイジ」

　　小説挿絵「わがままプリンセスナイト」（二次元ドリーム文庫）等のイラストで活動中。
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